
































王子様の抱き枕




異世界でティラミスを








睦月けい





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　城のある一室に、部屋の広さに見合わない数の人間が集まっていた。異常事態の報しらせを聞いて駆かけつけたコンさんと、彼を連れてきたトイ。通りかかった異国の王子ニュクス様と彼の従者と、賓ひん客きやくの護衛をしているらしい鎧よろい兜かぶとを纏まとった兵士達。そして私だ。

　掃そう除じの行き届いた小こ綺ぎ麗れいな部屋は決して狭せまいわけではないのだが、これだけの人数が密集していると流石さすがに圧あつ迫ぱく感かんを覚える。おまけに全員が全員私へ視線を注いでいるので余計息苦しい。

　魔ま法ほう円が刻まれた私の手を見つめ何やら小声で唱えたりしていたコンさんは、ややあってため息をつきながら顔をあげた。


──魔ま術じゆつの暴走は収まっているようです。通りかかったのが魔術国家ニールリュルの人間で幸運でしたね。……いや、ある意味不幸でもありますが。



　コンさんは顔を動かさず視線だけをニュクス様の従者へ向けた。従者の青年は周囲の人間の中でも特に異様な眼まな差ざしをこちらへ注いでいる。

　彼らの国は独自の宗教観が根付いており、夜の女め神がみフォンセを信しん仰こうしているそうだ。神の恵めぐみの時である夜の時間を尊び、夜を表す黒色を神聖視しているらしい。

　故ゆえに〝異世界から来た黒くろ髪かみの〟私は、あの嫌いやに熱っぽい視線を注がれる羽目になっている。私という一個人を全く捉とらえていないくせに恐おそろしく真っ直すぐな眼差しは、不気味を通り越こしていっそ恐きよう怖ふを覚える。ニュクス様も従者の青年も黒と言って差し支つかえない濃のう紺こんの髪かみをしているというのに。

　なるべく従者の青年と目を合わせないよう気をつけながら、コンさんに声をかける。


──あの、魔術の暴走ってもしかしてこの翻ほん訳やく魔ま法ほう円が原因じゃないですか？



　前回件くだんの現象が起こったのは〝過去を遡さかのぼって見る〟という魔術を実行した最中だったので、原因はそちらにあると思っていた。

　だが今回はただ通路を歩いていただけなのに突とつ然ぜん前回と同じ異常事態に襲おそわれた。あの時あの瞬しゆん間かん私の側にあった魔術といえば、手の翻訳魔法円以外心当たりがない。

　それに先さき程ほどニュクス様と手を触ふれあった時、どうも翻ほん訳やくの効力が鈍にぶい気がした。普ふ段だん赤せき裸ら々らに思考を漏ろう洩えいさせているはずの魔法円が、ニュクス様と会話していた時は余計な感情も思考も混じらず言葉のみこちらに伝わっていたのだ。


──しかもですね、ようやく感情らしきものが伝わってきたと思えば〝嫌けん悪お〟の感情でしたよ。不具合か、でなければ嫌いやみじゃないかと思うくらい賛美の言葉を口にしていたというのにです。翻訳魔法円の不調が魔術の暴走の原因に違ちがいありません！

──嫌悪？　まさか。相手がフォンセ信仰者なら、貴女あなたのその黒髪だけで十分好意を持たれるはずですよ。見た限り魔法円に異状がある様子はありませんが。



　コンさんは難しい表情を浮うかべ沈ちん黙もくしていたが、ややあって「原因を探さぐるのは後にしましょう」と会話を切り上げた。そしてニュクス様へ向き直り、深く頭を下げた。


──城の者が御おん身みを危険に晒さらしてしまい、大変申し訳ありませんでした。



　翻訳魔法円を通して、コンさんの言った言葉の意味が伝わってきた。トイも同時に頭を下げたのを見て、慌あわてて私も彼らに倣ならう。磨みがき抜ぬかれた白い床ゆかを見下ろすうち、どんどん動どう悸きが激しくなっていった。

〝城の者〟とコンさんは言った。そうだ。事情がどうであれ、この城で働かせてもらっている以上私は〝城に仕える人間〟の括くくりの中にいるのだ。

　魔術の暴走とやらの詳しよう細さいもこの世界の国家情勢もさっぱり理解していないが、それでも〝城の人間が異国の王子を魔術の暴走に巻き込んだ〟という言葉の響ひびきと今のこの雰ふん囲い気きを考えれば非常にまずいことくらいはわかる。急速に事態の悪さを自覚し、背中に嫌な汗あせが滲にじみ始める。

　ところが私が頭を下げると同時にニュクス様の従者がひっと悲鳴をあげ、ニュクス様に同行していた異国の兵士達が声もなく息を吞のむ気配がした。

　ややあって足音がこちらへ近づいてきたかと思うと、視界に黒い服の裾すそが映った。海の底を思わせる青い眼めが俯うつむいた私の顔を覗のぞき込み、跪ひざまずいた体勢のままコンさんの手から私の手を抜き取った。感情の籠こもった調子で話す声と並行して、頭の中で翻訳された言葉が響く。


──頭をあげてくれ。フォンセの神み子この危機を救えたのなら、それは神に仕える者の誉ほまれに他ほかならない。謝罪する必要が何処どこにある？

──お、お願いですから立ってください。私は神子ではないですし謝る必要はしこたまあると思います。巻き込んでしまって本当に申し訳ありませんでした。



　跪く男より更さらに深く頭を下げるにはもう土下座しかないが、異世界の人間に土下座の意味がわかるだろうか？　見慣れない動きをしてしまったら余計に神子扱あつかいが悪化するのではないか？

　終始変わらぬ信仰者としての態度に、先程ニュクス様から感じた〝嫌悪〟がますます不ふ釣つり合いに思えてきた。やはり魔術の暴走は翻訳魔法円が原因ではないのか？　このまま魔法円を使い続けていても大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。何かの拍ひよう子しに体が四散五裂れつしたりしないか？

　考え出すと恐ろしい想像が止まらなくなりそうになり、慌ててニュクス様を立たせてコンさんの手を握にぎった。何やら考え込んでいたらしいコンさんは突とつ如じよ触ふれられて体を強こわ張ばらせていたが、手から伝わる悪い妄もう想そうと恐怖に気づき呆あきれたため息をついた。


──落ち着きなさい。先程も言いましたが調べた限り手の魔法円が暴走したわけではないですし、どんな不具合が起こったとしても爆ばく発はつはありえません。そういう形で肉体に影えい響きようする魔術ではありませんから。

──でも、結局何が原因かわからないんでしょう？　それなのに〝絶対に無関係〟だと言い切られても説得力に欠けますよ。



　コンさん達にとっては魔術など理り屈くつがはっきりした身近な代しろ物ものなのかもしれないが、こっちにしてみれば得体の知れない技術だ。しかも何が切っ掛かけで暴走したのかはっきりしていない。そんなもの、怖こわいに決まっている。

　しかも魔術の暴走の前には激しい頭痛に襲われている。もしそのまま頭の中身がどうにかなったらと想像せずにはいられない。思わず身み震ぶるいをした私に対し、コンさんはため息をついた。


──その頭痛は、貴女が……。



　言いかけた途と端たん、コンさんは多少乱暴に私の手を引き剝はがした。突然の行動に驚おどろき、苦々しげに顔を顰しかめたコンさんをぽかんと見つめる。ややあってコンさんは再び魔法円が刻まれている方の手を握った。


──確かに、爆発はしないとはいえ魔術の暴走が何を引き起こすかわかりません。原因がはっきりするまでレーガン様と距きよ離りを置くべきでしょう。私からレーガン様に進言します。



　今までも十分頑かたくなな言い方をしてきたコンさんだが、今回は更に強い意志を以もつてレーガン様の行動を止めようとしていた。

　レーガン様を案じる者としては勿もち論ろんのこと、魔術の危険性をよく知る魔ま術じゆつ師しの立場からしても大事な王子を近づけるわけにはいかないと強く思っているのが魔法円を通して伝わってくる。

　魔術の原理は全くわからないとはいえ、不測の事態が起きる可能性を考えれば添そい寝ねの中断は当然の処置だろう。〝レーガン様を眠ねむらせる代わりに衣食住を保証する〟取引は成立しなくなるが、恩義ある人を危険に晒す真似まねは私も避さけたい。眠りは眠りでも永遠の眠り、なんて洒落しやれにならない。

　そうなると第二調理室で働くのも中止した方がいいだろう。ようやく私の世界の料理再現が前進し出したところだが、世話になったブリジットさん達を巻き込みでもしたら申し訳なくて合わせる顔がない。

　考え出すと段々滅め入いってきた。いっそ翻訳魔法円を撤てつ去きよして欲しい。自分に関係する魔術を一いつ切さい合切なくしてしまえば、流石に魔術の暴走も起こりようがないだろう。いつ誰だれを巻き込んでしまうかと怯おびえながら生活するよりは、言語も文化もわからない状態で四苦八苦する方が遥かにマシだ。

　コンさんの手を強く握りしめて切実な気持ちを訴うつたえかける。渋しぶい表情をしたコンさんは何かを言おうとして口を開いたが、すぐに軽く首を横へ振ふった。


──長くなりそうですし、まず先にすべきことをしてしまいましょう。先程起こったことの報告と、ニュクス殿でん下かを客室までお送りしなくては。



　コンさんは顔をあげて周囲を見み渡わたし、再度迷めい惑わくをかけたことを詫わびた後兵士やトイに指示を出した。こちらの様子を窺うかがっていたニュクス様の護衛達がぞろぞろと部屋の扉とびら側へ動き出す。そちら側では既すでにトイが頭を下げた状態で扉を開けて待機していた。

　護衛や従者に促うながされ扉の方へ向かっていたニュクス様は、ふと足を止めてコンさんへ声をかけた。

　曰いわく、魔ま術じゆつの暴走が起こった時私に接していた魔術は翻訳魔ま法ほう円くらいしかなかったが、見る限り魔法円に異状はなく寧むしろ私自身に起因している可能性が高い。原因がはっきりするまで、応急処置として魔ま力りよくを上手うまく制せい御ぎよ出来ない者に施ほどこす魔力抑よく制せい措そ置ちを行ってはどうか……だそうだ。

　言い終えると今度は私へ笑え顔がおを向け、コンさんの手から私の手を抜き取って軽く握りしめた。


──では、俺はこれで失礼しよう。本当はフォンセの神子と恵めぐみの夜を共に過ごしたいところだが、今日はゆっくり休んだ方がいいだろう。明日は是ぜ非ひ共に食事でもしよう。

──いや、ですから私は……。



　フォンセの神子ではないと何度目かの否定をする前に、ニュクス様は優ゆう雅がに踵きびすを返して退室してしまった。複数の足音が遠ざかりやがて聞こえなくなると、どっと疲つかれが押し寄せてきて思わず肩かたを落とした。

　ニュクス様が怒おこっていないのは不幸中の幸いだが、もっと複雑な問題に搦からめ捕とられてしまった。こちらに来たばかりの時のコンさんやトイもまるで聞く耳を持たなかったが、あれとは別の方向に人の言葉を聞いてくれない。

　もどかしさに眩暈めまいを覚えつつも、ため息をついてコンさんの手に触ふれた。


──あの、ぬるぬる王子が言ったのってどういう意味なんですか？　これ以上痛い思いをしなくて済むなら抑制措置とやらも大だい歓かん迎げいなのですが、私自身に起因すると言われてもまるで心当たりがないです。

──ニールリュル国のニュクス王子、ですよ。他に聞かれると厄やつ介かいですから妙みような略し方をしないように。……貴女あなたが異世界から来たと言うのなら、起因になりうる魔術があっても不思議はありませんが。

──でもコンさん、痕こん跡せきが残ってないから召しよう喚かんだけは絶対にありえないって言ってませんでしたっけ？

　　……あっ、もしかして、この暴走こそが召喚以外の方法で異世界へ引っ張りこまれたという証しよう拠こになるのでは!?　ひいては私の世界へ帰る手がかりになるやも……！

──……。まあ、全く可能性がないとは言いません。



　コンさんにしては珍めずらしい肯こう定てい的な意見に、滅入っていた気分が一気に浮ふ上じようした。しかし私の高こう揚よう感かんが弾はじける前に、コンさんは再度「落ち着きなさい」と繰くり返した。


──人間誰しも魔力を持っています。自分の魔力を制御しきれず暴走させてしまう者もいれば、無意識のうちに魔力を行使して手がつけられなくなった場合もある。私はそちらの可能性が高いと思っています。貴女はあまりにも魔術に対して無知過ぎますから。

──う。……でも、〝全く可能性がない〟わけではないんですよね？



　ようやく、少しでも望みをかけられる具体的なものが出てきた。抑おさえきれない期待感に胸を躍おどらせる。コンさんはしばらく物言いたげに私を見下ろしていたが、やがてふっと短いため息をついて視線を逸そらした。


──私は、調査結果の捏ねつ造ぞうはしませんよ。

──は？　されちゃ困ります。何ですか唐とう突とつに。

──どういう結果が出ても躊躇ためらいなく伝えるつもりなので、覚かく悟ごだけはしていてください。……それで、どうしますか。抑制措置を施しますか？　あくまで暴走を起こさせないための応急処置なので、根本的な解決ではありませんが。

──そうなんですか。そもそもどういう理屈で暴走を抑えるんです？

──自身の魔力保有量を常に必要最低限に保ち、万一急激な変化が起こっても即そく座ざに調整効果が発動します。反面、慢まん性せい的に疲ひ労ろう感や脱だつ力りよく感が続きます。魔術の行使についても魔力消費が少ない単純なもの以外一切禁止です。



　何だ。その程度か。疲労感も脱力感も人様を傷つけてしまうことを考えれば遥かにマシだし、魔術はそもそも使い方がわからない。抑制措置を施しても別段困ることはなさそうだ。


──じゃあお願いします。……抑制措置をしたら、もう暴走は起きないんですよね？

──貴女が起因である場合は、ほぼ確実に抑えられるはずです。……申し訳ありませんが、午後からの第二調理室の仕事は休んで調査にお付き合いください。一日様子を見て、問題なければ明日から第二調理室に出勤するのも構いません。

　　ただし、レーガン様との接せつ触しよくは例外です。原因がわかるまで避けていただきます。



　繰り返された厳しい言葉に、ただ頷うなずくしかなかった。

　レーガン様と交かわした取引がどうなるのか気になったが、睡すい眠みんをやっと手に入れた癒いやしだと言って憚はばからないあの人の体調も心配になった。勿もち論ろん一いつ緒しよにいた方が危険だが、真夜中に生気のない顔で自室へ戻もどってきてはあっという間に眠ってしまう彼の姿を思い出すといたたまれない。


──あの……コンさん。レーガン様が眠れないようなら、何か甘い物の話をするといいですよ。あの人どうも甘い物嫌ぎらいのフリをした甘い物好きのようなので、情感たっぷりに愛を込めて語り倒たおすのです。

──甘い物？



　コンさんは眉まゆを顰め、ややあって苦々しげな笑みを浮うかべ首を横に振った。その眼まな差ざしは何処どこか遠く悲しげで、言ってはいけないことを言ったのだと悟さとらせるには十分だった。言葉を失う私に、コンさんは言った。


──私が口にしても、ただ怒いかりを買うだけですよ。
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　事情を説明して午後からの第二調理室での仕事を休み、早さつ速そく魔力抑制措置を施してもらった。

　手の翻ほん訳やく魔ま法ほう円と同じく体に刻む類たぐいのもので、今度は手ではなく腹部に刻まれた。魔力を制御するのに最も都合のいい場所らしい。……このままだといつか耳なし芳ほう一いちの状態になりそうだ。

　その後はコンさんの〝調査〟に従った。

　ニュクス様が来ている間宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しとして仕事にあたっていたはずのコンさんだが、今日は一日一いつ杯ぱい私との話し合いや調べ物に費ついやしていた。大事な賓ひん客きやくが未いまだ〝フォンセの神み子こ〟に興味を持っている以上、再び魔術の暴走に巻き込むわけにはいかないからだろう。

　昼食と夕食も久方ぶりにコンさんと摂とった。トイも、側に控ひかえてメイドらしく給きゆう仕じをしていた。二人とも以前と違ちがって粗あらを探そうとはしてこないので安心して食事を進められるが、食堂での賑にぎやかな食事を経験した後ではこの静けさも上品に盛りつけた気取った料理も酷ひどく物足りない。

　しかもこの料理は恐おそらく例の第一調理室の暴言料理長が作ったものだろう。料理に罪はないが、理り不ふ尽じんに怒ど鳴なり散らされた場面を思い出して喉のどが詰つまる。

　夜がふける頃ころには、やはり私自身に魔術の暴走が起こった理由があるのだと結論がついた。コンさんは穴があきそうな程ほど私を凝ぎよう視しして原因を見つけ出そうとしていたが、それについては答えが出ないまま就しゆう寝しんの時刻を迎むかえた。

　調査は一いつ旦たん終しゆう了りようし、見張りの兵士達と共に真っ直すぐ自分の客室へ戻った。コンさんには「レーガン様には私から報告しておきますので」と再度言われた。自分が伝えるから私は接触するな、ということだ。夜にも特に異状が起こらなければ、明日は第二調理室へ出勤してもいいそうだ。

　部屋に入って寝ね間ま着きに着き替がえ、しばらく椅い子すに腰こし掛かけてぼうっと窓の外を眺ながめていた。最初コンさんが言っていた通り、妙な気だるさが全身にまとわりついている。特に働いたわけでもないのに体が重たい。新たに魔法円が刻まれた腹を撫なでさすり、今日一日の出来事を思い返す。

　魔術の暴走。もしかしたら帰き還かんの鍵かぎは私の中にあるのかもしれない。

　そう考えるといてもたってもいられない気分になるが、たとえ腹を割さいたところで私には手がかりの欠片かけらすら見つけられないのだろう。魔術の知識が全くない私にはどうしようもない次元の問題だ。コンさんが帰還の術を見つけ出してくれるのを待つより他ほかない。

「……」

　ふとニュクス様の言葉が頭を過よぎった。


──魔ま術じゆつだけを取り上げるなら、クウェンティンよりも俺の国の方が研究が進んでいるぞ？



　あれが本当だとするなら、ニュクス様の国の魔ま術じゆつ師し達は誰だれより早く私の世界に繫つながる手がかりを摑つかむことが出来るのだろうか。

　……いや。ニュクス様やその従者の反応を見る限り、信じてくれたとしても〝異世界〟ではなく〝フォンセがおわす神の国〟を捜そう索さくされるだろう。魔術の優すぐれた国だとしても、それでは何の意味もない。

　悶もん々もんとしているうち、いつの間にか居い眠ねむりしていたらしい。不意に部屋の扉とびらを叩たたく音が響ひびき渡わたり、大きく体が跳はねた。急な覚かく醒せいに頭が追いつけず眩暈に襲おそわれ、しばらく呻うめく。十分落ち着いた後で席を離はなれ、しっかり羽織を着込んでから扉を開けた。

　部屋の前の通路には厳いかつい鎧よろい兜かぶとが三体ずらりと並んでいた。その威い圧あつ感かんについ扉を閉めそうになったが、すんでの所で堪こらえて鎧兜達を恐る恐る観察する。鎧兜のうち二体は私の監かん視しについている兵士だとわかるが、残りの一人は何だ。何故なぜ増えた。

　手を差し出して問いかけたいが籠こ手てを嵌はめた彼ら相手では意い思し疎そ通つうする術すべがない。

「……×××、×××」

　無言で向かい合っていると、鎧兜の中の一人が不意に、声を上げた。勿もち論ろん言葉の意味はわからないが、その腰こしに響く甘い声には覚えがある。今時分はレーガン様の護衛をしているはずの、鎧兜一号……いや、アルジャンさんだ。

「え、えーと。どうされました？」

「……×××、スイ・レーガン、×××××」

　くぐもった言葉の中、名前だけは辛かろうじて聞き取れた。それだけでアルジャンさんがここにいる理由が大体伝わった。

　コンさんがレーガン様への報告を怠おこたったとも説得に手を抜ぬいたとも思えない。十二分に危険性を知った上でそれでも私の所へ来たのだから、恐らくレーガン様は今酷い一夜を過ごしているのだろう。

「……」

　魔ま法ほう円が刻まれた腹を撫でる。コンさんの怒り顔が頭を過ぎった。

　……レーガン様の様子を確かく認にんした後すぐに客室へ引き返せばいい。そう一人言い訳をして、鎧兜達の方へと一歩足を踏ふみ出した。







　王子の寝しん室しつの前には兵士が二人待機していた。こちらの姿に気づくと片方の鎧兜は軽く敬礼をして二言三言何かを述べ、通路の方へと去っていった。アルジャンさんは無言のまま誰もいなくなった場所に移動し、置物の如ごとく直立した。……相変わらず、身動きしている姿を見ていなければ中に人がいるとは思えない直立不動さだ。

　まじまじ観察していると、いつまでも部屋に入らないことを疑問に思ったのかアルジャンさんがぎしりと兜を軋きしませてこちらを見た。……ちょっとしたホラーだ。怖こわい。

　物音一つ聞こえない寝室の扉を開くと、寝しん台だいの上に人間が眠ねむっている様子はなかった。少し視線を動かすと、部屋の主あるじは寝間着姿で窓の側の椅い子すに腰掛けていた。

　彼は俯うつむいていた顔を持ち上げてこちらを見やり、引きつったような冷たい笑えみを浮かべた。今までも時折覗のぞかせていた現実への諦てい観かんが今までになく顕あらわになっている表情に、ごくりと唾つばを飲んだ。

　恐る恐る足を進めてレーガン様の向かいの席に座り、手を差し出した。彼はしばらく私の顔と手を見比べていたが、やがて静かなため息をついて差し出した手を取った。

　途と端たん、こちらまで気分が沈しずんでくる程ほどの鬱うつ々うつとした重い感情が押し寄せてくる。表情が強こわ張ばる私を目にして、レーガン様は自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを吊つり上げた。


──アルジャン・ランビリズマに連れて来られたのか？

──あれ？　レーガン様が呼んだんじゃなかったんですね。あの隙すきのない重装備、どうやって意思疎通したらいいのか心底悩なやみます。

──だろうな。悪かったな、夜よる遅おそくに。……抑よく制せい措そ置ちを施ほどこしたそうだな。その後体調はどうだ？

──お陰かげ様さまでとりあえず何事もないです。レーガン様は……聞くまでもないですよね。



　月明かりに照らし出されたレーガン様の顔は血の気がなく、クウェンティン城の外がい壁へきより尚なお白い。生気の乏とぼしい紫むらさきの瞳ひとみと、浮き出たクマ。彼の周りに漂ただよう重苦しい雰ふん囲い気き。どれをとっても体調がいいとは思えない。

　彼はため息をつき、遠い眼まな差ざしを窓の外へ投げかけた。


──しばらくぶりに酷い魘うなされ方をしたんでな。アルジャン・ランビリズマが独断で動いたのもそのせいだろう。……バレットには俺が命じてお前を無理に呼び出したと言うつもりだ。お前もそう言っておいてくれ。

──私の場合手を繫いだら一発でバレてしまうのですが。……まあ、確かにコンさんが聞いたら雷かみなり落としそうですもんね。比ひ喩ゆじゃなくて言葉通りに。



　いち兵士が処しよ罰ばつ覚かく悟ごで独断専行とは、アルジャンさんもかなりのレーガン様至上主義らしい。

　私が落ち込んでいる時にリンゴ飴あめもどきをくれたことから、忠誠心だけではなく元々優やさしい人というのも理由の一つかもしれないが。きっと母親の優しさを受け継ついだのだろう。「そうだな」とレーガン様も同意し、小さく笑った。


──さて、わざわざ来て貰もらってすまなかったな。バレットに見み咎とがめられる前に帰った方がいい。お前も今日は休め。

──そういうレーガン様こそ体を休めた方が……。そういえば、魔術で睡すい眠みんを促うながすとか出来ないんですか？

──眠れなくなった時真っ先に試ためした。……あれだけは二度とやらん。たとえ死にかけてもやるものか。



　固い決意と共に流れ込んでくる強い感情。

　……魔術の効果ですんなり眠れたはいいが凄すさまじい悪夢を見ても全く目覚めることが出来ず、結果寝ね言ごとで絶ぜつ叫きようしてコンさんが呼び出され、ようやく魔術が解かれた。そしてその恐きよう怖ふ体験が切っ掛かけで一気に不ふ眠みんが悪化した……という顚てん末まつをしっかりと聞いてしまった。

　魔術に溢あふれた世界にも拘かかわらず、不眠に対して香こうやら薬やらに頼たよっていた理由がよくわかった。これではコンさんも迂う闊かつに助けられまい。

　しかし他国の王子が訪問している今、レーガン様も忙いそがしく働いているのだろう。睡眠が足りてないと明日も辛つらいのではないか？

　そう私が考えると、レーガン様の表情が僅わずかに強張った。引かれそうになったレーガン様の手を追いかけ、逆に強く摑む。


──ほう。へえ。ふうん。あのぬるぬる王子、随ずい分ぶんなことを仰おつしやったようですねえ。〝強制と何が違ちがう。行く当てもない頼る相手もいない娘むすめだ、衣食住を保証されればどんな条件でも吞のむさ〟？　なるほど道理で魘されるのもわかります。



　他国の王子から〝お前の行こう為いは脅きよう迫はくだ〟と言わんばかりの口調で身み柄がら引き渡しを要求され、コンさんからは魔術の暴走の原因が解決するまではと接せつ触しよくを避さけるよう進言される。

　思うところもあってコンさんの言葉を聞き入れたはいいものの、今までのことやこの先のことを考えれば考える程鬱々として酷ひどい悪夢を見る有様──か。

　レーガン様は薄うすい自嘲の微笑ほほえみを滲にじませた。


──俺のやったことは、確かにお前にとっては脅迫だったろうな。お前の意思より自分の眠りを優先したのだから。



　異世界に迷い込んだ、拠より所のない不ふ遇ぐうの娘。それを不当に扱あつかう無む慈じ悲ひな王子。私が直接聞いたわけではないのに、ニュクス様の言葉が頭にわんわんと木霊こだまする。そして、自分の行為に問題があるとわかっていても尚なお眠ねむりを強く欲ほつしてやまない己おのれを責め立てるレーガン様自身の声も。

　次し第だいに苛いら立だちが込み上げてきた。ふつふつと湧わいて出た憤ふん怒ぬは決して自分の扱いに対してのものではない。何度か深呼吸をして高ぶる感情を静め、交こう錯さくする様々な言葉を一つ一つまとめてゆく。


──えー……まず一つ。何を今いま更さら、というより、何一人で悪役になろうとしているんですか。脅迫？　何処どこが。あれは互たがいに条件を出し譲じよう歩ほもしあった〝取引〟だったでしょう。



　確かに自分の世界へ帰き還かんする方法を得るためなら家族に顔向け出来る範はん囲い内で何でもするつもりだった。だが自分が〝要求を飲まざるを得ない状じよう況きように追い込まれた哀あわれな娘〟だとは欠片かけらも思っていない。

　レーガン様が睡眠のため私を利用したと言うのなら、私は私の帰還のためにレーガン様を利用した。衣食住の保証をもぎ取り、本職の魔術師がどれだけありえないと言おうと構わず〝王子〟との取引を盾たてに私の世界の調査をしてもらうよう押し通したのだから。

　目の前に座る男の目を真っ直すぐに見み据すえ、はっきりと言い切る。


──あれは私と貴方あなたの取引です。噂うわさを聞きかじっただけの第三者にとやかく口を出される筋合いはありません。腹立たしい。それに私本人が脅迫じゃないと言っているんです、昨日今日来たような人の言葉を信じる必要が何処にありますか？

──……お前。

──第一、自分では私の意思を無視したと思っているんでしょうけれど、実際本当に考こう慮りよしていなかったら今夜だって……私が落ち込んでどうしようもなかったあの夜だって、遠えん慮りよ無く呼びつけてたはずでしょう。第二調理室で働けるよう融ゆう通ずうを利きかせてくれたり、こんなに気を遣つかう脅迫者がいるもんですか！



　それを知っているだけに、余計ニュクス様の言いようが腹立たしい。一体何なんだあの男は。髪かみの色と境きよう遇ぐうだけで神み子こだと決めつけて自国へ連れて行こうとしている男が、人を脅迫者などとよくも責められるものだ。

　それに普ふ段だん通り絶好調に個人情報を垂れ流す翻ほん訳やく魔ま法ほう円を見る限り、ニュクス様が一いつ瞬しゆん覗のぞかせたあの嫌けん悪お感かんは不具合ではなかったのではないか？　何だ。黒くろ髪かみは素す晴ばらしいが肝かん心じんの土台が思いの外残念な見てくれで「これは神への冒ぼう瀆とくだ」とでも思ったのか。

　考えれば考える程どんどん腸はらわたが煮にえくりかえってゆく。しかしふと気づいた時、目の前のレーガン様はぽかんとした表情でこちらを見ていた。やがて彼は軽く首を傾かしげ小さく笑った。


──怒おこるとは思っていたが、そちらの方向にとは思わなかったな。……お前自身のためではなく下心あっての気配りだとしても、お前は良しとするのか？

──下心というと何やら不ふ穏おんですが、相手に利益を求めているのはお互い様でしょう。でもそれは責められるべきことですか？　生憎あいにく私は出会って一ヶ月も経たってないのにほいほい無む償しようの愛を捧ささげられるような博愛精神は持ち合わせておりません。

──……どうだろうな。お前は人がよ過ぎる。

──貴方だって、人権を無視している極ごく悪あく非道の王子にしては随分お優しい理由で悩んでいるでしょうに。疚やましいところのない〝取引〟なんです、胸を張ってください。……ついでに言ってしまいますが、私は貴方に感謝してますし信用もしてます。どんな理由であれ、最初に手を差し伸のべてくれたのは貴方なんですから。



　話しているうちに悶もん々もんとしていた頭の中が整理されてきた。自分で自分を追い込んでゆくレーガン様には考えすぎだと伝えたいし、勝手な理由で無責任な言葉を垂れ流したニュクス様は一発平手打ちしたいくらい腹立たしい。私はどうやら自分で思っていた以上にこの人に恩義を感じていたようだ。

　と同時に〝自分の国の方が魔ま術じゆつ研究は進んでいる〟というニュクス様の言葉に揺ゆれてしまった自分の現金さに落ち込んだ。思い込みの激しい彼らに神の国ではなく〝私の世界〟を探させるのは無理だろうと十分察していても、やはりあの言葉には聞き逃のがせない引力がある。


──おのれコンさんめ！　コンさんさえ真しん剣けんに人の言葉を聞いてくれたならこんなこと考えなかったのですよ！

──……。

──そうですよ八つ当たりです！　最近ちょっとだけ姿勢を改めてくれてますしようやく手がかりらしきものが摑つかめるかもしれないですし希望は出てきてはいますよ、ただ今までの行いが悪すぎるだけで！　第一印象っていつまでも引きずるものなんですね……、……レーガン様？



　全く何の反応もないことを不思議に思い、声をかけた。しばらくの沈ちん黙もくの後で、俯うつむいていたレーガン様はゆっくりと顔を持ち上げた。眉み間けんには深々と皺しわが寄り、先さき程ほどと違った様子で視線が何処か遠くの方を彷徨さまよっている。


──……、すまない。眠ねむ気けが酷くなってきた。

──お？　それはよかった。どうぞどうぞ、寝ねてください。

──ああ。そうだな。……言葉に甘えさせてもらう。



　眠ねむたげに顔を顰しかめながら、レーガン様は席を立ち上がった。そして徐おもむろに私の横へ立つと、座っている私の膝ひざの下と腰こしに手を差し込んであっという間に持ち上げた。
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　こちらが呆あつ気けにとられているのをいいことに無言で歩き出し、寝しん台だいへ横たえられる。そのまま倒たおれ込むように隣となりに来ると私の腹に手を回し、いつも通りの眠る体勢を整えてしまった。慌あわててレーガン様の手を摑み、魔ま法ほう円が刻まれていない方の手でびしびしと腕うでを叩たたく。


──言葉に甘えるってそういうことですか!?　いやいやいや、確かに色々言いましたが今日は駄だ目めですって！　コンさんに怒られる！　爆ばく発はつするかもしれないんですからね!?



　何を言ってもどれだけ暴れても全く返答がなく、やがて背後から微かすかに寝ね息いきが聞こえ始めた。故ゆえに放してもらうのは諦あきらめ、起こさないよう腕の中から這はい出すことに専念する。

　ようやく腕の拘こう束そくから逃れると一人静かにため息をつき、寝台の上の男を睨にらんだ。こちらの苦労などまるで知らずレーガン様は安らかな寝息をたてている。

　薄うす闇やみの中でぼんやりと浮うき上がる青ざめた顔色を眺ながめているうち、何となく彼の不眠の理由がわかった気がした。あれこれ考え過ぎてしまうんだろう。精神的な苦痛がそのまま不眠や悪夢に直結してしまっているようだ。

　病や魔術が原因でないのなら、生活環かん境きようから負担を取り除く何かしらの配はい慮りよをすれば改善の余地もあるのだろうけれど──そんな基本的な考えは、魔術で眠りを得ようと試ためすより更さらに前に考えついているはずだ。

「……〝王子様〟の生きる世界って、思ってたより華はなやかじゃあないんですね。レーガン様」

　御お伽とぎ話ばなしの中に住む〝王子様〟という生き物は所しよ詮せん物語でしかないのだと、昏こん々こんと眠る姿を見て思い知らされた気がした。
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　いつもより更に早く調理室へ行き、野菜洗いを手伝う。いい加減コックが膝を折って野菜洗いに交じる姿にも慣れたのか、他ほかの野菜洗いの子たちも大して反応しなくなった。

　メルの隣に陣じん取どって野菜を洗う。今日もまた毒々しい青色の野菜、コルディの量が半はん端ぱじゃない……。味も食感も格段に美味おいしいので人気なのもわかるが、本当にこの色、どうにかならないのか？　見ているだけで滅め入いってくる。

　気分を変えて見慣れない豆を手に取り、他の子の作業を観察して、同じようにさやから取り出して──ふわりと香かおった匂においに、呼吸が止まった。地道にコルディを洗っていたメルの手を摑つかみ、叫さけぶ。


──メル！　この豆、この豆何っ!?

──えっ？　ええっと、それは香辛料です。今日はスープに風味をつけるために使う予定だそうで……。

──す、スープにっ!?



　入れちゃうのか。コーヒーの匂い漂ただよう豆をスープに投下しちゃうのか!?　今まで摩ま訶か不ふ思し議ぎな食材をあれこれ口にしてきたが、全く知らない食材を口にするより、知っている食材に似ているものの方が食べるのに勇気がいるらしい。頭の中の固定概がい念ねんを打ち破るのは難しいものだ。

　いや待て、案外食べたらコーヒーとは違ちがう味がするのかもしれない。風味をつけるというのだから、何かこう、爽さわやかな味がするとか。材料としては使えない、未成熟の豆を他の野菜洗いの子からもらい、恐おそる恐る齧かじってみる。……。悲しいほどコーヒー風味。


──う、噓っ、本当に？　これ入れちゃうの？　スープに入れちゃうのっ!?　こんなにコーヒーなのに？　どう考えてもコーヒーなのにっ!?

──お、落ち着いてくださいマツリさんっ！



　がらがら音を立てて崩くずれてゆく固定概念。ついつい思考が荒ぶる私をおろおろしながら宥なだめるメル。他の野菜洗いの子たちは目を丸くして成り行きを見つめていた。




　一体どうやってコーヒーもどき豆を調理してスープに加えるのか詳しく観察するつもりでいたが、いざ朝の戦争が始まると忙いそがしくてとても豆を追う余よ裕ゆうはなかった。朝食の支し度たくを終え、食堂に行ってから、ホイットに例の豆の入ったスープはどれなのか教えてもらい、カラの器うつわを持って鍋なべの前までゆく。立ち上る湯気。香こうばしいコーヒーの香りは確かにするが、それ以上に他のスパイスの香りが強く香った。

　言われてみれば、カレーの隠かくし味にインスタントコーヒーを少し入れたり、ミートソースに入れたり、コーヒーの香ばしい風味と苦味は奥行きをもたらすものとして重宝されている。スパイスたっぷりのスープに入れるというのは間ま違ちがっていない。かもしれない。多分。恐らく。わかっていても、コーヒー豆もどきをスープにぶち込むというのはどうなの。

　好奇心で器一杯にスープを注ぎ、席へ戻った。ブリジットさんがメニューに加えるくらいだからマズいわけがない。そうだ、マズいわけがないんだ！　何度も自分に言い聞かせ、恐る恐るスプーンを浸ひたし、コーヒーの香りが混じるそれを口に含ふくむ。口の中に広がるスパイシーな味わい。少し辛からめで、あっさりしていながらコクがある。独特の味と風味を持つ複数のスパイスが、ぶつかり合わずに上手に一つの味に仕上がっている。苦味と風味のコーヒー（っぽいもの）は、その中で格段にいい仕事をしていた。

「……さらば固定観念。これ、元の世界に帰ったら作ってみよう」

　あっちにあるスパイスで代用出来るかもしれない。暇ひまな時にでも、ブリジットさんかホイットにスパイスについて教わろう。




　食事の後、ホイットとメルに頼たのんで急きゆう遽きよ調理場でコーヒーもどき豆について検証させてもらうことにした。まずは未成熟だったり痛み加減だったりが理由で野菜洗いのメイドさんたちに省かれたコーヒーもどき豆を譲ゆずってもらった。廃はい棄き処分するしかない豆なら、たとえ検証が上手く行かなくても勿もつ体たいない思いはしなくて済む。

　協力してくれたホイットとメル、そして私の見張りについてきたトイの視線を浴びながら、ひとまずコーヒーもどき豆を炒いってみた。色は私の知っているコーヒー豆より緑がかっているし形も違うが、香ばしさが加わった香りはまさにコーヒーそのものだ。通常のコーヒーの手順通り挽ひいてドリップ方式で淹れてみたら上手く味が出なかった。

　これはコーヒー豆だという頭があるから失敗したのだろう。さらば固定観念。……煮に出だしてみた。色とコクは薄うすいが、紛まぎれもないコーヒーが完成した。

　興きよう味み津しん々しんの様子のホイット達にもコーヒーもどきを試飲してもらうと、全員が揃そろって眉み間けんに皺しわを寄せた。トイは訝いぶかしげにコーヒーの水面を眺ながめ、カップを机に戻もどして私の手に触ふれた。


──貴女あなたは普ふ段だんこんなものを飲んでいるんですか？

──こんなもの呼ばわりとは失礼な。前にティラミスってお菓か子しの話したでしょう？　このコーヒーはティラミスには欠かせない材料の一つだよ。



　この香ばしい独特の匂いとほど良い苦みは、濃のう厚こうな甘みを持つティラミスのクリームと抜ばつ群ぐんの相あい性しようなのだ。コーヒーの風味がないティラミスなど考えられない。

　うっとりと語った途と端たん、トイの思考は沈ちん黙もくした。駄だ目め押おしとばかりに牛乳……もといグク乳と砂糖をコーヒーに加えて再度三人へ差し出す。コーヒーが苦手な子供も大好き、カフェオレである。案の定、眉を顰めっぱなしだった三人の目の色が変わった。

　物もの珍めずらしげにカフェオレを飲み干したホイットは、ふうんと感心したようなため息をついた。


──なるほどなあ。こういう食べ方……いや、飲み方もありだな。面白い。

──でしょ？　ううん……これでココアパウダーがあればティラミスが作れるのに……。ねえホイット、物もの凄すごく熱い思いを込めてココアパウダーについて考えてみるから、似たような代物がないか教えてくれない？



　感情漏ろう洩えい甚はなはだしい魔ま法ほう円がついに活かつ躍やくする時が来た。届け、この熱意。

　ココアパウダー及およびチョコレートについて色や香りや味を緻ち密みつに想像してみる。しばらく黙だまって私の想像に聞き入っていたホイットは、やがて一言呟いた。


──うん。わからん。茶色い粉末で、お前が心底こだわりを持ってることくらいしかわからん。

──駄目かあ……。余計なことは伝えるくせに肝かん心じんな時は感度が鈍にぶいなんて……！　おのれコンさんめ！

──まあ、こればっかりは自分の舌に頼たよるのが一番だろうな。何なら城下へ行ってみないか？　店なり市場なりを一通り巡めぐった方が手っ取り早いぜ。



　城下か。確かトイにも〝材料を探すなら城下に行った方が早い〟と言われた気がする。

　……異世界料理再現はコンさんに〝私が異世界から来た〟と証明するための大事な任務だ。そろそろ本ほん腰ごしを入れて類似した材料を探していくべきだろう。

　ついでに折せつ角かくコーヒーもどきを見つけたのだから、チョコレートを見つけたい。そうしたらティラミスを作って、この世界に来てからずっと続いている甘い物が食べたい欲よつ求きゆうを治めよう。個人的な好みではあるが、ティラミスを食べた時の満足感は他のどんなお菓子より強きよう烈れつだ。

　手を繫いでいたホイットはからからと楽しげな笑い声をあげた。


──お菓子の方が余よ程ほど本命っぽいなあ。よし、善は急げだ。早さつ速そく明日あしたの午前中、休みを取って城下に行こうぜ！　支し払はらいは勿もち論ろんあの陰いん険けん魔ま術じゆつ師し持ちでな！

──あはは、そうしようかな！　何たってコンさんが原因だものね！



　互たがいに冗じよう談だんを言って笑いあう。勿論本気でコンさんに支払わせるつもりなど毛頭なかったのだが、側そばで聞いていたトイは可愛らしい顔を思い切り顰しかめた。小こ柄がらな体から放出される怒ど気きに、漂ただよっていた朗ほがらかな雰ふん囲い気きが一気に消え去る。

　彼女は私を鋭するどく見み据すえ、ホイットから私の手を奪うばい取とった。


──コンスタンス様に支払いをさせるなど、言語道断です！　全く、一体何を言い出すんですか！

──い、いや、ただの冗談……。

──かといって異世界料理の再現は、貴女の怪あやしげな身元を証明するためにも必要でしょうね。これ以上コンスタンス様の手を煩わずらわせないためです。仕方がありません、私が資金提供して差し上げますわ。



　………。

　何だって？

　耳を疑うような台詞せりふに、ぽかんとしてトイを見つめる。彼女は「仕方がありませんわコンスタンス様の手を煩わせないためですもの」と繰くり返し、何処どことなく芝しば居いがかったため息をついた。

　何だこの展開は、と思いながら周囲に目を向ける。ホイットもメルも私と同じくぽかんとした表情でトイを眺めていた。


──それで？　ティラミスとやらには他にどんな材料が必要なんです？　書き出した方がよろしいのではありませんか？　それから出来る限り詳くわしく材料について説明してみたらどうです？　私が似た物を知っている可能性もあるでしょう。ほらマルヴィナ・モデスティー！　貴女も協力者なのでしょう、呆ほうけてないで一いつ緒しよに考えますよ。



　トイに名前を呼ばれ、メルは慌あわてて開きっぱなしだった口を閉じて聞く姿勢を整えた。ぽかんとしていたホイットはトイに隠かくれてにやついた笑いを浮うかべ、私に向けて片眉をあげてみせた。

　なるほど。トイはティラミスに好こう奇き心しんを抱いだいているようだと、鈍い私でも流石さすがにわかった。まさかそこまで甘い物が好きだとは思わなかった。過度に甘い物は庶しよ民みんの味、とレーガン様は言っていたが、とすればトイは一体何処どこでどういうタイミングで甘い物好きになったのだろう。

　不思議には思ったが、トイに急せき立てられたので慌ててティラミスに使う材料と作り方を説明し始めた。

　最初私の話を聞いたホイットが紙にまとめて記しトイやメルに見せていたが、その字があまりにも酷ひどいのでそのうちメルが聞き役兼けん筆記役になった。最初、身分が上であるホイットやトイに対して遠えん慮りよがちでいたメルだったが、通訳をやっているうちに慣れたのか、次第に声を震ふるわせることもなく普ふ通つうに話せるようになっていた。

　一通りの説明が終わった後、メルは詳しよう細さいをまとめた紙をじっと見つめながらぽつりと呟いた。


──このマスカルポーネって、ようは乳を加工したものですよね？

──うん、そう。

──なら私の故郷に似たようなものがあります。多分、それが代用品になるかと……。

──本当!?　幸さい先さきがいいねえ！　じゃあさし当たっての問題はココアパウダーだねえ。



　やはり城下に行って探すしかないか。丁度よく似たものが見つかればいいのだが。トイは食いいるように説明書きを見つめ、「明日は市場を片かたっ端ぱしから調べて回りましょう」というような旨むねの言葉を口にした。早くも気合い十分である。

　熱く語ったティラミスの説明は、異世界人だという主張を頑かたくなに信じなかった腹黒メイドの心までも動かしたか。レーガン様も夢にまでみるし、もしかしたら「異世界トリップ特典：眠りの茉まつ莉り」以外にも、「語り部べ茉莉」な能力が備わったのかもしれない。……無いか。無いな。

　私のお菓子への熱意は家族のみならず広まっていたから、元々の食い意地と最近のお菓子に対する欲よつ求きゆうが言葉に力を込めたのだろう。

　と、手を繫いでいたメルから複雑な感情が伝わってきた。そういえば、まだメルに私の身元について何一つ説明していなかった。ごほんと軽く咳せき払ばらいをしてから、真っ直すぐにメルの目を見つめる。


──実は私、異世界から来たの。理由はわからない。どうしてここにいるのかも。コンさん……、ええと、宮きゆう廷てい魔術師も私を召しよう喚かんした覚えはないって言ってる。だからこっちの言葉は全然喋しやべれないし聞き取れない、食材のことも料理の作り方どころか食べ方さえわからない。

──え、ええと、ちょっと待ってください。じゃあ、この、作りたいお菓子というのは……。

──私の世界のお菓子。

──……まあ。まあ、……じゃあどうしてあんな噂うわさが。



　そこではっと息を吞のんだメルは咄とつ嗟さに手を引こうとしたが、力ちから一いつ杯ぱい手を握にぎり締しめて放さなかった。彼女から流れ込んでくる私に関する噂話。王子様の抱だき枕まくら、暗に愛人と示し唆さする通つう称しよう。芋いも蔓づる式しきに出てきたのは第一調理室の偉えらそうなおっさん──サンブラートが言っていたと人づてにメルが耳にした嫌いやみ。王子様を誑かした女め狐ぎつね。愛人と言い放っただけではなく、妙みような病持ち、とまで言ったか。なるほど。

　やけに反応の薄うすい私の様子に、メルはおずおずと問う。


──怒おこらないんですか。

──いやあ、なんか凄すごすぎて他人の話みたい。万が一そんな気を起こした時はぶった切る約束だから永遠にありえないのにね。

──ぶ、ぶった切る……って……。



　メルは頰ほおを赤らめ、慌あわてて私の手を放してしまった。……おっと、いけない。純じゆん朴ぼくな少女に首や指をぶった切るなどという拷ごう問もんじみた話をしたのは悪かった。

　……しかし、一体あのおっさんは何なんだ。何故なぜ私をそこまで執しつ拗ように攻こう撃げきしてくるんだ。

　そういえばレーガン様はあのおっさんに対して〝毒を盛りかねない男〟〝あの男が気に入らないのは自分で、お前への攻撃は単なる飛び火〟と言っていた。レーガン様にそこまで思わせる男が、よく第一調理室料理長などという重大な役職についていられるものだ。普通なら首になりそうだが。

　……まあいい。あんな男のことを考えてもしょうがない。そんなことよりも考えるべきことは沢たく山さんあるのだ。

　早々に思考を切り上げ、嫌みなおっさんの何十倍も魅み力りよく的な甘味について考えを巡めぐらせた。




　夕食の支度が終わり、食事を摂とるため食堂へと向かう。

　こちらの世界へ来てもう何日も経たつが、相変わらず食事の前は心が躍おどる。調理場での勉強と食堂での食事のお陰かげで知らない食材と遭そう遇ぐうすることは殆ほとんどなくなったが、その代わり自分の好きな料理や味を覚えた。食べ合わせを考えて楽しむ余よ裕ゆうが出来たのも嬉うれしい。

　今夜のカシェは変わった組み合わせに挑ちよう戦せんしてみようかと考えながら歩いていると、食堂の出入り口前に見覚えのある人物が立っているのに気がついた。

　使用人の行き交かう食堂前という場所には不ふ釣つり合いな上等な服装。珍めずらしい濃のう紺こんの髪かみ。……ニュクス様の従者である青年が、まるで王の前にでも立っているかのような強こわ張ばった面おも持もちで立ち尽つくしていた。

　思わず通路の真ん中で立ち止まった。何故なぜ彼がここにいる？　従者の仕事はどうした。

　青年は私の存在に気がつくと、勢いよく体の向きを変えて深々と頭を下げた。私について回っていた兵士二名やトイ、そして私と一いつ緒しよに食堂へ移動していた他ほかの料理人達がにわかにざわめく。

　慌あわてて青年に駆かけ寄り、手を繫ぐと同時に顔を上げさせる。


──いやいやいや、面おもてを上げてください！　何ですか、ご主人を放ほうり出してどうしたんですか一体！

──ああっ、神み子この漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられただけで至上の喜びが僕の……。



　流れ込んでくる賛美の言葉に思わず手を離はなした。

　とても聞いていられない。そして怖こわい。恋こい焦こがれる目ならまだしも盲もう信しん的な崇すう拝はいの目だ。彼の濃こい色の眼球に映っているのは間ま違ちがいなく私のはずなのに、それを通り越こして何か異次元にある別のものを見ている。あれだけ〝私は神子ではない〟と言っているにも拘かかわらず！　いっそ不気味になってきて、反射的にそそけ立った。

　青年は蕩とろけた眼まな差ざしをこちらへ注ぎながら、まるでダンスでも誘さそうかのように手を差し出してきた。話がしたい、という意思は十分伝わるが素す直なおに手を重ねたくない。本音を言えばこのまま放置していきたいくらいだが、そうするわけにもいかない……。

　ひとまず何事だという顔の料理人達に気にせず食堂へ行くよう促うながし、人目がなくなったところで渋しぶ々しぶ青年の差し出す手を握った。先さき程ほどよりはいくらか落ち着いた調子の声が頭に響ひびく。


──よ、良い夜ですね。フォンセの神子。

──良い夜ですが私は神子ではありません。……何か御ご用ようですか？

──はい。貴女あなたにお話があってお待ちしておりました。殿でん下かはそちらの部屋におられます。



　言って、青年は食堂のすぐ側にある部屋の扉とびらを指し示した。……あの部屋は確か、倉庫代わりに使われているお世辞にも綺き麗れいとは呼べない部屋だ。

　国際問題の四文字が、頭の中で忙せわしなく点てん滅めつしていた。




　指し示された部屋の扉を開けると、従者の言った通りそこにはニュクス様とその護衛達がいた。雑多に荷物が積み重なっている薄うす暗ぐらい空間にはとても似つかわしくない存在感だ。私の背後で見張りの兵士二名とトイが息を吞む気配がした。

　ニュクス様は扉が開くと同時にこちらへ顔を向け、濃い青の眼めを細めた。

「シこィんワばーんルは、マツリ」

「……シィワール、スイ……、……ぬるぬる」

「ニュクス・ニールリュル。×××、×××××」

　気を遣つかったのか自分の名前を名乗るニュクス様。何度聞いても舌を嚙かみそうな名前だ。

　彼はくすくすと笑いながら私へ手を差し出してきた。しかし後ろにいたトイが一歩前へ出て、メイドらしい丁てい寧ねいな口調でニュクス様へ話しかけた。

　それからいくつかのやり取りを終えた後、トイは私を振ふり返って「直接会話してもいい」という旨むねを仕草で促した。……何となく苛いら立だたしげな顔をしているのは、ニュクス様に言いくるめられてしまったからだろうか。

　二の舞まいになってはいけない、と多少警けい戒かいしながら差し出された手を握り返した。


──改めてこんばんは、マツリ。良い夜だな。

──はい、こんばんは。……その〝良い夜〟ってぬるぬる国では挨あい拶さつ代がわりの言い回しなんですか？

──ああ、そうだ。……さて、実は貴女を食事に誘いたいと思って待っていたんだ。従者に伝言を任せてもいいが、あれだとまともに会話が成り立たないだろうしな。

──確かに、翻ほん訳やく魔ま法ほう円を介かいしているはずなのにまるで会話が通じないです。貴方あなたも含ふくめてですが。……上層階級の方はとっくの昔に食事を終えている時間では？

──ニールリュル国では恵めぐみの夜をなるべく長く起きて過ごすのでな。貴女にとっては夕食、俺にとっては酒の肴さかなだな。



　言われてみれば、メイド達の話でぬるぬる国にはそういう習慣があると聞いた覚えがある。道理で夜よる遅おそくに帰ってきたレーガン様に凄すさまじい酒気がまとわりついていたわけだ。

　頭に浮かんだ無意識の〝独り言〟と同時に、ふと不快感のようなものが心を過よぎった。一いつ瞬しゆん自分が不健康な生活習慣を聞いてぞっとしたのかと思ったが、咄嗟にニュクス様の顔色を窺うかがったその時、突とつ然ぜんの不快感が私のものではなかったのだと知った。

　笑え顔がおは変わらない。ただその目は、海の底を覗のぞき込んだような色に相応ふさわしい冷ややかさをたたえていた。瞬しゆん間かん、出会い頭がしらの会話の時に感じた嫌けん悪おが魔ま法ほう円の不具合ではなかったことも理解した。彼の目つきはよく知っている。──初めて会った時のコンさんやトイの目だ。

　黙だまり込む私を見下ろし、ニュクス様は眉まゆを顰ひそめて首を横に振った。


──嘆なげかわしいと思っただけだ。レーガンとは浅からぬ付き合いをしているが、何もわからぬ娘を己おのれの睡すい眠みん欲よくのために寝しん室しつへ連れ込むなど悪あく魔まの所業ではないか。

──あのですね、その件はもう……。

──前にも言ったが、魔ま術じゆつの研究は俺の国の方が進んでいる。神子のためならば国を挙げて研究させることも可能だ。冷たい目で見られたのなら尚なお更さらだ。俺の国は貴女にそのような仕打ちはしない。貴女が祖国へ帰き還かんする一番の近道になれるはずだ。



　第三者が耳にすれば至し極ごく尤もつともだと思うような慈じ悲ひ深い言葉だ。だが一度確信を持った後だと言葉の端はし々ばしに冷ややかなものが少なからず垣かい間ま見みえてくる。よく知る心模様と重なれば尚更だ。

　目の前の男の言動に注意を張り巡めぐらせながら、冷静に言葉を選ぶ。


──何度も言いますが、私は神子ではありません。別の世界から来た髪の黒い女というだけで、貴方達が崇あがめ奉たてまつる女め神がみ様とは縁えんもゆかりもないただの人間です。神の奇き跡せきやら恩おん恵けいやらを期待されても困りますし、援えん助じよされる理由はありません。

──ニールリュル国のフォンセ信しん仰こうは根深い。貴女自身がどうであれ、異世界から来たという状じよう況きようとその黒くろ髪かみだけで十分崇拝の対象に値あたいする。

──随ずい分ぶんと信仰者を馬鹿にした物言いですね。それとも〝私〟でしょうか？　貴方が見下しているのは。



　思い切り鎌かまをかけた。翻訳魔法円を使っている以上腹の探さぐり合いなどしてもどうせ見透かされてしまうし、何よりそういうのは間ま怠だるっこくて性に合わない。

　一時冷ややかな空気が流れたが、それすら気のせいだったかと思わされる程ニュクス様は悲しげに眉を顰めた。


──貴女の受けた苦痛、察するに余りある。けれど俺の言葉は疑わないでくれ。ニールリュル国が貴女の力になれるというのは、噓うそ偽いつわりのない事実だ。

──……。そうですか。王子、出向いてくださって大変恐きよう縮しゆくですが、お断りします。髪の色と出身だけで中身を決めつける方達に私の故郷が発見出来るとも思えませんので。……では、失礼します。



　手を離して頭を下げ、踵きびすを返す。狼狽うろたえる従者の青年の横を通り過ぎ、早足で部屋を後にした。兵士達の重たげな足音が後から追ってきたが、足を止めずに真っ直すぐ食堂へ直行した。

　食堂の扉を開けると、既すでに食事を始めていた料理人達も、僅わずかながらいたメイドや兵士達も、皆みな一いつ斉せいにこちらの方へ顔を向けてきた。

　追って食堂に入ってきたトイがため息をつきながら私の手を取った。


──しつこいですねえ、あの王子も。フォンセ信仰者は熱心過ぎる人間ばかりで接しにくいですわ。どう考えても王子が使用人を食事に招くなどありえない話でしょうに。

──どうなんだろうね。……あの人本当に信仰者？

──は？　聞く限り、フォンセ信仰の教えを忠実に守って行動しているようですが？

──そっか。うーん……。……それはそうとトイ。何やら周りの視線が痛いのですが。



　料理人達は心配そうな表情をしているが、他の者達は彼らと違ちがって決して良いものではない好こう奇き心しんを覗かせている。なまじ食堂にいる人数が少ないため、声を潜ひそめ囁ささやきあう嫌いやなざわめきすら聞こえてくる。
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──噂うわさ話ばなしが広がるのは早いですもの。……それにしてもちょっと早過ぎる気はしますが。



　こちらにちらちらと視線を投げかけるメイド達をトイが一ひと睨にらみすると、彼女達は各おの々おの明後日あさつての方へ顔を背そむけた。

　……この世界へ来たばかりの頃ころは痴ち女じよだの暗殺者だのと白い目で見られた。その次は神み子こか、でなければ他国の王子まで誑たぶらかした悪女か？　何にしても碌ろくでもない肩かた書がきが増えたことだけは確かだ。

　ニュクス様と話す前は確かにあったはずの食しよく欲よくが一気にしぼんでしまい、ため息をついた。
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　その日の夜、レーガン様が自室へ戻もどってきたのはまたしても夜遅くだった。件くだんの酒盛りに付き合わされたらしく、彼が身み動じろぎする度たびこちらまで酔よいそうな程の酒気が漂ただよってくる。

　連日の疲つかれが溜たまっているようで、レーガン様は寝しん台だいへ倒たおれ込んですぐに目を閉じ私の腰こし元もとに手を回してきた。あっという間にお馴な染じみの後ろから抱かかえ込む姿勢になると、頭上でふうと嫌に重々しいため息が聞こえてきた。腹あたりに置かれた手を摑つかみ、声をかける。


──お疲れ様です、レーガン様。

──ああ。……眠ねむれなかった頃はいくらでも付き合えたが、お前の早はや寝ね早はや起おきに慣れると駄だ目めだな。きつい。

──あれで早寝早起きって。もっと早くに寝てもいいくらいですよ。……ああ、寝てしまう前にちょっと聞いてもいいですか？　あの王子様、本当にフォンセ信仰者ですか？　どうも怪あやしいのですが。



　ニュクス様との話の中で〝嫌悪〟の感情が伝わってきた話は既にレーガン様には話したと思う。あの時は不具合もしくはフォンセの神子にあるまじき残念な顔面を冒ぼう瀆とくと考えたせいかと自じ嘲ちようしたが、今回話していて別の考えが浮うかんだ。

　あの男の感情は最初に出会った時のコンさんやトイに似ている。私を痴女もしくは暗殺者だと疑い、嫌悪を籠こめて見下している目だ。黒髪と境きよう遇ぐうだけで神子と断定する信仰者の目とは到とう底てい思えない。





──は？……まさか。フォンセの神子だ、神聖な黒を宿した絶世の美女だと言って憚はばからなかったぞ。

──レーガン様が見た外側と、コンさん特製魔法円を使用した私、どっちの言うことに真実味があると思います？

──……。だとするなら、あいつの真意は何だ？



　他た称しよう痴ち女じよを自国へ引き込む利点とは何だろう。

　ニュクス・ニールリュルは第一王子で次の王の地位は盤ばん石じやく。兄弟も数名いるが、ニュクス様本人も彼を支持する人間達も軒のき並なみ優すぐれた有力者で、王位争いが起こる可能性はまずない。

　信仰者にしてみれば神子の存在は〝目に見える神の祝福〟として大変有り難がたいものだ。だと思うが、現時点でも十分国内の信仰は厚く、強ごう引いんに神子もどきを引き込んで信仰心を高める利点はさほどない。


──さあ、そこまでは。何しろ底が見えないもので。……あー、嫌だ嫌だ。あの人の真意を探すって、虹にじの根元もしくは桜の木の下を探してる気分になります。



　出てくるのは宝物か死体か。考えるだけ混こん沌とんに引きこまれそうな問題に、ぶるりと頭かぶりを振ふって、思考を停止させた。もう今日は一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだ、これ以上悩なやんでいたらそれこそ眠れなくなってしまう。




　明日はとうとう城下へ行くのだ。皆みな揃そろって休みを取れる日などそうそうないし、城下にいられる時間もそう長くない。うっかり寝ね坊ぼうでもしてしまったらトイに殺される。


──城下か。

──はい！　資金提供者がいる以上、頑がん張ばって私の世界の料理を再現出来る代用品を見つけます！　出来ればチョコレートとか甘い物があると嬉うれしいですねー。焼やき菓が子しは結構作れるようになったので、今度はゼラチンも見つけたいです。



　ゼラチンが見つかったらいの一番に牛乳プリンを作る。そしてこの国に豊富にある上質な甘味を惜おしみなく使った様々なソースと共にいただくのだ。香こうばしいカラメル。ジャム。固めに作って軽く砕くだいて色々な果物と混ぜ、香かおりのいい酒を利きかせたシロップと共に食べるのもいい。熱々の焼き菓子も好きだが、爽さわやかな冷れい菓かも大好きだ。

　厄やつ介かいな人間の存在を忘れ、うっとりと癒いやしの世界に浸ひたる。レーガン様は「本能に忠実なことだ」と苦く笑しようを零こぼして、不意に黙だまり込んだ。ややあって、彼はぽつりと問いかけてきた。


──城下へ降りて、平気か？

──え？



　嫌に真しん剣けんな声こわ色いろに心臓が跳はねる。

〝平気か〟とはどういう意味だ。まさか城下は恐おそろしく治安が悪いのだろうか。あのトイがいる限り滅めつ多たなことは起こらない確信があるが、か弱いメルやいち料理人のホイットも一いつ緒しよなら万が一の事態もあるかもしれない。いざという時の鈍どん器き代わりに兵士の兜かぶとでも借りて行った方がいいだろうか？

　そのまましばらくレーガン様は沈ちん黙もくしていたが、やがてふっと短い息を吐いた。


──お前が気にならないならいい。……城下の治安は特に問題ない。お前の言う通り、トイ・フェルがいれば大たい抵ていの荒あら事ごとは解決出来るだろうしな。お前の好きな甘い菓子も普ふ通つうに売られているぞ。

──？……はあ。そうですか。そっか、甘い物売ってるんですね！　でも食べ歩きは私的な休日が出来た時の楽しみに取っておきます。あくまで料理再現が目的の資金支し援えんですし、観光はたっぷり時間があった状態でした方がいいですしね。

──観光のための資金くらい出す、と言ってもお前は聞かないんだろうな。

──そうですね。娯ご楽らく費を出して貰もらうのは抵てい抗こうがあります。……衣食住やら何やらを要求しておいて今いま更さらですが。



　例の第一調理室料理長のおっさんではないが、それこそ自分が〝汚けがらわしい淫いん女じよ〟のように思ってしまいそうで嫌だ。

　それに食べ歩きというのは何にも気き兼がねすることなく気持ちよく行ってこそ最高に美味おいしくいただけるのだ。これだけ甘味料に恵めぐまれた国なら素す晴ばらしく美味な菓子の数々が期待出来るだろう。折せつ角かくの楽しみを余計な雑念で曇くもらせたくない。

　レーガン様は「一いつ貫かんしたものだな」と小さく笑った。


──朝が早いのならもう寝ろ。……頼たのむから、今日ばかりは起こしてくれるな。



　文字通り心から疲ひ労ろうの滲にじむ声で言った後しばらくして、魔ま法ほう円から伝わる感情は沈黙した。微かすかな寝ね息いきが聞こえてきて、ほっと胸を撫なで下ろした。これだけ疲れているのに、あの厄介な王子にまた何事か言われて眠れなくなってしまったら気の毒だ。

　今日ニールリュル国行きを断ったことで諦あきらめてくれればいいが、そもそも私が神子だという前提で動いていないのだとしたら話は違ってくる。あの男に神子云うん々ぬんではない本当の目的があるとするなら、ただ断るだけでは諦めないだろう。次は別の手で囲い込まれる危険がある。

「……考えすぎで済めばいいけど」

　悶もん々もんとする感情を押しやり、目を閉じる。自分で思っていたよりずっと気き疲づかれしていたらしく、睡すい魔まはあっという間にやってきた。




　迅じん速そくな眠りと引き替かえに何か悪夢を見てしまった気がしたが、幸か不幸か内容は起きた瞬しゆん間かんに忘れてしまった。
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　朝目が覚めてすぐ、枕まくら元もとに置いた花時計へ手を伸のばした。硝子ガラスの中の花はまだ蕾つぼみの状態で、寝しん室しつの窓から差し込む朝日も弱々しい。ひとまず寝坊は避さけられたことに安あん堵どし、隣となりで眠ねむる男の顔をそっと窺うかがう。彼の腕うでは私の腰こし元もとから滑すべり落ちていたが、身み動じろぎもせず安らかな寝息を立てたままだった。濃こい群くん青じよう色をした髪かみの間から堅かたく閉じた目が覗のぞいている。

　起こさないよう細心の注意を払はらって寝しん台だいから抜ぬけ出し、なるべく足音を立てないよう出入り口まで向かった。部屋を出て、極力静かに扉とびらを閉める。通路には王子の寝室を守る衛兵二名と私を監かん視しする兵士二名、計四体の鎧よろい兜かぶとが立ち並んでいた。無言の威い圧あつ感かんに怯ひるみつつ仕草だけで彼らに挨あい拶さつをし、歩き出す。

　見張りの兵士二名が私の後を追おうと身動ぎして、鎧兜が軋きしんだ音を立てた。それを聞いて慌あわてて足を止め、今度は兵士達が大きな動きをしないで済むようにゆっくりとした歩調で進む。忍しのび足で部屋を出てきても、ここでレーガン様を起こしてしまっては意味がない。

　ひとまず音が届かない距きよ離りまではと、そのままゆっくり歩を進める。そのうち通路の向こう側から足音と共に白い人ひと影かげが近づいてきた。コンさんだ。外がい套とうを靡なびかせながらやや早い足取りでやってきた彼はあっという間に私の前まで辿たどり着き、不可思議そうに眉まゆを顰ひそめた。

「おはようございます、マツリ。……トイに、今日は出かけると聞きました。とても歩くのが遅おそいのは何故なぜです？」

「おはようございます、コンさん。早いですね。ええと、レーガン様がまだ寝ねてるんです。なので物音を立てないようにと思いまして。昨夜は頼むから起こしてくれるなと念を押してくるくらい疲つかれていたようなので、コンさんもそのまま寝かせてあげた方がいいと思いますよ」

「……。……手を」

　返答の代わりに手を差し出された。その手を取ると、魔法円を通してコンさんの声が頭に響ひびいてくる。


──確かく認にんですが、先さき程ほど貴女あなたが言ったことの要約は〝レーガン様がまだ眠っていて起こすなと指示があった。貴女は物音を立てないようゆっくり歩いていた〟で合っていますか？

──おお。正解です。流石さすがコンさん。通常会話の方も合ってましたよ。……同じ時期に異世界言語に触ふれ始めたはずなのに、何なのでしょう私とのこの格差は。

──調査する人間とされる人間の差ではありませんか。……さて。では私もレーガン様の睡すい眠みんを邪じや魔ましないよう行動しましょうか。……貴女も急いだ方が良いのでは？

──そうですね。というか随ずい分ぶんと他人ひと事ごとのように言ってますが、そもそも料理再現はコンさんに〝私は異世界から来た〟と認めてもらうためなんですからね！　城下へ行くからには目的達成も間近です。コンさんにはしっかり見届けてもらいますよ！






　高らかに宣言し、繫つないでいない方の手の指先をコンさんへ突きつける。彼は苦々しげな顔で指先を眺ながめ、やがてため息をついた。


──貴女といい火婦人といい、よく料理にそこまで執しゆう着ちやく出来ますね。私には理解しかねます。……まあ、良い結果になるよう祈いのっておきますよ。



　そう興味もなく言ってコンさんは手を離し、レーガン様の寝室の方へと歩いていった。去っていく背中をしばらく睨にらみ据すえ、やがて私も彼とは反対側の方へ足を進めた。

　おのれコンさんめ。今に見ていろ。




　客室に戻もどって早さつ速そく私服に着き替がえ、事前に待ち合わせ場所にしていた第二調理室へと向かう。意外にも一番最初に第二調理室前で待機していたのはトイだった。可愛かわいらしさと動きやすさを兼かね備えた品のいい服を着ていた。細いシルエットのパンツが良く似合っている。天使のような見た目から、何となくふわっふわしたスカートを着こなしていそうなイメージがあったのだけれど、流石メイド兼けん隠おん密みつ兵、動きやすさはかかせないらしい。上着がちらりと捲まくれた時、ベルトに挟はさんであるナイフの柄えが見えて、背筋が冷えた。

　私から少し遅れて、ホイットとメルが一緒にやってきた。休日だと言うのにホイットは何故なぜか仕事着である。曰いわく、料理人としての自覚が一層強くなるので料理研究の集中力が増すのだとか。

　そして、メルは大分質素な服装だった。シンプルな上着にシンプルな膝ひざ下したあたりまでのスカート。かなり長い間着込んだ感のある、くすんだ色合い。メルは頰ほおを赤く染めて俯うつむく。実家に仕送りするだけで手て一いつ杯ぱい、今まで外出する機会もなかったから外出用の服が一つも見当たらなくて、なんて、聞くつもりはなくても繫いだ手から聞こえてしまう声に、つい涙なみだが滲む。貴女、一体どこのシンデレラ？

　人数も揃そろい、いよいよ城外へ通じる通路を歩き出した。今まで一度も通ったことのない通路だ。天てん井じようは首が痛くなる程ほどに高い。仕事中の使用人や見回り中の鎧兜とすれ違ちがいながら、先へと進んでゆく。

　やがて開けた場所に着いた。床ゆかと天井に華はなやかな絵が描かかれている。どうやら星と月をモチーフにした抽ちゆう象しよう画のようだ。


──使用人用の出入り口です。ここから城下にいけます。最優先で探すのはココアパウダーもしくはチョコレートなるもの。よろしいですね？

──おー。

──では出発します。



　トイの合図と共に、全員揃って外へ続く扉をくぐった。降り注ぐ眩まぶしい光に目が眩くらんだ。

　扉の向こう側にある高い城じよう壁へきと、そこを守る兵士。軽やかな足取りで通り抜けた途と端たん、目の前に広がるひらけた空。城の中にいては感じられない透すき通とおった風の匂いだ。

　雲の上に立っているような真っ白な街並み。足元に敷しき詰つめられた石も、建物も、全すべてが白い。

　道路を馬車が走っている──と思ったが、どうやら車を引いているのは馬ではないらしい。頭と首は蛇へびに似たしなやかなシルエットで、脚あしは象のようにしっかりしている。大きな体のわりに動きが素す早ばやく、さっさと車を引いて走っていった。すれ違った時、意外にも柔やわらかそうな毛皮をまとっていることに気がついた。


──あー。あれはビーグルだよ。力が強くてそれなりに足も速いんで、車を引かせたり荷物を運ばせたりすることに利用されてる。



　と、ホイットが説明してくれた。ビーグルは元の世界では犬種の一つだった気がするが、同じ名前でも見た目は別物だ。城にもいるのだろうかと考えれば、いるよ、と朗ほがらかな返事があった。……今度撫なで回しに行こうかしら。あのもこもこは一度愛めでておく必要がある。

　トイは早速通りかかったビーグル車を呼び止め、御ぎよ者しやに目的地を告げた。ホイットからその場所について説明を受けたが、所謂いわゆる「朝市」のようだ。

　この世界で、朝市に行くのは飲食店に関かかわる人間が殆ほとんどらしい。何せこの世界には停止の魔法があるので、新しん鮮せんさが損そこなわれないうちに販はん売ばいする──という概がい念ねんは通じない。

　よって、朝市は新鮮なうちに売る場所というよりは、物もの珍めずらしい食材のセールスの場になっているそうだ。朝のうちに売れるか売れないかわからない変わり種の食材を売り、主婦などの一いつ般ぱん客きやくが多い昼や夕方にはポピュラーな食材を売るのだとか。確かにそこなら面おも白しろい食材が見つかるかもしれない。

　早速ビーグル車に乗り込む。流石に四人も乗り込むと多少窮屈だったが、飴あめ色いろをした風格ある壁かべと柔らかいソファは、案外と居い心地ごこちがよかった。小窓から、御者とビーグルの背中が見える。御者の指示で走り出したビーグル車は予想以上になめらかに道路を進んだ。

　朝が早いため、人の姿はあまり見当たらない。白い街並みが流れてゆくのを目で追う。ふと、ベランダに植えられた花に水をやる女性が目に入った。ラフな寝ね間ま着き姿のまま、欠伸あくびを嚙かみ殺しながらじょうろらしきものを傾かたむける姿に、普ふ遍へん的な「日常」を見た。車はスピードを緩ゆるめることなく進み、あっという間に女性の姿は見えなくなる。

「……」

　何だろう。声にならない言葉が、形にならない感情が、不意に胸を突き上げた。

　だが車は止まることなく、先へ先へ進んでいく。あらゆる人々のあらゆる日常が目まぐるしく入れ替わり通り過ぎてゆく。

　徐じよ々じよに道路を歩く人の姿が多くなりだした。車がぴたりと止まり、御者が台を降りて車を回り込み、扉とびらを開いた。トイが颯さつ爽そうと降り立ち、ポケットから紙し幣へいを取り出して御者に手て渡わたした。私とメルとホイットも車を降り、トイが手招くままに人の賑にぎやかな歓かん声せいが響ひびく場所へ向かう。

　白い街並みによく映はえる色いろ鮮あざやかなテントが、ずらりと並んでる。オレンジ、黄色、赤などの暖色系のテントが多い。

　テントの下には、負けないくらい色鮮やかで瑞みず々みずしい果物や野菜が並んでいた。どれも見たことがない色形をしている。よくわからないものを笑え顔がおで宣伝する人と、興味深そうに食材を手にとって眺ながめる人。人、人、人。

　まず手始めに、入り口から一番近い店に行き、品物を眺める。先に食材を見ていたおじさんが、女三人固まってやってきたことに気づき、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せたが、すぐに視線を手元に戻もどした。おじさんの手にはやたら刺とげ々とげした何か。……よく掌てのひらに刺ささらないな。

　まじまじ見ていたら、店の人が刺々の何かを包丁で四等分に割って、おじさんや私達に差し出した。見た目が刺々しい割りに中身は少しピンクがかった白でなんとも可愛らしく、甘酸ずっぱい匂いがした。

　勧すすめられるまま齧かじってみると、口の中に爽さわやかであっさりした甘味が広がる。何かライチっぽい味だ。お酒に漬つけたら美味しそ……、がふんげふん、いやその何だ。料理する人間とお酒は切っても切れない仲なのだ。未成年だけれども、リキュールやお酒の味見くらい大目に見てくれ。キッチンドリンカーというワケでは断じてないのだから。


──未成年？……十九歳、でしたよね、確か、マツリさんは。ならもう成人なさっています……よね？

──？

──ええっと……、こちらの世界では、十五になれば成人したと見み做なされます。尤もつとも、飲酒は特に年ねん齢れい規制されていませんが。



　何なら買ってお酒にしてみましょうかと提案するメル。トイにその件を話しているようで、慌あわてて否定しようかと思ったが、ライチ味のこの果物には強く惹ひかれた。中ちゆう華かっぽいデザートが作れるかもしれない。

　早くもチョコレート捜そう索さくから脱だつ線せんし始めた思考回路に待ったをかけたのは、隣となりに立っていたおじさんだった。いつの間にか視線はメルの方を向いていて、突とつ然ぜんがしっと彼女の肩かたを摑つかんだ。

　驚おどろく私、見知らぬおじさんに肩を摑まれ硬こう直ちよくするメル、そして目にも留まらぬ速さでおじさんの手首を摑んだトイ。

　おじさんは痛みに呻うめき声をあげ、何事かを叫さけぶ。それを聞いてトイとメルはぽかんとした顔をし、何故なぜか私の方を指差した。

　トイの拘こう束そくから解放されたおじさん……改め、セクハラ親父おやじは、手首を擦さすりながら私に向き直った。ずいっと体を寄せられて、思わず仰のけ反るが、離はなれた側そばから詰め寄ってくるので埒らちが明かない。

　最終的に店の骨組みに追い詰められ、異様に熱を帯びた眼まな差ざしと口調を真正面からうける。

「シィル、フロマード。ユウ・×××・×××××。クウェンティン……」

「う……」

　まずい。何を言っているのかさっぱりわからない。何だシィルって。何だフロマードって。こんな時頼たよりになるはずの男手ホイツトを探して周囲を見回すが、彼は数軒けん隣となりの店で三つ編みの如く拗ねじくれた奇きっ怪かいな野菜を手に目を輝かがやかせていてこちらの様子には全く気づいていない。

　若じやつ干かん身を引いた私に、セクハラ親父はもどかしげに眉根を寄せた。

　トイとメルが私の手を握るよう促うながすとおじさんは多少訝しそうに、私の魔法円が刻まれた手を握った。


──握あく手しゆで言葉が伝わるなら世界も平和になるな全く。

──いやいや不和の原因になるかと思いますが。心だだ漏もれなんですもの。

──おおっ!?……し、失礼した。え、ええと。おはようシイル、お嬢さんフロマード。私はクウェンティンのある店でコックをやっているものだ。と、先さき程ほど言ったのだが、伝わっただろうか。

──申し訳ありませんが全く。……で、何故いきなり自己紹介なんでしょうかセクハラコック。

──……。確かに、不和の原因になりそうだ。……いや、彼女が、この果物を酒に漬けたらどうかと言っているのを聞いて、つい興奮してしまって。なかなかいい発想だ。その酒漬づけ、出来たら私に味見させてもらえないだろうか。



　自分で作ればいいんじゃね？　自家製の果実酒なんて、誰だれでも手軽に出来るのだから。というより、そんなよくわからん理由でメルに迫ったのか。やはりセクハラ目的か、トイに言って警察に突つき出してもらおうか。

　などと不ふ審しんの眼差しで見つめると、おじさんは興奮した様子で「何、果実酒!?　ということは漬けた実ではなく酒を飲むのか!?　手軽なんてものじゃない、実に前衛的なアイディアだ！」と拳こぶしを握にぎった。

　酒漬けの果肉だけ食う気だったのかこのセクハラ親父。勿もつ体たい無い。美味おいしいエキスが染しみ出た酒を飲まずに何を飲むというのだ……って再度言うけれども味見程度ですよ私は。未成年だからね。飲むとしてもアルコール飛ばして量も少なめだよ。誰にするでもない言い訳は、興奮状態のおじさんには届かない。


──うむ面白くなってきた。君たちはどこの店のお嬢さんなんだ？　酒というからには酒屋の娘むすめさんたちか。君が長女でそちらの二人は妹さんか、似てないな。もし美味しければ是ぜ非ひ私の店で出したいのだが。

──……。いや、ですからご自分で作ればいいのではないのでしょうか。私達、酒屋じゃありませんし。

──ふむ？　ではそちらも料理屋か。

──メイド二名に新米コック一名のそれっぽく作り隊だが何か文句あるかコルァ。



　心を通じ合わせているにも拘かかわらず全く伝わらない嚙かみ合わない会話って、もうどうしたらいいのコレ。あっちはあっちで勝手に盛り上がっているし、こっちはこっちでセクハラコックに対し並々ならぬ敵意を抱いだいたままだし、テンションに大きく差がある。

　斜ななめ四十五度逸それた返事に、いい加減苛いら々いらしてきた頃ころ、ようやくセクハラコックも事態が飲み込めてきたようで、ばりばりと後頭部を搔かいてはにかんだ。


──なんだそうか、趣しゆ味みの一団か。朝市にそういう人が来るのは珍めずらしいから、勘かん違ちがいしてしまった。悪かったねお嬢さん。……でもコレで果実酒とはいい発想だ。本当に。お嬢さんはいいコックになれる。私が保証しよう。

──はあ。

──うん、自分で挑ちよう戦せんしてみるか。いいアイディアをありがとう。ものが完成した暁あかつきには、君たちの……ええと、それっぽく作り隊酒と名づけるよ。私は〝トラジェ〟という料理屋を営んでいるから、暇ひまが出来たら覗のぞいてみてくれ。



　言って、セクハラコックは大量に刺々の果実を買い、スキップし出さん軽い足取りで去っていった。ぽかんとしてその後ろ背を眺める私。トイは思い切り眉み間けんに皺しわを寄せたまま、おっさんの異様に熱い体温が残る私の手を握る。


──……あの方、トラジェの料理人とか言っていましたけれど、ただのセクハラ親父にしか見えませんでしたね。三百六十度どこをどう見てもセクハラ親父ですわ。大体トラジェで働いている料理人が、わざわざ単身朝市にやってくるわけがないでしょうに。あからさまな噓うそですわね。

──同意。もし欠片かけらでもセクハラ思考が過よぎったら頭カチ割ってやるつもりだったけれど、まあ、喋しやべっている間は少なくとも〝若い娘だ、ぐへへへへ！〟とは言わなかったわね。……有名なの？　その料理屋。

──それはもう。城の第一調理室で働くのと同じくらい名めい誉よなことですよ、トラジェで働けるということは。

──第一調理室勤めが名誉……？　あのおっさんが料理長なのに？

──一いつ般ぱん的には、という話です。私だってあの不敬者どもが名誉の勲くん章しようを持っているなどと思っていませんわ。



　セクハラコックに対しての感想が一いつ致ちしたところで、お互たがい一度手を離し、セクハラ親父に触ふれた手を其それ々ぞれハンカチで拭ぬぐう。くるりと踵きびすを返し、まだ目を丸くしているメルの両りよう肩かたもばたばた掃はらってやる。

　一難去った後、他ほかの果実や野菜も調べてみたが、チョコレートもしくはココアパウダーに該がい当とうするものは見当たらなかった。だが朝市には数多あまたの店が開かれている。この店が駄だ目めでも次がある。時間の許す限り──珍ちん品ぴん披ひ露ろうの朝市から、堅けん実じつ営業の昼に移行するまでは、チャンスはある。意気込みを表すようにトイが握りこぶしを作り、私とメルを引き摺ずって次の店へと走った。




　もうすぐ昼になるという頃ころ合あい、殆ほとんど諦あきらめていた矢先、それが見つかった。

　見た目はかなり毒々しい。ショッキングピンクに茶色の水玉模様。棒状で、一メートルほどの長さ。太さは両手で円が作れるか作れないかというくらい。

　……うん、何というか、エイリアンの内臓っぽいものといい、真っ青な野菜といい、よくもまあここまで食しよく欲よく失うせる食材が溢あふれ返っているものだ。しかし見た目が珍ちん妙みようなほど何故か美味しい、という事実も無視出来ない。

　最後の希望にかけるトイと、店の人（綺き麗れいなお姉さん）のきらっきらした期待のこもった眼差しに負け、その毒々しい物体の試食を承しよう諾だくした。

　店の人はにっこりと笑って包丁を取り出し、大きめの器うつわを取り出した。毒々しい物体の先を切り落とし、そっと傾かたむけ、中につまっていたものを器へ流しいれる。

　……どろぉ、と、中身がゆっくり流れ出てくる。途と端たん、ふわりと広がる香かおりに電でん撃げきが走る。いやまさか。だってあんなに毒々しい物体なのに。

　美しい微笑ほほえみを浮うかべながら器を差し出してくる店の人。引きつった笑えみを何とか返し、器になみなみ注がれた茶色い物体を、恐おそる恐る口に含ふくむ。……舌した触ざわりは「あれ」より少しねっとりしているが、香りといい味といい、ビターの「あれ」に似ている。店の人が握ったままのショッキングピンクの果実を見やり、認めたくない気持ちがありつつも、ぽつりと呟つぶやく。
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「……チョコレート」

「！」

　トイの目が輝かがやいた。

　とりあえず、店にある全すべてのチョコレートもどき（正式名めい称しよう・アルジル）を買い占しめた。まさか加工後のチョコレートのような胚はい乳にゆうをもつ実があるとは想像だにしていなかった。

　しかし私達が使うのはチョコレートではなくココアパウダーだ。何とか工く夫ふうしてチョコレートもどきからココアパウダーを精製しなくてはならない。

　現在第二調理室は新人研修で忙いそがしいため、今すぐ実験を始めるわけにもいかないので、本日のティラミス製作活動はできないだろう。

　今日こそは念願のティラミスが食べられると思っていたトイは、高ぶった熱意を持て余し、これからデザート食い倒だおれツアーに切り替かえると言い出した。ンなこと言われても私は所持金ゼロなのですが。メルだって給料の殆どは仕送りにあてているのでお菓か子しにつぎ込む余よ裕ゆうはないだろうし。


──この組織の味覚レベルをあげることイコール私の城での良質な甘味補給に繫つながるのです！　つべこべ言わず食え！　破は裂れつするまで食え！　私の奢おごりだ国中の甘味を食い尽つくせッ！



　どこの体育系教師？

　熱意に気け圧おされて思わず頷うなずく私とメル。トイは天使のように微笑んだ。恐こわい。

　まさか怪しい見た目のチョコレートもどきを持ち歩くわけにもいかないので、トイは一度魔ま術じゆつ運送屋（その名の通り、魔術で荷物を転送してくれる）へ行き、私とメルは軽い昼食を買いに市に交じって運営している屋台へ行った。いつだったかコンさんが用意してくれたスカスカのパンに野菜や魚をつめた食べ物だ。

　好きな中身をつめてくれるそうなので、メルとトイは野菜と魚、私とホイットは野菜と肉。他にも味付けの違ちがう具があったりと中々興味をそそられたが、今回はデザートのために腹の容量をあけておかなければ。

　スカスカパンの代金は、まだお給料を貰っていない私に代わり、ホイットが払ってくれた。……この買い出しもトイの資金提供あってのものだし、何となく情けない。

　そう考えると、ホイットはからからと笑って私の肩を叩いた。


──なぁに言ってるんだ。タダで奢ったわけじゃないぜ？　これと引き替えにお前の異世界料理をきっちり味わわせてもらうからな。

──う、うん……。頑張る！



　しばらくして手ぶらになったトイが戻もどってきて、彼女の分のスカスカパンを受け取りあっという間に食べ終えた。消化に悪そうな早食いの様子をぽかんと見つめていた私とメルに、燃えるような眼まな差ざしを向け、一見華きや奢しやだけれど大の男をあっという間に拘こう束そくする力のある恐るべき拳こぶしを握にぎり空へ突つき上げた。




「──！──、──っ！」




　彼女の言った言葉は、私にはわからない。だが、少なくとも、私達の腹がデザートの詰つめ込みすぎで破裂するまで、彼女の熱意は冷めやらぬであろうことは、予測できた。
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　赤く焼けた空が広がる。昼間溢れていた人の姿も、夕食の支し度たくのために買い物にやってきた人の姿も、徐じよ々じよになくなり静せい寂じやくが戻り始める、そういう時間。文字通り破裂しそうな腹を撫なでながら、ため息をついて手近なベンチに座り込む。

　他の三人は──うん、はぐれてしまった。

　私が悪いのだ。たまたま通りかかった、市とは別の食料品店を発見し、しかも表に並ぶ食材の中にたまたま醬しよう油ゆっぽい色合いのビンが並んでいて、つい見入ってしまったから。

　店の人に頼たのんで味見させてもらったら漢方薬のような味がした。とてもではないが醬油とはいえない。がっかりして周囲を見回し、ようやく私は二人とはぐれたと気がついた、というわけだ。

「……あーあ。洋よう菓が子しもいいけど、ホント、いい加減味み噌そと醬油が恋こいしい」

　ああ愛いとしの納なつ豆とう。朝貴方あなたを三百回ねりねりして食べるのが私の日課だったのに。贅ぜい沢たくしたい日は卵らん黄おうを入れる。

　再度ため息をついて、ぼんやりと空を眺ながめた。……今日は色々なことがあった。トイがこよなく愛する甘い甘い〝庶しよ民みんのデザート〟巡めぐりの中で、少なくとも上流階級の変な思い込みに庶民は影えい響きようされていないとわかった。

　だがしかしなんというか、極きよく端たんに工夫が足りない。例えば落らく雁がんっぽいお菓子、昔懐なつかしカルメラっぽいお菓子、ジャムっぽいお菓子、などなど。鎧よろい兜かぶと一号さんもといアルジャンさんに貰った砂さ糖とう漬づけのように、直球勝負！　なデザートが多いのは、やはり砂糖が豊富に採れるというお国くに柄がらのせいなのか。

　食べ物に関係ない発見をあげるなら、私のこの髪かみだ。珍めずらしい珍しいというのは聞いていたが、トイとメルが少し離はなれた隙すきに妙みようなおっさんが寄ってきて、髪を売ってくれないかと言われたのは衝しよう撃げきだった。枝毛だらけでろくに手入れもしていないようなこんな髪でも買ってくれるのか！　と。

　だがしかしおっさんはトイの手によってあえなく追い払われた。曰いわく、髪を売るなんて、どんな魔術に利用されるかわかったものじゃないし、何より女性が髪を切るのは余よ程ほどのことが無い限りありえない、とか。

　……ううん、夏になるたびショートカットにしている私には耳が痛い。最近は美容院に行くのが面めん倒どうくさくて伸のばしっぱなしにしているけれど、もしショートカットの時にトイに出会っていたら、どんな反応をしただろう。悲鳴の一つでもあげるだろうか。

　ふ、と首を持ち上げれば、赤々と燃える太陽の色に染め上げられた、巨きよ大だいな城が目に入る。クウェンティンの王城。今まで私がいた場所。

「……」

　非現実的な状じよう況きようと人に囲まれ、現実を受け止めきれずにいた。それでは駄だ目めだと思ったから自分なりのやり方でここが異世界であることを認識し、何とか自分の置かれた状況を受け止めた。……受け止めたつもりでいた。

　だがどうだろう。城の外に出て、私は否いや応おうなく二度目の〝現実〟を認識した。

　食べ物を売る人がいる。買う人がいる。喜ぶ顔をみて嬉うれしくなる人がいる。思わぬ言葉を聞いて詰つめ寄よるおっさんもいて、髪かみを欲しがるおっさんもいて、私如ごときの小さな脳のう味み噌そでは処理しきれない大勢の人の人生がここにある。

　ここは、現実の世界。

　悔くやしいほど美しいその国の名は、クウェンティン。地球には存在しない──異世界。

　ぼうっと城を眺ながめているうち、道路の向こう側から慌あわてた様子でホイット達がやってきた。

　メルは心底ほっとした様子で私の手を握にぎってきた。


──無事でよかったです、マツリさん。治安がいいとは言え、よからぬところに迷い込んでしまっては、何があるかわかりませんから。

──ごめんね、心配かけて。

──いいえ。心細い思いをさせて申し訳ありません。



　言って、メルはポケットからハンカチを取り出し、私の頰ほおをそっと拭ぬぐった。何故なぜそんなことを、と不思議に思って自分の頰に手を当てれば、僅わずかに濡ぬれた感かん触しよくがある。……そうか、泣いていたのか。慌てて頰を拭うが、後から後から零れてきて、止まらない。


──嫌いやだな。何これ。……何で？

──……マツリさん。



　足元が抜ぬけ落ちるような不安定な心を置き去りに、世界は色いろ鮮あざやかに目に映る。──私が思うよりもずっと、世界は広かった。まるで夢のような美しさでありながら、夢のままではいられない鮮やかな人間の営みがそこには根付いていた。

　私の知る世界とはかけ離はなれた、全く別の営みが。
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　城へ戻もどった後、赤くなった目元を擦こすりながら急いで夕食準備の仕事に入った。ホイットはこちらを気にしている様子だったが、ひとしきり泣き終わってもう落ち着きは取り戻した。忙いそがしく仕事をしていれば尚なお更さら落ち着ける。

　仕事が終わって夕食も摂とった後は、すぐさま調理場へ引き返し手に入れた食材の検証をし始めた。勿もち論ろん調理場にはホイット含め城下に行った面々が揃そろっていたが、なるべく明るく振る舞まっているうち、こちらを気き遣づかっているような遠えん慮りよがちな雰ふん囲い気きも次第に解けた。

　トイは例の毒々しいショッキングピンクで茶色の水玉模様の食材を赤子のように抱だきながら、私の手を力強く握りしめた。


──では早さつ速そく調理を始めましょう！

──え、い、いや、だからさ、チョコレートは奇くしくも加工後の状態で発見出来たけれども、ソレをどうやって粉状にするか、まだ考え付いていないし…！

──大丈夫です。コレの固形胚はい乳にゆうを乾かん燥そうさせて粉末にしたらいいのです。

──こ、こけ……い？



　突とつ然ぜん理科的な単語が飛び出してきて、寝ね起おきの頭がパニックを起こす。こけいはいにゅう。ああ、もしかしてアレか？　ココナッツで譬たとえるならば実の内側の白い部分のこと？　あれって固形胚乳って言うんだ、知らなかった。

　確かにそれならココアパウダーを精製することも出来そうだが、乾燥させなければならないならそれこそ時間がかかるのではなかろうか。


──こんな時こそ魔ま術じゆつです！　アプランドルでは不本意ながら武術クラスでしたが、私もフェル家の一員、果実の一つや二つ干ひ物ものに出来ないわけがないっ！

──う、うん……、トイがそう言うなら任せるね……。ねえ、今度、魚の開き、乾燥させてみてくれない？　私、干物食べたい。



　本当は天日干しの方が美味おいしいんだろうけれど、日本の味に餓うえているので、一分一秒が惜しい。天日干しの方は、気持ちに余よ裕ゆうがある時、ゆっくり試ためしてみよう。魚を干す、と聞いてトイは訝いぶかしげな表情を浮かべる。


──……。まあ、成功したら、ついでに干しても構いませんけれど。貴女あなたの世界は色々不思議なことをなさるものですね。

──そう？　干せば日持ちするし、味もよくなるし、結構合理的じゃない？……って、ああそうか、こっちは時間を停止させる魔術があるから、腐くさる心配しなくていいのか……。私にしてみれば、こっちの方が心底不思議だわ。



　環かん境きようが変われば料理も変わる。文化も変わる。信じるものも変わる。

　また何か覚おぼ束つかない感情が込み上げてきそうになり、そっと思考を切り上げてトイの持つ毒々しい果実に視線を移した。トイのやる気を見た限り、どうやらアレの出番は想像していたよりずっと早く訪おとずれるようだ。
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　夜になってレーガン様の寝室へと行く。部屋の主あるじはやはりまだ帰宅してはおらず、薄暗い室内には沈ちん黙もくが満ちていた。

　黙だまって窓辺に備え付けられている小さなテーブルの方へゆく。椅い子すに座り、星も月も見えない暗い空を眺め、そっとため息をつく。そのまま視線を下へ向けると、城下の町の辺りに点々と明かりが灯ともっていた。

　椅子の背もたれに背中をぴったり寄せ、脚あしを折りたたんで椅子の上に置く。抱かかえた膝ひざに顔を埋うずめ、目を伏ふせる。




　と、その時静せい寂じやくを破って寝室の扉が開かれた。

　緩かん慢まんな足取りで室内へ入ってきたレーガン様は、後ろ手で扉を閉めるなり重々しいため息を一つ吐はき出した。俯き気味だった顔を持ち上げ、こちらの方へと紫むらさきの瞳を向けた。私の顔を見るなりレーガン様は微かすかな苦く笑しようを浮かべ、窓まど際ぎわの席へ近づいてきた。そのまま私の向かい側の椅子に腰こし掛かけると手を差し出してくる。

　薄うす闇やみの中に浮かび上がる白い白い指先をじっと見つめ、握にぎり返す。しばらく言葉を選びあぐねているような沈ちん黙もくが互たがいの間を満たした。それでも、言葉が無くともレーガン様が今の表現しがたい心境を薄うす々うす察していることだけはよくわかる。

　ややあって、ふっとため息を一つ零した。


──レーガン様、昨夜〝城下へ降りて、平気か〟と言ってましたよね。……あの言葉の意味、城下に行った後でやっとわかりました。



　自分が置かれた状じよう況きようは十分受け入れていたつもりだ。ここが異世界だということも理解しているし、日々あらゆる事こと柄がらで自分の世界との違いを嚙かみしめている。

　それでも、城の外はまた別だった。私の知る世界とはかけ離はなれた美しい街並みが、何処どこまでも何処までも続いていた。あれだけ沢たく山さんの人が集つどい楽しげな声をあげていても、耳に馴な染じんだ言語は一つとして聞こえてこない。

　あの感覚をどう表現したらいいのだろう。城内で感じていた〝身の置き場がない孤独感〟とは似て非なるものだ。爪つま先さきまで凍こおり付いて動けなくなるような、お前は異質なのだと見る物聞く物全すべてから突つきつけられたような──。

　思い出すと足が竦すくむ。眉み間けんに皺しわを寄せ、頭の中から嫌いやな感覚を追い出す。


──能天気でしたね、私。考えもしませんでしたよ、今いま更さらこんな衝しよう撃げきを受けるなんて。

──……大だい丈じよう夫ぶか。

──大丈夫です。大丈夫。いずれ知らなきゃいけなかった衝撃ですし、これで更さらに〝この世界にいる自覚〟を強固に出来るなら願ったり叶かなったりです。それに私はとても恵めぐまれているんでしょうし。






　確かに痴ち女じよだの悪女だのと疑われはしたが衣食住に困りはしなかったし、レーガン様も不敬罪じゃーとか言って私を処しよ刑けいしたりしなかったし、コンさんやトイも何だかんだ言って私を餓え死にさせるような真似まねはしなかった。

　ブリジットさんのような人格者にも出会えたし、ホイットやメルのような一いつ緒しよにいるだけで気分が楽になる人たちが身近にいる。




　だから大丈夫だ。全くの独りきりではない。初期の痴女扱あつかいに比べれば遥かにマシだ。

　それにまだ帰還の目め処どは立っていない。件くだんのコンさんの魔術のこともある。異世界にいる自覚が少しでも自分の世界へ帰る手助けになるなら、何としてでも受け入れてみせる。

　自分でもどうしようもないこの漠ばく然ぜんとした不安も、飲み下していかなければならない。大丈夫、大丈夫、大丈夫。


──それが〝大丈夫〟な顔か。



　不意に声が響いた。冷えた指が頰ほおに触ふれ、いつの間にか俯うつむいていた顔を持ち上げられる。

　目の前には顰しかめられた顔と煌きらめく紫の瞳ひとみがあった。気き遣づかいの感情に絡からまって自己嫌悪や痛々しさといった複雑なものを感じた。


──そんなに酷ひどい顔してますか、私。



　返事はない。それが何よりの答えになっていて、思わず笑ってしまった。

　……恵まれていると思っているのは本心だ。噓うそではないし、感謝も尽つきない。けれど何度それを繰くり返し考えても、漠ばく然ぜんとした不安は消えてくれない。自分自身ですら説明しきれないこの感情を何処どこへ持っていけばいいのだろう。どうやって飲み下せばいいのだろう。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、不意にレーガン様は呟つぶやいた。


──お前の場合、どれだけ恵めぐまれていてもそれが〝自分の世界への帰き還かん〟に繫つながるかはわからないだろう。不安を抱いだいたとしても、それは現実を受け入れていないこととは別の話じゃないのか。

──別……でしょうか。

──望郷の思いが故ゆえの不安だ。それを感じなくなるのは、故郷との繫がりを一つ失うのと同義だろう。……それはお前の本意ではないんじゃないのか？

──当然です！



　反射的に答えた後で、鬱うつ々うつとしていた気分がすうっと晴れてゆくのを感じた。

　目に映るもの耳に届くもの全すべてが未知の様相を呈ていしていて、私の異質さを突つきつけられたように感じた。だがこの覚束ない気持ちが自分の中にある〝故郷との繫がり〟の証明だとするなら、それはきっと自分の世界へ帰還するために一番大事なもののはずだ。

　不安どころか、寧むしろ愛いとおしむべきものじゃないか。──ただ一つ、これだけが身をもって感じ取れる〝繫がり〟だ。

　強こわ張ばっていた全身からどっと力が抜ぬけた。我知らずため息がこぼれ落ちる。


──ありがとうございます、レーガン様。ちょっと気持ちが楽になりました。

──気にするな。心模様は混乱した当事者より冷静な他人の方が存外よく見えるというだけだ。……尤もつとも、それもお前に教えられたようなものだが。



　そう呟いたレーガン様は、不意に視線を逸そらし押し黙だまった。僅わずかな沈ちん黙もくの後、彼はやけに淡たん々たんとした調子で言葉を続けた。


──客室に戻もどりたいなら戻れ。……〝取引〟は反ほ故ごでいい。だがお前の身み柄がらの保護は続けるし、帰還の術すべも引き続き調べさせる。

──え？



　何を唐とう突とつに。驚おどろいて真正面に座る男の顔をまじまじと凝ぎよう視しする。

　彼は唇くちびるを真一文字に引き結び、私の顔を見返してきた。それは今までにない程ほど真っ直すぐな眼まな差ざしで、抱き枕まくらでも睡すい眠みんでもなく〝私〟個人を見て話しているのだと初めてはっきり思わせるものだった。

　急な変化を前にして言葉に詰つまる。まさかニュクス様がまた何か下世話なことを言ったのだろうかと勘かんぐると、レーガン様は苦々しげな笑えみを滲にじませて首を横に振ふった。


──違ちがう。……〝冷静な他人〟とまではいかずとも、視点が変わっただけだ。

──はい？

──お前は俺を〝現実味がない〟と言っていたが、俺も同じだった。今まで、お前に現実味が持てずにいた。



　良い意味でも悪い意味でも正直で媚こびることを知らない。家族の許もとへ帰還するために精神を削けずってでも現実を受け止めようとする。会話に必要だとはいえ、人の心を覗のぞいてしまうと知りながら魔ま法ほう円が刻まれた手を躊躇ためらいなく他人に差し出せる。

　自分とは正反対の、非現実的なまでに強きよう靭じんな精神を持った存在だ──という思いが繫いだ手から伝わってきた。


──あの……ちょっと、いやかなり過か剰じよう評価ではないでしょうか……。

──そうだな。お前は打ちのめされることも惑まどうこともある〝普ふ通つうの人間〟だ。今そう痛感した。……だからこそ再度言う。安あん眠みん以外を考えず対処したこと、本当にすまなかった。もしお前が真っ当に保護されていれば、取り巻く環かん境きようも今いま頃ごろ違ちがっていただろう。

──……。

──俺は生しよう涯がいで初めての安眠を得た。それに報むくいるために出来る限りのことを尽くす。……もしニールリュル国の魔ま術じゆつ研究に頼たよりたいならニュクスと話をつける。お前の望みに沿おう。……これ以上、白い目に取り巻かれる苦痛を味わわせるのは忍しのびない。



　俺のように。そんな呟きが声もなく頭に響ひびく。

　混じりけのない真しん摯しな気持ちと、真っ直ぐな眼差し。それだけでも彼の言葉の重さを悟さとるには十分だった。きっと私が何を言い出したとしても、要求を叶かなえるために手を尽くしてくれるのだろう。

　彼にとっての〝睡眠〟はそれ程までに重要なものだったろうに、今それを捨ててでも人として報いようとしている。

　……本当に、過ぎる程に生き真ま面じ目めな人だ。恩があるのも報いたいと思っているのもお互たがい様さまだというのに。小さく息を吐はいて強張った手をしっかりと握にぎり直し、注がれる眼差しを見返した。


──確かに白い目で見られ続けてました。辛つらい思いもしましたし幾いく度どとなく腹も立てました。でもそんなの何処へ行っても同じ目に遭あってたでしょうよ。〝召しよう喚かんされた痕こん跡せきもないのに異世界から来たと主張する、言葉も常識も通じない娘むすめ〟は。



　たとえ最初に辿たどり着いた場所がニールリュル国だったとしても魔術の痕跡が無いのは十分怪あやしまれるべき点だろうし、信じてもらえても結局神み子こだ何だと聞く耳持たずで私個人と接してもらえたかどうかわからない。

　それに〝真っ当に保護されていれば〟などとレーガン様は言うが、そうされる余地は私にはなかった。〝王子の寝しん室しつに侵しん入にゆうした身元不明の女〟は、初期コンさんの態度を見た限り牢ろう獄ごく行きがそれこそ真っ当な対応だったのだろう。自分で言うのは複雑だが、安あん眠みん枕まくら扱あつかいに救われたと言っても過言ではない。

　そういう中で帰還の術を得るために認めてもらおうと必死になって、ここまで来た。


──恵まれていると思っているのは強がりでも何でもなく、本当です。ブリジットさん達みたいに私の言葉を信じて受け入れてくれる人なんてそうそう巡めぐり会えませんよ。勿もち論ろん、抱き枕まくら扱あつかいとはいえ衣食住も帰還のための調査も世話してくれる人にも。



　レーガン様は複雑そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。理由はどうあれ、結果彼の行動に感謝しているのは違いないのに。


──あれから随ずい分ぶん時間が経たちました。相変わらず第二調理室の人達は好意的に接してくれます。コンさんは日本語で会話出来る程研究してくれてますし、トイは可愛かわいい性格が見え始めました。城下では右も左もわからぬ私の手を引き、道に迷えば血相を変えて探してくれる人達がいます。貴方あなたに望むことがあるとするなら……私は、ここにいたいです。



　彼にはもう十分尽くしてもらっている。相手に現実味が持てず利用する形になってしまったのもお互い様だ。謝罪など必要ない。

　それに帰還の目処もたたない状じよう況きようで、側そばにいてくれる理解者がどれだけ心の支えになる存在か城下に行ってよくわかった。ここでならいつか自分の世界へ帰る時が来ると信じて待つことが出来る。不ふ安あんに駆かられて平常心を失いそうなときも耐たえられる。

　……尤も、レーガン様が〝これ以上この国に留とどまられては迷めい惑わくだ〟と言うのなら話は別だが。

　そう考えると、レーガン様は間かん髪はつをいれず返答した。


──そんな台詞せりふ、口が裂さけても言わん。

──そうですか。安心しました。

──お前の望みはわかった。この国で……この場所で、いいんだな？

──はい。色々とご迷惑をおかけしますが、今後もよろしくお願いします。



　彼の真摯さに答えるため出来る限り丁てい寧ねいに頭を下げた。ややあって顔をあげると、彼は何処となく困っているような微笑ほほえみを浮うかべていた。先さき程ほどよりずっと柔やわらかい表情に、つられてこちらも肩かたの力が抜けていった。


──ええと。……では夜も遅おそいことですし、寝ねましょうか。

──客室に戻るか？

──私、以前〝出会って一ヶ月も経ってないのにほいほい無む償しようの愛を捧ささげられるような博愛精神は持ち合わせてない〟と言いましたが、恩ある人の悩なやみを途と中ちゆうで投げ出せるほど薄はく情じようでもないつもりですよ。こうなったらとことんお付き合い致いたします。



　帰還の手がかりを摑つかむにはまだ時間がかかりそうだ。ならばレーガン様が問題なく安眠出来るまで協力を惜おしむ気はない。

　しかし決めるのはレーガン様だ。これ以上外聞が悪くなる前に添そい寝は中止すると彼本人が言うのならこのまま客室に帰って、添い寝以外の方法で安眠の手段を探ろう。既すでにいくつか考えはある。ようは余計なことを考える隙すきを与あたえなければいいのだ。眠ねむる間延々と羊を数え続ける声を流すだとか、ひたすら素数を数え続けるだとかどうだろう？

　レーガン様は眉まゆを顰ひそめたが、かなりの沈黙の後に「……そのうち試ためす」と言った。相変わらず真面目だ。

　ややあって彼はそっとため息をつき、席を立った。


──では、寝るか。……お前の帰き還かんが叶かのううまでの間、よろしく頼たのむ。

──はい。大だい丈じよう夫ぶですか？

──お前さえ許してくれるのなら、後は誰だれに何を言われようと構わない。……外聞などお前が来る前から既に悪いのだから、今いま更さらだ。



　あっさりと言い放たれた言葉の意味を問う間もなく、寝しん台だいの方へと手を引かれた。安あん堵どのためだろうか、繫つないだ手から先程までは感じなかった眠ねむ気けが強く伝わってきた。この調子だと今夜は会話する間もなく寝ね入いってしまいそうだ。

　予想した通り、寝台に辿り着き横たわった瞬しゆん間かんあっという間にレーガン様の意識は途と絶だえた。ひとまず搦からめ捕とられた手を解き、掛かけ布ふを整えたり枕をレーガン様の頭の下に押し込んだりして寝やすい体勢を整える。全て終わった後、静かに寝ね息いきを立てる彼の顔を見下ろした。

　彼の事情はよく知らない。だが、ただ切実に眠りたいと思っているだけなのはよくわかる。周りが勘ぐるような下世話な考えは一切頭の中にないというのに。

「……まずは、目先のものから決着つけないとなあ」

　彼の安眠に協力すると決めた以上、自分で処理出来ることはしてしまおう。きちんと話さなくては。あの、好き勝手に話をややこしくして回っている自由奔ほん放ぽうな王子と。
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──ごめんなさい、お姉ちゃん。私のせいで。
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　泣きながら謝あやまる妹の声で目が覚めた。

　寝ねぼけた目に白い天てん井じようと中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばした自分の手が映る。腕うでを下ろし、痛む頭を抱かかえながら上半身を起こす。……妹の泣きじゃくる声など目覚めのいいものではない。

　あれはいつ聞いた声だっただろう？　病弱に生まれた自分を卑ひ下げしていた百日は、まだ幼いのに〝私さえいなければ〟と漏もらすことが何度かあった。小さい体を震ふるわせるあの子の姿を思い出すと胸が締しめ付けられる。慰なぐさめてやりたいのに、夢ですら触ふれられないのか。

　頭痛が治まってから隣となりを見やると、未いまだ眠り続けるレーガン様の姿があった。折せつ角かく憂うれいもなく眠れたのだから、今日も起こさない方がいいだろう。極力物音を立てないようにして寝しん室しつを抜ぬけ出した。




　寝室を出てすぐ、様子を見に来たコンさんと出くわした。おはようございます、と最も早はや恒こう例れいと化してきた日本語の挨あい拶さつをすると、あちらも同じように挨拶を仕返してきた。挨拶一つ取っても、日に日に発音が普通の日本人らしい自然なものになっている。

「……ところでコンさん。ニュクス様っていつまでこの国にいらっしゃるのですか？」

「はあ。会談も終しゆう盤ばんですし、そろそろ帰国される頃ころですが」

「わかりました。ありがとうございます」

　訝いぶかしげに眉を顰めるコンさんに笑えみだけを返し、詰きつ問もんが始まる前にさっさと彼の横を通り過ぎた。




　見張りの兵士を二人引き連れて自分の客室に戻もどると、室内にはトイがいた。彼女は私の姿を見るなり、後ろ背に隠かくしたものを満面の笑みで取り出してみせた。小こ振ぶりな麻あさ袋ぶくろだ。途と端たんふわりと嗅かぎ慣れたチョコレートの香かおりが漂ただよってきて、思わず「おお！」と歓かん声せいをあげた。トイの得意げな様子を見る限り、恐おそらく麻袋の中身はどう加工したらいいか問題になっていたココアパウダーだろう。

　トイは綺き麗れいな髪かみを靡なびかせて胸をはり、私の手を力ちから一いつ杯ぱいつかんだ。


──ふふんっ、私もフェル家の一員、これくらい出来て当然ですわっ！

──凄すごい凄い、早いねー！……メイドの仕事はどうしたの？　合間ぬってやったの？

──私、メイド兼けん隠おん密みつ兵ですもの。半日くらい〝極ごく秘ひ任務〟で休んだところで誰も文句は言いませんわ。

──う、うわあ……。



　サボりだ。自分の立場を思いっきり悪用したサボりだ。

　未知の菓か子しへ注がれる熱意は、コンさんへの凄すさまじい忠誠心と迫はく力りよくがよく似ている気がした。言えば怒おこられそうなので決して口には出来ないが。……いや魔ま法ほう円を通している時点でもう遅いか。

　トイは一いつ瞬しゆん眉み間けんに皺しわを寄せたが、特に怒りだす様子はなかった。


──そんなことより材料が揃そろったのですから早さつ速そく作り始めましょう。集合は貴女あなたの朝食の支し度たくが終わった後でよろしいですね？　他の材料も私がきっちり揃えておきますわ。

──あ、はい。

──何ですかその気の抜けた返事は。味の再現は貴女にかかっているのですからしっかりしてください。



　考えていたのとは別の方向で怒られてしまった。トイから立ち上るこの熱意、やはりコンさんへの信しん奉ぽうを語っている時とそっくりだ。コンさんと幻まぼろしの菓子を並べて〝どちらか選べ〟と言ったら一いつ瞬しゆん迷うんじゃないだろうか。

　流石さすがに二度目の冗じよう談だんは見み逃のがしてくれず、第二調理室での仕事に向かうまでの間滾こん々こんと説教をされてしまった。







　朝食の支度が済み自分達の食事も終わった後、待ち構えていたトイと彼女の勢いに引きずられてきたメルと共に第二調理室へ入る。と、急に甘い芳ほう香こうが混じった熱気が漂ってきて首を傾かしげた。

　見れば魔ま術じゆつ仕様のオーブンが一つ使用中のようで、覗のぞき窓から赤々とした火が見えている。その前にはホイットがいた。朝食の時食堂にいないと思っていたら、こんなところにいたのか。

　彼は入ってきた私達を一いち瞥べつしたがすぐにオーブンへ視線を戻もどし、覗き窓から中を確かく認にんした後で入っていた物を取り出した。……それは紛まぎれもなく焼きたてのスポンジだった。黄金こがね色の生き地じが柔やわらかそうに膨ふくらんでいる。

　ホイットはいつものあっけらかんとした笑顔でこちらへやってきて、私の手に触ふれた。


──スポンジは準備しといた。これで大だい丈じよう夫ぶか？

──大丈夫……、というか、えっ、ホイット一人で作業していたの？　朝ご飯は？　ごめん、まさか一人で準備始めてたとは気づかなかった……！

──いやいや、お前がまとめた作り方読んだ限りじゃ先に作っておいた方がいいだろうと勝手に始めただけだ、気にすんな。朝食もここで食べたし。それより、早いところ始めようぜ。料理監かん督とくはお前だ、味を決める大事な作業に集中しとけ。



　と言って、ホイットは作業台を指し示してみせた。……必要な材料は全すべて作業台の上に並べられている。後は私の知るティラミスに近づけながら作ってゆくだけだ。静かに呼吸を整えて頭の中にあるティラミスの味を思い起こす。

　……そして、ついに念願のティラミス作りが始まった。

　ティラミスの作り方をざっくり説明すると、まずコーヒー風味のシロップを作りスポンジもしくはビスケットに染しみ込ませる。ビスケットの方が一般的なティラミスの作り方のようだが、私は大たい抵ていスポンジで作っていたので今回もそれで進めていく。

　続いてカスタードとマスカルポーネを混ぜたクリームを作り、スポンジの上にのせ、ココアパウダーを振ふる。

　苛いら々いらした時に作るとっておきのお菓か子しだが、心の底から納なつ得とくのゆく仕上がりになったことは一度もない。ティラミスの作り方は幾いく通とおりもある。が、家族や自分の健康面を考えるとどんな作り方が一番美味おいしく出来上がるのか全部試してみるわけにもいかないので、私のティラミス製作経験値は少しずつ工く夫ふうを加えながら一進一退を繰くり返しているのだ。


──今回ばかりは失敗出来ないけどね。

──それで？　私達は何をしたら良いですか？

──あ、ええっと、じゃあトイとホイットはシロップをお願い。メルは私と一いつ緒しよにクリームを。

──わかりました。調理場を使える時間は限られているのですから、ぼうっとしている暇ひまはありませんよ。



　しっかりと釘くぎを刺さした後、トイはホイットと共に用意しておいたコーヒー風味の豆を煮に始めた。調理場にはコーヒーもどきの香こうばしい匂においが漂い始める。……未だにコーヒーを煮て淹いれるという一連の作業に違い和わ感かんを覚える。

　シロップの方はトイ達に任せ、私はメルと二人でクリーム作りに取りかかった。メルには卵白を泡あわ立だててもらい、私は鍋なべでカスタードクリームを作ってゆく。とろみがついたところで一いつ旦たん冷まし、メルの故郷から取り寄せたマスカルポーネに似たチーズを混ぜ込む。そこに更さらにメレンゲを加え、クリームは完成だ。

　クリームを少し味見してみると普ふ段だん自宅で作っていた味とはやはり異なるが、ティラミスのクリームとして十分差し支つかえない味がしてほっと胸を撫なで下ろした。

　ちなみに一緒に味見したメルには問題ない仕上がりだったようで、クリームを口に入れた途端目を瞬またたかせて甘いため息をついていた。……可愛かわいい。

　その頃にはスポンジも丁度よく冷めていた。丁度いい器うつわに厚みを調整して切ったスポンジを置き、シロップを染みこませ、クリームをのせる。トイ苦心の作であるココアパウダーもどきを振ると、見た目は完かん璧ぺきにティラミスそのものに仕上がった。


──さて、後は冷やすだけだけど……そういえば第二調理室の保管庫って、仕し舞まったものの時間は止まっちゃう？　味馴な染じませるために時間経過が欲しいんだけれども。



　ふと気になってホイットに問う。

　ホイットは「ああ、保管庫じゃ時は止まるなあ」と呟つぶやいて少しの間考えた後、徐おもむろに倉庫へ入っていった。しばらくして魔術仕様オーブンに使っているものに似た魔法円の刻まれた薄うすい板を持って戻もどってきた。彼に手て渡わたされたその板は何故なぜか冷たく、オーブンの熱気の名残なごりが漂う調理場でも温度は変わらず冷気を放っていた。


──空箱にこの板とティラミスを入れておけば、十分冷蔵庫の役目を果たすだろ。時間も止めずに済む。

──あ、ありがとう！　じゃあ後は待つだけだね。

──楽しみだなー！……トイ・フェルにつまみ食いされないよう気をつけろよ。



　ホイットがちらりとトイの方へ目をやった。彼女はいつのまにか食器類やお茶まで取揃え、ほぼ完成したティラミスを凝ぎよう視ししていた。〝ではいただきましょう〟の合図を出した途端すぐさま取り分け始めるだろう。……本当は一日くらい置いておきたいのだが、この様子では夕食後のデザートにするのが最適だろう。心の呟きに、ホイットは無言で頷うなずいた。




　焦じれるトイを説得した後、邪じや魔まにならないようティラミスを休きゆう憩けい室の片かた隅すみに持っていく。魔術仕様の保冷板と一緒に箱に入れて蓋ふたをしておけば、簡易冷蔵庫の完成である。

　気になるのは誰かがつまみ食いしたり誤って廃はい棄きしたりしないか、だ。何も書かれていない紙をトイに渡わたし、手を握にぎる。


──冷却保存中、開けるな。それっぽく作り隊一同（茉莉・トイ・メル・ホイット）、って書いてくれる？　ああフルネームで書いた方がいいかも。ついでに役職も明記して。で、心持ち、トイの名前大きめで。

──はあ。何故私の名前を大きめに？

──トイが開けるなって言うものを開けるような馬ば鹿か、そうそういないだろうと思って。

──いたら抹まつ殺さつしますよ、当然。……その旨むねも書いておきましょう、威い嚇かくのために。



　平然と言って、ペンを走らせるトイ。滑なめらかで美しい字だった。

　……この美しい字で、どんな血ち腥なまぐさい文句を書いているのかと思うと、少し恐おそろしい。




　その後は各おの々おの通常通りの役目に戻った。メルは下働きの仕事に、私やホイットは昼食準備に、トイはメイド兼私の世話兼監視役である。

　今のところは何の問題もない。夕食後には待ちに待った試食が出来るだろう。マドレーヌの時に散々この世界と自分の世界との味の違いを思い知らされたので、初めからティラミスそのものの仕上がりになるとは考えていないが、それでも久方ぶりの懐かしい甘味に知らず知らず期待が高まってゆく。

　頭の中は早くもティラミスのことで占しめられていた──が。昼食準備を終えて調理室を出た途と端たん、高こう揚よう感は一気に萎しぼんでしまった。

　通路にはまたしても例のニュクス様の従者がいた。監視に立っていたトイはこちらに背を向ける形で従者の青年の前に立ちはだかっている。

　ひしひし嫌な予感を覚えながら、近づいてトイに「何事？」と声をかけた。勿もち論ろんトイに日本語は通じないので、彼女は眉み間けんに思い切り皺しわを寄せながら私の手を握った。


──ニュクス様の従者が主人の命で貴女あなたをお茶の席に誘いに来たそうです。貴女のために食事も用意しているとか。何度も何度も断っているのにしつこいですわねえ……いい加減この嚙かみ合わない会話にも苛いら立だってきましたわ……あの耳は飾りかしら？　それとも頭が丸ごと飾りなのかしら？

──そっか。……、わかった。じゃあちょっと行ってくる。

──はっ!?

──いや、誘いには応じるけれど畏おそれ多くも他国の王子と同席云うん々ぬんはするつもりないよ。……ただ、いい加減埒らちが明かないでしょう？



　私は神み子こではない、この国から移るつもりもないと何度も何度も言っているのに、相手は〝神子を保護〟という名目と〝人権侵害〟という大義名分で押し切ろうとしてくる。……だがどう考えてもあの男は私を神子だとは思っていないし、口で言う程ほど敬ってもいない。

　何故なぜ嫌けん悪お感すら抱いだいている娘を神子として自国へ引き入れようとしているのか。その目的は何なのか。それらを摑つかんだ上で的確に対処しなければ、いつまでもこの応おう酬しゆうが続くだろう。あの男の真意によっては本当に国交に影えい響きようが出るまで悪化する可能性もある。

　苦く悩のうするレーガン様の表情が頭を過よぎる。切望していたはずの〝眠り〟を諦あきらめてまで私の意思を尊重しようとした人に、これ以上心労をかけるわけにはいかない。

　今日こそは〝熱心なフォンセ信仰者であるニュクス殿下〟の化けの皮を剝はぎ取ってみせる。それでようやく、同じ視点でまともに話が出来るのだ。

　強い意気込みを胸に、トイと繫つないでいない方の手をぐっと握りしめた。
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　ニュクス様の従者に連れられ、無言で通路を進んでゆく。先を歩く青年は背中から高揚感が滲にじみ出ているようだった。心なしか足取りも跳はねるように軽く、鼻歌さえ聞こえてきそうだ。

　客人を通す区域だけあって、周りはレーガン様の寝室周辺と同じくらい華はなやかな装飾で彩いろどられている。厳おごそかな静せい寂じやくの中、私の背後についている見張りの兵士の物々しい足音がやけに響ひびく。気になって振り返ると、先程まで二人いたはずの兵士が一人しかいなかった。

　首を捻ひねり、粛しゆく々しゆくと歩くトイの手に触れる。


──ねえトイ。もう一人の兵士は？

──コンスタンス様へ言こと伝づてに向かわせました。帰還の術に関する話をなさるのでしたら、担当の魔術師を立ち会わせた方が良いでしょう。……ああ、噂うわさをすれば。



　言って、トイは進行方向の先を指し示した。彼女の視線を辿たどってそちらを見やると、長い外がい套とうを翻ひるがえし早足で近づいてくるコンさんの姿があった。

　コンさんは従者の青年の前で足を止め軽く会え釈しやくをし、淡たん々たんとした口調で言葉をかけた。従者もそれに何事か答えたが声こわ色いろはとてつもなく刺とげ々とげしい。仮にも他国を訪問中の従者が、相手方の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しに対してそんな態度でいいのだろうか。

　どうやら話にならないと判断したらしいコンさんは、従者の脇わきをすり抜けて私の前までやって来た。すかさずトイは深く頭こうべを垂れる。コンさんはトイと二言三言言葉を交わした後、苦々しげな面おも持もちで私を見下ろした。

「私はレーガン様から貴女あなたはこの国に留とどまるつもりだと聞いていましたが、どういうつもりですか？　この国に留まるのなら、貴女が直接ニュクス殿下と対談するのは印象が悪い。だからこそレーガン様はそういった交こう渉しようを全すべて請うけ負って──」

「それが、実は直接話す必要が出てきまして。……歩きながら話しません？」

　ちらりとコンさんの肩かた越ごしに見える従者の青年へ目をやった。こちらを睨にらむ従者の険しい顔つきは、言葉がなくとも〝神み子こを拘こう束そくし不当な扱いをする悪の一味〟としてコンさんを見ているとわかる憎にく々にくしげなものだ。

　コンさんは冷ややかな目つきで従者を見やり、ややあって従者が案内する方角へ体の向きを変えた。従者はそれを確かく認にんして、表情を歪ゆがめたまま再びニュクス様の客室を目指し足を進め始めた。コンさんはため息をつき、胡う乱ろんな声をあげた。

「直接話す必要、とは？」

「確か前に言いましたよね？　あの王子と手を繫つないだ時〝嫌けん悪お〟を感じたって。あれ不具合じゃありませんでした。あの人、私を嫌きらってます。最初の頃のコンさんやトイ並みです」

「……あの信仰の僕しもべのような方が？」

「本当ですって。ご自分の魔ま法ほう円の能力、信じてくださいよ」

　魔法円の刻まれた掌てのひらを突つき出し、ひらひらとふる。コンさんは難しい顔で魔法円を見つめ、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　納得しきれていない様子の彼に、更さらに言葉を重ねる。

「私が……いえ、この魔法円を使って直接話さない限り、きっと誰もあの男の目的が摑つかめないでしょう。あの男、話をすればする程ほど底が見えなくて怪あやしいことこの上ないのでいい加減腹を割らせようと思います。放っておいて変な利用のされ方をしたら洒落しやれになりません」

「腹を割らせる……」

　何か恐おそろしいものを見る目を向けられた。何故なぜそんな顔をされるのかわからず一瞬首を傾かしげたが、その理由に気がついて慌あわててコンさんと手を繫ぎ〝腹を割る〟が〝真意を明らかにする〟という言い回しであると説明した。

　随ずい分ぶん日本語が上達しているから通じるものとばかり思って油断した。王子暗殺を目もく論ろんでいると解釈されたら大変なことになっていた。コンさんは「なるほど」とは言いつつも、険しい面持ちで頭を抱かかえた。


──貴女が相手の本音を探さぐるということは、つまり相手も貴女の本音を見るということです。くれぐれも根拠のない暴論や暴言をぶつけたりしないよう注意を払ってください。国の問題に発展すると取り返しがつきませんから。
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──了解しました。



　どうしても我慢できなくなりそうな時はすぐに手を離そう。表情までは取り繕つくろえないかもしれないが。

　話しているうち目的地に辿たどり着いたらしく、従者の青年はある扉とびらの前で足を止めた。この国の兵士とは違う防具を纏まとった衛兵が二名守りを固めている。従者の姿を確認した兵士が扉を叩たたいて声をかけると室内からくぐもった返答があり、従者はそれを確認してから丁てい寧ねいに扉を開いた。

　促うながされるまま中に入れば、目に痛いくらい煌きらびやかな内装が真っ先に目に入る。

　部屋の中心、無む駄だに大きなテーブルに着き、杯さかずきを傾かたむけていたニュクス様は、相変わらずの飄ひよう々ひようとした笑えみを浮うかべた。

　いくら上っ面つらだけの笑顔でも、礼れい儀ぎとして笑い返すべきだろうかと唇くちびるを曲げてみたが、かえって険しい表情になっただけだった。……うん、良くも悪くも素す直なおな私は、不信感を抱いだく相手に対して愛あい想そよくなど出来やしないのだ。

　青年とニュクス様に促されるまま、席に座る。ニュクス様は杯を一度置き、優ゆう雅がな仕草で私の手を握にぎる。


──今日も素す晴ばらしく美しいな。会えて嬉うれしいよ、マツリ。

──……。ワックスがけ最中の床ゆか上うえのようなお言葉どうもありがとう。



　上うわ滑すべりの空回り。

　幸か不幸か、異世界由来の皮肉は、彼には通じない。

　ちらりと青年を見やる。脇わきに控ひかえながら、きらっきらした眼まな差ざしを私に注いでいる。ぞわり、と背筋に薄うすら寒いものが走って、ゆっくりと視線をニュクス様の方へ戻す。身に余る目で見られるくらいなら、見下す目で見られる方が、いくらかマシだ。

　心の呟つぶやきを聞き、ニュクス様は、すっと目を細めて笑った。


──見下す、とは、また、不思議な言いようだな。神聖視されるのは嫌いやだと、お前が言ったんだろう？　乙女おとめ心ごころとはなかなか難しいものだな。……私の態度が不敬に感じられたのならば謝罪します、フォンセの神子。

──夜の国だか何だか知りませんけれど、クウェンティンの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの腕うで前まえ、甘く見ない方がいいですよ。

──と言うと？

──私のこと、〝フォンセの神子〟より、こう呼びたいんでしょう──〝痴ち女じよ〟。空々しい世辞より言いたいことがあるんでしょう、〝異世界から来た、など、信じられるか。大方、王子の興味を引くためのデマカセだろう。よもや暗殺者じゃあないだろうな。その化けの皮、王子の前で剝はいでやる〟。



　参考、初期コンさんと初期トイの台詞せりふ。

　ニュクス様は笑ったまま何も答えない。

　……全く動じない笑顔を睨みつけているうち、不意に、思い出した。〝痴女〟だの何だのと散々な言い方をしたコンさんとトイ。それはレーガン様を案じるが故ゆえの敵意だった。

　もしかして──ニュクス様も、同じ、とか？


──……。いや、無いな。無いわ。だってレーガン様、全力で友情を否定していたし。

──それは照れ隠かくしだ。あれはシャイな男なんだよ、全く、可愛かわいい奴やつだと思わないか？　女なら嫁よめに貰もらってやったのに。

──わああい、びーえるだああああ。もしくは薔薇ばら。でなきゃはちまるいち！

──うむよくわからん単語だが不ふ穏おんな気配がするな。言っておくが、男と絡む趣しゆ味みはないからな。あくまで女なら、という話だ。

──そういうことにしておいてあげますよ。……、でも、ということは、貴方あなたもレーガン様至上主義ですか。



　コンさんやトイと同類の人間。身元のよくわからない、頭のおかしな女をレーガン様の側そばに近づけたくないと思っている。

　なるほど、ようやく理解した。フォンセの神子だなんて信じてもいないくせに、尤もつともらしい理由をつけて自国へ連れ帰ろうとしているのは、目的が「連れ帰ること」ではなく「クウェンティンから追い出すこと」だからか。

　もし王子様の寵ちよう愛あいが目的で寝しん室しつにもぐりこんだ女ならば、贈り物や神子という特別な地位はさぞかし魅み力りよく的な餌えさだろう。「王子様の抱き枕まくら」よりも。


──それで動かなければ、何らかの謀はかりごとが絡んでいる可能性が出てくる。だがそれならばお前は目立ちすぎている。最初から、捨て駒ごまとして動いている、と考えた方がいい。……雇やとい主の名を教えてくれたら、一生遊んで暮らせるようにしてやるぞ？　身の安全も保証する。

──生憎あいにく、貴方が考えているような物ぶつ騒そうな計画には関かかわっていませんから。貴方、突とつ然ぜん横から出てきて何なんですか。痴女説も暗殺者説もとうの昔に出で尽つくしているんですよ、今いま更さら貴方に言われるまでもなく。とうに解けたわだかまりを蒸むし返して、引っ搔かき回して、……今現在レーガン様を眠ねむれない気分にさせてるのは他ほかでもない貴方ですよ。それが何よ、正義の味方気取り？　何も知らないくせに、よくもまあ──。

──何も知らないのはお前だろう？



　いつのまにか、ニュクス様から笑顔は消えていた。冷えた声と同じく冷えきった感情が、こちらの心に滑すべり込む。


──痴女。暗殺者。たったそれだけか。たったそれだけの言葉で、全すべてを言い尽くした気になっているのか。俺がこの城に滞たい在ざいしている期間は短いが──それ以上の言葉を、俺は聞いているぞ。

──……、王子を誑たぶらかした女め狐ぎつね、病気持ちの愛人？

──生なま温ぬるい。その程度、〝抱き枕〟に次ぐ通り名だ。何てことのない、お決まりの台詞だ。……まあ、別に構わないさ。お前がどう言われようと。……正直に言おう。確かに俺は、お前をフォンセの神み子ことは思っていない。何らかの思おも惑わくがあってレーガンに近づいたのだと考えている。

──コンさんの魔ま法ほう円、信用してくださいよ。これだけ喋しやべっていても、その〝何らかの思惑〟、片へん鱗りんも垣かい間ま見みえないでしょう？

──心を隠す方法はいくらでもある。



　言って、不敵に笑うニュクス様。……確かにこの男の心はいまいち見通しにくい。

　だが、それだって完かん璧ぺきじゃないから、フォンセの神子だと信じていないという本音を暴あばかれたんじゃないか。それでもまだ信用ならんと言うのか。もしそんな思惑があれば、余所よその国の王子様が出張るまでもなく、とうの昔にコンさんやトイが看破しているだろう。

　最初は全く信用などなかったコンさんとトイ。色々あった。罠にキレたり謝られたり、遠かった心が少しずつ近づいたり、城下でずっと側に寄り添そっていてくれたり。

　……そうやって時間をかけて築いてきた信しん頼らいを、馬ば鹿かにされている気がする。まるで、レーガン様を守る人々は仕事をしていない、仕方が無いから俺が動いてやるとでも言いたげな行動。




　何も知らないくせに。

　何も知らないのは私、だ？　そうかもしれない。優やさしくされて、守られて、更さらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを知らずにすんでいる。けれど、それはニュクス様だって同じだろう。知らないのはお互たがい様だ。どういう紆う余よ曲きよく折せつを経へて私がここにいるのか、どんな思いでこの場所に辿たどり着いたのか知りもしないで、どうこう責める権利があると思っているのか。一体お前は何様だ。……ああ、王子様か。


──ああ王子様だとも。……お前は、まるで獣けものだな。

──はあ？



　物もの凄すごく刺とげ々とげしいリアクションをしてしまった。けれど、誰だれも私を責められないだろう。暗殺者の次は獣か。動物か。人外か。……いっそ獣なら、貴方の頭にかぶりついても、誰も文句は言わなかっただろうに。ああ、人間で残念だ。ニュクス様は唇くちびるを吊つり上げ、私の手を指先でとんとんと軽く叩たたいた。


──褒ほめているつもりだったんだがな。俺は獣が羨うらやましい。人間ではなく獣に生まれていたならと日々思うほどだ。自らの心身が最も発揮される生き方を、本能のまま全力で生き尽つくす。あれは美しい生き方だ。自由で、自然で、無む駄だがない。



　うっとりと獣の素晴らしさについて語るニュクス様。十分好き勝手に生きていそうな振ふる舞まいだけれど、やはり、彼もまた王子様のしがらみとやらに悩なやまされているのだろうか。

　……彼がどれだけ獣の自由さに思いを馳はせているとわかっても、だからといって「獣のようだ」と言われて嬉しいはずがない。第一、獣の美しさと私に一体どんな共通点があるというんだ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。回りくどいのは大だい嫌きらいだ。


──ふふ、そうらしいな。……敵意には敵意を、好意には好意を。自らの領域を侵おかそうとするものを威い嚇かくする。自らが愛するものを傷つける存在は敵。実にわかりやすい。羨ましいほど、単純明快だ。その愛が全てに向けられるものなら、確かにお前は神子めいていただろう。俺に言わせてもらえば、獣の愛の方が、余よ程ほど〝愛〟の形を成していると思うがな。

──……。自分の非を認め、暗殺者説は誤りであると認めた、と取ってよろしいですか、その発言。

──六割はな。どうやらお前は本気で周囲の人間に好意を持っているようだから。……だが、お前の愛は危あやうい。もし、命を賭かけてもいいというほど愛する者が出来た時、そしてその人間がレーガンの死によって救われる状じよう況きようになった時──お前はお前の愛のために、レーガンを殺すだろう。何の迷いもなく。



　残り四割と口では言いながら、実際そちらの可能性を強く危き惧ぐし出しているニュクス様の心を感じ取り、思わず噴ふき出してしまう。ニュクス様の眉が顰められた。

　だって、愛のための殺人だなんて、突然言われたってピンとこない。考えすぎだ。何もかもをそんな風に考えつめていたら、誰もが死亡フラグの保有者だ。

　それに、私に限って、この世界で命を賭けることなどまずありえない。

　例えば、彼氏いない歴れきイコール年ねん齢れいの私が、万が一、燃える恋こいに憂うき身を窶やつしたとしよう。だが、私は、元の世界へ戻る手段さえ手に入れば迷うことなく戻る。

　どれだけ相手が愛いとおしかったとしても、気が狂くるうほどのめりこんでいたとしても、それでも私は元の世界へ帰ることを諦あきらめたりなどしない。命を賭けてもいいというほど愛する者は、あちらの世界に全部置いてきた。

　祖父。両親。兄弟。百日。──もう一度家族に会うために、この命を繫ぐ。野垂れ死になどしない。この世界で命を散らすなど、絶対に、ありえない──。

（……、あれ？）

　私は。

　どこかで、似たような思案をした、気がする。

　目の前の現実が急激に「景色」へ成り下がる。遠のく音の中、鮮せん明めいに響ひびくのは心臓の鼓こ動どう。強きよう烈れつな既き視し感かん。自由な手で頭を抱かかえ、目を閉じる。──違ちがう、あれは、こんな暗くら闇やみじゃない。いいや暗闇だった。美しい柔やわらかな色をした空の下の──違う、蛇へびがのたうつ地面の──。
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──馬鹿だね、君は。

──これは誰も喜ばない。最低の選せん択たくだ。






　違う。これは運命だ。

　自己満足でも何でも構わない。愚ぐ者しやとでも何とでも呼べばいい。

　私は愛しただけだ。私の持ちうる全すべてをかけて、愛しただけだ。
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「──……、え？」

　素すっ頓とん狂きような声と共に、幻げん想そうはぷつりと途切れる。目の前には訝いぶかしげな顔をした男が一人。濃こい紺こん色いろの髪かみの、青い目をした男──、──……、ああ、そうだ、そうだった。ぬるぬる国王子のニュクス様だった。何度か瞬まばたきをして、周囲を見回す。豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた無駄に広い客室。側そばに控ひかえている……というよりは突つっ立っていると言った方がしっくりくる様子の使用人の青年。ここはクウェンティンの王城。私は茉莉。林りん道どう茉莉。

　白昼夢。しかも、いつか見た夢と同じ内容。今までそんなものとは縁えんのない生活を送っていたが、室内でも突とつ然ぜん襲おそってくるものなのか、知らなかった。ほう、と細く長いため息を吐はき出す。ばりばりと頭を搔かき毟むしり、「ええと」と呟つぶやく。


──何の話してたんでしたっけ？

──……。

──ああ、私がレーガン様を殺す云うん々ぬんでしたっけ。ありえませんよ絶対に。だって貴方あなた、言ったじゃないですか、ご自分で。私の周囲の評判は最悪だと。今ここでレーガン様の後ろ盾だてを失ったら、私は路頭に迷う羽目になります。そうなったら、元の世界に戻もどれない。……私は、何が何でも戻りたいんです。家族の顔をもう一度見るためなら、何を言われようと耐たえる。私の命、この世界で散らすわけにはいかない。だから貴方が危惧しているようなことは絶対に起こらない。

──……では、もし、レーガンを殺せば元の世界へ戻してやると言われたら？

──コンさんはそんなこと言いませんよ。

──あの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しじゃなくとも、召しよう喚かんの魔ま術じゆつは使える。魔術を行使した痕こん跡せきも、隠いん蔽ぺいする手が全くないわけではない。



　レーガン様殺害の一番の近道は、私を利用すること。そのために帰き還かんを餌えさにする魔術師が現れるかもしれない。……と、あらゆる仮説を考え、あらゆる可能性を危惧する。王子様っていうのは全員こんなのばかりか。考え過ぎるから、簡単なことを見み逃のがすのだ。

　ため息をつき、子供を諭さとすようにゆっくりと、嫌いやみったらしく言ってやる。


──ではお聞きしますが、王子様の寝しん室しつに召喚された異世界の娘むすめ、なんて実に政治的に都合のいい話、一体何処どこの誰が信じてくれるんですか？　何処の誰が、真ま面じ目めに考えて、元の世界のことを調べてくれるっていうんですか？　そんな物好き、私は現在たった一人しか知りません。勿もち論ろんレーガン様じゃありませんよ、あの人は眠ねむりさえ提供するなら私の主張が噓うそでも本当でも構わないって人でしたから。コンさんだって完全に疑いを消しているわけじゃなさそうですし。それでも不ふ審しん極きわまりない私がここでこうしていられるのは、腹裂さいて中身を見せて潔白を明かしたからでも、誑たぶらかしたからでもありません。ここまで時間をかけて、接して、ようやく信じる気になってくれて、今の私と周囲の関係が成り立ってるんですよ。突とつ然ぜんぽっと出の魔術師に〝レーガン様を殺せば元の世界に戻してやる〟なんて言われたって信じません。万が一億が一本当の話だったとしても、そのころには既すでにコンさんが帰還の手立てをつかんでいるでしょうよ。

──随ずい分ぶん信用しているようだな。仲が悪いと聞いていたが。

──喧けん嘩かするほど仲がいいんですよ──と言ったらコンさんが嫌いやがりそうですね。……そりゃあ信用しますよ。だって。



　ぱっ、と、ニュクス様から手を離はなす。心の繫つながりが解け、言葉も感情もわからなくなる。

　何をするつもりなのかと、薄うす笑わらいを浮うかべて私の動向を見つめるニュクス様に、にこりと最上級の笑え顔がおを向け、大きく息を吸い込む。あくまでも朗ほがらかな口調で。そう自分に言い聞かせ──吐き出す。

「いい加減にしろ、王子だからっていつまでも思い上がるな。何が暗殺者だ何が取引だ、つい先日異国から来たばかりの男が知ったような口で言っても説得力が無いわ。散々引っかき回した挙げ句が毎度お馴な染じみレーガン様至上主義の一派か。どうせ気を遣つかうなら深夜まで酒飲ませるな、ストレスかけるな、余計なことする前に大事だ心配だと伝えればいい。面倒くさい」

　始終友好的な笑顔を浮うかべたまま親しげな声で言い連ねた。まだまだ他ほかにも言いたいことはあったが全部吐き捨てると明日になりそうなので途中で切り上げ、再びニュクス様と手を繫いだ。ぽかんとして目を瞬かせているニュクス様とは対照的に、私の心はしばらくぶりに清すが々すがしい。


──どうですか？　この世界の何処にも存在しない、得体の知れない言葉を延々垂れ流されるご気分は。これが私の言葉です。そして、疑いながらも私の世界を調べ尽力してくれた魔術師はコンさんです。今じゃ世界で一番私の世界に近い人ですよ。信用するに決まってるじゃないですか。



　手を繫いでいるなら必要はないが、あえてそのまま口でも話を続けた。コンさんに面と向かって言うのは癪しやくだが、少なくとも私を神み子こだ何だと決めつけてまともに話を聞いてくれない輩やからに比べれば、ようやく痴ち女じよという見方を考え直し始めたコンさんの方がずっと信頼出来ると思っている。

　気き恥はずかしい台詞せりふを言い終わったところで一つ咳せき払ばらいをし、改めて断りの言葉を口にした。


──繰くり返しますが、私にレーガン様を害する気はありません。……ですから余裕のない人間を追い詰める真似まねはもう止やめてください。

──追い詰める？



　ニュクス様の眉み間けんに皺しわが寄った。

　レーガン様を取り巻く環境をこれ以上悪くしたくないというニュクス様の言葉に噓うそはないのだろう。他国の王子の立場では常に側に居てやれることは出来ないが、せめてこの国に留とどまっている間に少しでもレーガン様にとって良い環境を整える手助けをしたい──そんな気持ちも魔法円を通して伝わってくる。

　だがその気遣いによって悩み追い詰められるレーガン様を見た後では、手放しに尊重する気になれない。


──外聞の悪い方法で眠りを得ていることに最も失望しているのも、ごく自然に眠りたいと思っているのも、他でもないレーガン様本人です。……他人がわざわざ責め立てるまでもなく、眠れなくなるくらいに自己嫌けん悪おしてましたよ。あの人。

──ならばお前が身を引いてくれ。レーガンがこのまま睡眠欲に負けて身を滅ぼす前に。

──睡眠欲が満たされず精神が滅びかけていたからこそ外聞が悪いとわかっていても止められない、とは思わないんでしょうかね。……それに、目を逸そらしていては駄だ目めだとわかっていても立ち向かえない時だってありますよ。



　自分が異世界にいる、という現実を受け止められていなかったことに気づいた瞬間の記憶が頭を過よぎる。そして、城下に降りてからもう一度同じ痛みを味わったことも。

　身を切られるような現実を受け止めるには、きっと自分で思うよりずっと精神を削らなければならないのだろう。真正面から立ち向かうだけが方法じゃない。目を逸らし、受け流しながらやり過ごして慣れてゆくしかないものもある。

〝一時現実を離れたくなったら俺を利用しろ〟と言ったレーガン様の声が頭を過ぎった。……自分でも言い表しがたかった弱い気持ちを汲くみ取り、不器用ながら気遣ってくれた。そして最後には一時得た安あん眠みんに報むくいるため今後の眠ねむりを諦あきらめようとすらした。

　真っ直すぐにニュクス様の目を見み据すえ、気持ちで言葉を紡つむぐ。


──あの人は私の足場を作ってくれました。一国の王子の足場をただの小こ娘むすめが同じように作れるわけがありませんが、心を砕くだいてくれたあの人のために出来る限りのことをするつもりです。やり方も考え方も違ちがいますが、慮おもんぱかっている対象自体は貴方と同じです。

──……。

──私を信じろとは言いません。ただ本気でレーガン様を案じていらっしゃるのなら、今はゆっくり眠らせてあげてください。しばらくしたら、貴方の望み通り外聞を気にする余よ裕ゆうも冷静な判断をする心のゆとりも出来るでしょう。



　言いたいことは全て言った。後は相手の対応次第だ。

　ふうっと息を吐はき、退室するため席を立って踵きびすを返す。扉とびらの側に立っていたコンさんは、珍めずらしく困こん惑わくも顕あらわな表情で私を見つめていた。何事かと思ったが、すぐに例の〝信用するに決まってる〟発言が原因だと思い出した。気き恥はずかしさについ足を止めて視線を背そむける。

　……と、扉の取っ手に手をかけたところで板一枚隔へだてた向こう側から何やら荒あらい足音が聞こえてきた。足音は早い速度で近づき部屋の前で止まった途と端たん、足音の主は中の人間に入室の許可を伺うかがうこともせず乱暴に扉を押し開いた。

　そこにいたのは──レーガン様だった。

　群ぐん青じよう色の髪かみを僅わずかに乱れさせ、鋭するどい光を帯びた紫むらさきの瞳ひとみを真っ直ぐにニュクス様へ向けている。普ふ段だんの何処どことなく儚はかなげな雰ふん囲い気きからは考えられない、周りに威い圧あつ感かんを与あたえる言いしれない迫はく力りよくが漂ただよっていた。

　客室にいる全員が呆あつ気けにとられている中、彼は無言で私の手を引いて背中の方へ押し込んできた。顔は真っ直ぐニュクス様を睨にらんだまま、よく通る声ではっきりと宣言した。


──クウェンティン国の王子として警告する。マツリ・リンドウは我が国が保護した異世界人だ。彼女は引き続きこの国での保護を望んでいる。これ以上の強引な接せつ触しよくは避さけ、分別ある行動をしてもらいたい。貴国が我が国の良き友であるならば。



　言葉こそ事務的だが、それを語る声は酷ひどく冷ややかだ。そして繫がれた手から伝わってくるのは、レーガン様が隠かくすつもりもないたっぷりの裏を持たせてその言葉を口にしているという真意だ。──クウェンティン国とニールリュル国の友好関係を保ち続けたいのなら手を引け、と。

　重々しい張り詰つめた沈ちん黙もくが満ちる。王族達の無言の駆かけ引きの中、私のような一いつ般ぱん人は呼吸の音を立てることすら畏おそれ多い。

　やがて沈黙を破ったのはニュクス様だった。彼はか細いため息をついて目を伏ふせ、普段の芝しば居いがかった素そ振ぶりもなく淡たん々たんと言った。


──わかった。マツリ・リンドウはそちらの保護対象だ。



　それを聞き届けると、レーガン様は私の手を引いたまま踵を返した。一いつ瞬しゆん振ふり返った時、ニュクス様はじっとレーガン様の背中を見送り、彼の側に控ひかえていた従者の青年は卒そつ倒とうしそうな程ほどに顔色を悪くしていた。

　客室を出てしばらく歩き続ける。兵士達やコンさんとトイは付かず離はなれずの距きよ離りでついてくるので、ちょっとした行列になっている。

　賓ひん客きやく用の部屋が並ぶ区域から十分離れたところでようやくレーガン様は足を止め、私と向き合った。ふうっと深いため息をついた後、彼は真っ直ぐ私の目を見据えた。


──聞いた通りだ。お前の身み柄がらは何があろうとクウェンティン国が守る。今後ニュクスが接触してきた時は報告してくれ。法に則のつとり適切な処置をとる。

──は、はい。……でも、いいんですか？

──安心しろ。お前の願いを除いたとしても、あちらの対応は間ま違ちがいなく不適切だ。非常識だと責められて当然の振る舞まいをしている。……だから、変に自分を責めたりはするな。



　気き遣づかっているだけではない、王子としての冷静な見方でも言い含ふくめられ、ただこくりと頷うなずいた。


──何というか……レーガン様って本当に王子様だったんですね。



　真夜中に虚うつろな顔で寝しん室しつに現れるレーガン様と同一人物だとは思えない程の凄すさまじい迫力だった。我ながら間の抜ぬけた感想を述べてしまったが、後こう悔かいしてももう遅おそい。レーガン様は目を瞬またたかせ、ややあってふっと小さな笑いを零こぼした。


──お前にその台詞せりふを言われるのは、不思議と悪くないな。

──は……？　……えっと、少々タイミングがずれてしまいましたが……ありがとうございました。

──一応は〝本物の王子様〟らしいからな。



　言って、レーガン様は再び歩き出した。今度はゆっくりと、私に歩調を合わせて。

　……本当に、王子様だ。御お伽とぎ話ばなしの中のそれとは比べものにならない。

　何気なく浮うかんだ心からの感想に、レーガン様はまた笑いを滲にじませた。
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　一騒そう動どう起こった後でも仕事の時間は通常通りやってくる。

　慌あわただしい夕食の支し度たくが終わり、憩いこいの夕食を満まん喫きつした後はいそいそ休きゆう憩けい室へ移動した。私に続きホイットやメル、待ちきれない様子のトイも休憩室に集結した。

　邪じや魔まにならないよう隅すみっこに置いた簡易冷蔵庫の注意書きは、誰だれにも剝はがされていなかったし、誰かが触ふれた形けい跡せきもなかった。

　被かぶせた箱をあけると、冷気が解放されて頰ほおを撫なでる。……うん、いい感じに冷えている。久しぶりに見る美しい白と黒のコントラストに、ほうと甘いため息が零れ落ちた。

　よく冷えたティラミスの器うつわを抱かかえて調理室へ戻もどると、ホイット達に加えてブリジットさんも調理場に立っていた。彼女はティラミスを見て感心したような声を上げ、私の手を取った。


──完成したんだって？　綺き麗れいなお菓か子しだねえ！　あたしも試食に加わって構わないかい？

──どうぞどうぞ。でもまだ美味しいかどうかわかりませんよ？　何たって試作品第一号ですし、これから改良が必要やもしれませんし。

──試食は元々そういうものだろう？　大だい丈じよう夫ぶだよ。



　と、ブリジットさんは華はなやかな笑えみを浮かべた。彼女の言葉を聞いて自分の取り分が減る、と思っているらしいトイは、暗い顔をしてため息をついた。最初と正反対の反応だ。

　テーブルの上にティラミスの器を置き、人数分の皿を出す。皆みなもそれぞれフォークを出したりお茶を淹いれたりと自主的に動いてくれたので、早々に準備が整った。各おの々おの着席する中、私は身分が上の人間ばかりに囲まれて緊きん張ちようしどおしのメルの隣に座ることにした。

　さて、いよいよお待ちかねのティラミスだ。早さつ速そく取り分けよう。

　大きめのスプーンを手にし、ざくりとティラミスに突き立てる。形を崩くずさないよう丁てい寧ねいに、丁度いいサイズに取り分ける──つもりでいた。つもりでいたのだが、どうしてもぐっちゃりとした形になってしまう。

　白と黒の断層が美しいデザートだから、本当なら透とう明めいで小さめの器に一人分ずつ作ればいいのだけれど、試作品だし友達同士で和わ気き藹あい々あいと食べるものだし、と、大きい器でまとめて作ったのが徒あだになった。周囲の微び妙みようそうな表情はなるべく見ないようにする。

「た、食べてしまえば同じことさ。早い所試食しよう。いただきまーす」

　両手を合わせて言う。フォークを手に取り、すっかり見てくれの悪くなったティラミスもどき試作品一号をすくい取る。ゆっくりと口に含ふくみ、舌の上でとろける味わいを、記き憶おくの中のティラミスと比べてみる。ココアパウダーもどきのほろ苦さと、クリームの濃のう厚こうな甘さ、スポンジにしみこませたコーヒーもどきの香り。

　……ああ懐なつかしい。初めてティラミスを作った時、それはそれは、いっそ見事なまでの失敗作が出来上がって、家族全員を沈ちん黙もくさせたんだった。今目の前にあるティラミスもどきより更さらに悲ひ惨さんな見てくれだった。

　三回目でようやくそれっぽく仕上がった時は、家族全員が我われ先さきにと奪うばい合い、結局私の分はさほど残らなかったけれど、嬉うれしくて嬉しくて仕方がなかった。

　ティラミスにまつわる記憶が頭の中を駆かけ巡めぐり、じんわり涙なみだが滲にじむ。

　しかし、郷きよう愁しゆうの思いとはまた別として、ティラミスもどきの味だけを取り上げれば……当たらずとも遠からず、というところだ。世界が違ちがうことを考えれば、これだけ近い味を再現出来ただけでも奇き跡せきだ。愛いとおしい故郷に少し触れられた気がして、十分満足した。

　……。いや、待て。ここで妥だ協きようしてはいけないんじゃないのか？　本物のティラミスを知っているのは私だけ、つまり、ここからは私の味覚と知識と腕うで前まえが不可欠な領域なのだ。ここで妥協しては永遠に「当たらずとも遠からず」のまま、本物の味を楽しめる日は来ない。

　……強しいて言うならば少しコーヒーの香りが弱いかもしれない。私の世界のコーヒーとは違って煮に出だして作ったものだから、勝手が違うのは仕方がない。今度は豆の量を増やすか、長めに煮に詰つめるかしよう。

　色々考えつつ、ちらと周囲の様子を窺うかがう。未知のデザートを前にして、表現できない微妙な表情を浮かべている一同。

　ティラミスのために多大な労力と資金を使ったトイが、先せん陣じんを切ってフォークを手に取り一口ティラミスもどきを放り込んだ。

「……っ!!」

「ど、どう？」

「……っ、……!!　ヴァイヤーナっ！」

「は？　ば、ばい……？」

　目をきらきら輝かがやかせてトイが叫さけんだ、その言葉の意味がわからない。マズいっ！　と言ったのか？　甘過ぎっ！　と言ったのか？　咄とつ嗟さにブリジットさんを見ると、妙みようにおかしそうに唇くちびるを吊つり上げて私の手を握にぎった。


──驚おどろいた。あんたが真っ先に覚えてそうな言葉なのにねえ。

──え？……お腹なかが減った、とかですか？

──ふふふ。……美味しいヴアイヤーナ、だよ。

──！　よ、よかった…！



　これでマズかったら、トイに顔向け出来ないところだった。何せ資金提供から食材探しから、ありとあらゆる面で頑がん張ばってくれたのだから。

　トイはティラミスを頰ほお張ばったまま、がっしりと私の手を摑つかんだ。言葉よりも流りゆう暢ちように伝わる感動と衝しよう撃げき。何度も繰くり返される「美味しい！」の声。そこまで喜んでもらえるとは。心底ほっとした。

　続いてメルやブリジットさん、ホイットもティラミスもどきを口にし、目を見開いて驚く。ヴァイヤーナ、という言葉が、次から次へとあがり、最初は不信から滞とどこおりがちだった手が、遠えん慮りよのないものになる。


──おかしいな。久しぶりに元の世界を懐かしめるデザートが目の前にあるというのに、どうしてだか、目は周囲の笑え顔がおばかり映したがる。皆の喜ぶ顔にばかり、心躍おどらせてしまう。



「……何処どこ行っても、私は私だなあ…」

　小さく呟つぶやいて、また、ティラミスを一口含む。ほろ苦い甘さが、心にまで染しみ渡った。
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　夜になり、いつも通り寝ね間ま着きに外がい套とうを羽織って客室を出た。後ろにぴったりとついてくる見張りの兵士二人の様子を目で探りつつ、レーガン様の寝しん室しつへと向かう。

　寝室の前まで辿たどり着くと、更さらに寝室を守る衛兵が二人佇たたずんでいる。彼らは私の後ろにいる兵士二人に敬礼し、いつも通り番を交代して去っていった。残された二人は先さき程ほどまで鎧よろい兜かぶとが立ち尽つくしていた場所に移動し、置物の如ごとく動かなくなる。

　ではおやすみなさい、といつも通りの言い方で挨あい拶さつをして、そそくさと扉とびらをくぐろうとする。と、不意に視線を覚えて横を見る。……恐おそらく中身はアルジャンさんであろう鎧兜が、じっとこちらを──正確には私の腹辺りに視線を注いでいた。

　僅わずかに視線が絡からみ合った後、アルジャンさんは再び兜かぶとを正面へ向けた。……これは恐らく気づいた上で見み逃のがしてくれたのだろうなと思い、小声で感謝の言葉を述べて部屋に入った。

　室内の窓まど際ぎわの椅い子すに腰こし掛かけて待つことしばし。久方ぶりにそれほど遅おそくならずレーガン様が寝室へと戻もどってきた。私へ歩み寄ってくるレーガン様に向かって無言で指を一本唇くちびるにあて、不用意に喋しやべらないよう釘くぎを刺さした。

　彼は眉まゆを顰ひそめたが、私がそっと机の上に置いた物に気づくと途と端たんに目を丸くした。

　ごく小さな硝子ガラスの入れ物から見える、綺き麗れいに積み重なった黒と白の層。──ティラミスだ。レーガン様に言うつもりはないが、服の中に隠かくして持ち込んだものの時を止める魔ま術じゆつのお陰かげで未いまだひんやりと冷えている。

　レーガン様は目の前にあるものをまじまじと見つめながら、私の手に触ふれた。


──これは……何だ？

──ティラミス……お菓か子しです。結構美味おいしく出来たので持ってきました。……特に、今日は色々お世話になりましたし。



　王子という立場の防犯上飲食物を持ち込むのは不味まずいとは思ったのだが、これくらいしかお礼の術すべが見つからない。常つね日ひ頃ごろから美味しい物の話だけをして現物は見せず終じまいだったので丁度いいと思ったのだが……やはり駄だ目めだっただろうか。先程からレーガン様がティラミスを凝ぎよう視ししたまま一言も発してくれない。


──え、えーと。……あの、毒なんか入ってませんからね？　既すでにブリジットさん他ほか三名と私で食べた物ですし。何なら今から私が毒味をしますよ。



　まずは安全確認をすべきかと考え、ティラミスに小さなスプーンを差し入れる。すくい取ったそれを口元に運ぼうとしたが、突然その手を捕えられた。不意にレーガン様が顔を近づけてきたかと思うと、彼は私の手を握ったままスプーンの上のティラミスを頰張った。


──ああ……美味いな。香りがいい。この匂いには覚えはあるんだが……何だったか。

──……。え、えーと。スパイスです。豆の。

──なるほど、あれか。……面白いことを考えるものだな、お前は。

──……。……毒味、するつもりだったのですが。

──しなくていい。減る。



　言って、彼は私の手から硝子の器を受け取り残りのティラミスを食べ始めた。……コンさんが見れば間違いなく怒るだろう光景だが、不謹慎なことに少し嬉しいと思う自分がいた。

　私がやったことも、レーガン様がやったことも、王子という立場を考えれば本来なら生死が関わる危険な行為なのだろう。きっとそれは正しいのだろうし、私もレーガン様も軽はずみなのかもしれない。

　それでも美味しいと言って貰えたこと、信用してもらえたことが純粋に嬉しい。

「……周囲に疑いを向けずに済む環境なら、きっとよく眠れるんじゃないかと思いますよ」

　ぽつりと呟く。部外者の勝手な言い分だとわかっているから、手は繫がないままで。





──気付けばティラミスの器は空になっていた。






　……何事も疑ってかかる、のは、王子様という立場の人間なら当然なのだろう。そうでなければ生き残れない世界なのだろう。私がやったことを含め、「これ」は全すべて、王子様にとって死活問題だ。まさに、生死を分ける危険な行こう為いだ。

　……けれど、それでも、毎夜悪夢に魘うなされるくらいなら、誰だれも信じられない環かん境きようは変えた方がいいんじゃないかと思う。部外者の勝手な言い分だとわかってはいるが。

　私は変わる。

　彼は変わることを恐おそれる。

　彼は変わらない。
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　変わらない、と思っていた。

「不変なんてない。……言ったのは私でしたね、そういえば」

　きっと〝王子様〟も変わる。

　良い方向であれ悪い方向であれ、変わるのだ。

　いつの間にか寝ね息いきが聞こえ始めた。彼の不安は泡沫うたかたに消え、私もまた、つられて眠ねむりの世界へ旅立つ。




　翌日になり、朝が過ぎ昼になってもニュクス様及およびその関係者が接せつ触しよくしてくることはなかった。静かだ。恐ろしく静かだ。あまりにも何もしてこないので知らない間に帰国したのかと思ったが、まだしっかり滞たい在ざいしているらしい。




　ひとまずは久方ぶりの平穏な昼食を楽しみ、カシェの最後の一口を咀そ嚼しやくしている時、メイドさんとブリジットさんが食堂に入ってきた。

　最初、二人は一足遅おくれて食事に来たのだと思った。だがしかし、どうもそのメイドさんの身のこなしは、野菜洗いの子たちとは違った。しなやかで無む駄だがない。もしかしたら、トイ以上に。

　彼女は優ゆう雅がな足取りで真っ直すぐにテーブルの方へ歩み寄り、一礼した。誰に？　きょろきょろ周囲を見回すが、メイドさんが頭を下げるような人物はいない。精々彼女の後ろで困こん惑わくの表情を浮うかべているブリジットさんくらいなものだ。

　だが、彼女は今、前を見ている。──私を見ている。

「え、ええええええ……」

「シィラーサ、スイ・マツリ。ユウ・ディ・×××・×××××、スイ・クヴィネ」

「く、クビね……っ!?　いきなり首切られたっ!?」

　レーガン様、城から追い出すつもりなのだろうか。ざあっと体中から血の気が引いて、目の前が真っ暗になる。食べたものが全て逆流しそうな不快感に、胃がざわつく。……ここで吐はいたら駄だ目めだ。皆みなに心配をかけてしまう。

　何度か深呼吸をしているうち、ふと、「クビね」の言葉の前に「スイ」と言っていたことに気がついた。スイは「～様」と、人を丁てい寧ねいに呼ぶ時、つまり固有名詞の前につけるものだ。

　ということは、先ほどのあれは、解かい雇こ通告ではない。クビね、という紛まぎらわしい名前の人を指していたのだ。

　気づいた瞬しゆん間かん、思わず安あん堵どのため息をついてしまい、メイドさんは眉まゆを顰ひそめた。隣となりに座っていたホイットが蒼そう白はくになって私の手をつかむ。


──何、ため息ついてんだ馬ば鹿か！　ヤバいぞ！　もうちょっと背筋正せ、真ま面じ目めな顔しろ、口の周りを拭ぬぐえっ！

──え、何、このメイドさん、そんなに偉えらい人なの？

──おおおいあの人の話を聞いてなかったのか……ってそうだったっ、まだまだ言語能力低かったんだったよなお前っ！　すまん！　あの人が現れた時、すぐに手を繫つないでやるべきだったっ！　不ふ甲が斐いない兄ちゃんを許してくれっ！

──誰が兄ちゃんだよ、年下め。

──あの人はなあっ、王おう妃ひの侍じ女じよだよっ！　何か知らんが、クヴィネ王妃がお前に用があるから、ブリジットさんと一いつ緒しよに王妃の私室に来いってさっ！



　ああ紛らわしい名前のクビねさんって、王妃様の名前だったのかあ。クヴィネ王妃ねえ。ふうん。……。

　王妃？
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　……というわけで現在に至る。

　いや、自分でもさっぱり状じよう況きようがわかっちゃいないのだけれど。王妃様が一体私に何用なのでしょうか。王妃様に触ふれるなぞ恐れ多いということなのか、私はブリジットさんと手を繫ぎ、ブリジットさんを介かいして王妃様の言葉を聞いている。


──〝新しく入った料理人の評判は聞いている。何でもトラジェの料理長にも気に入られているんだとか。ならば是ぜ非ひ一目会いたいと思った〟……。王妃様、言い訳するより早く本題に入りたいんだろうに。

──……、まあ、無理がある理由ではありますが、それにしたって王妃様が私に用事って、想像がつかないのですが。

──一個あるだろう。王妃様があんたを気に留める理由が、たった一つ。

──……。ああ！



　そうだった、王妃様ということは国王様の奥様で、ということは第一王子のレーガン様のお母様というわけだった！

　そしてあの〝抱だき枕まくら〟の噂うわさも、耳に入らないはずがない。何故今の今までその理由が思いつかなかったのか、私の頭は。私だって、もし百日が見知らぬ男性を抱き枕にしていたら、男性共々正座させて半日くらいたっぷり説教してやるだろうに！

　凍こおりついた私を余所よそに、ブリジットさんと王妃様は〝言い訳〟の会話を続ける。ええ素す晴ばらしい人材が来てくれて大助かりです、だとか、今度噂の不思議なお菓か子しとやらを口にしてみたいものですわ、だとか、云うん々ぬん。

　……ああもういっそ叱しかり飛ばしてください、生殺し状態は正直しんどいです。レーガン様のお母様の前に立っている。それだけで何やら恥はずかしくて居い心地ごこちが悪い。

　にしても、レーガン様はお父様の遺伝子をより多く受け継ついでいるらしい。髪かみの色も目の色も違ちがう。目が覚めるような美び貌ぼうは同じだが、同じ美貌でもタイプが違うように思う。レーガン様がクールビューティーなら、こちらはゴージャスビューティー。レーガン様が月と星なら、こちらは太陽。

　母子二人で並んだら相当な迫はく力りよくだろうな。朝から晩まで、世界の一日一日を見守る、月と太陽の親子か。

　考えているうち、ブリジットさんと王妃様はいつのまにか会話を止やめていた。

　王妃様はすっと立ち上がり、優雅な足取りで近づいてきて、私に手を差し出した。ほっそりとした、真っ白で綺き麗れいな手だ。

　……握にぎった瞬間「月のない夜は気をつけろ馬の骨！」とか聞こえたらどうしよう。初期トイのトラウマが蘇よみがえり、身構えながらその手を握り返す。


──レーガンをよろしくお願いします。……私は、何もしてやれないから。

──……。へ？



　恐らくは、本日のお呼び出しの本題であるはずの言葉は、あっという間に終わってしまった。

　王妃様の侍女に促されるまま、部屋を出る。王妃様の複雑な心の声が気にかかって、扉とびらが閉まる前に振ふり返ったが、彼女の完かん璧ぺきな微笑ほほえみからはあの混こん沌とんとした感情は感じ取れなかった。

　ふう、とブリジットさんのため息。肩かたの力が一気に抜ぬけてゆき、つられて私もため息をつく。


──……で、本題はレーガン様のことだったんだろう？　王妃様、何だって？

──……よろしくお願いされました。……あの、王妃様が、何もしてやれないって言っていたんですが、どういう意味でしょうか？　レーガン様と王妃様、仲悪いんですか？

──……。それは──。



　ふつり、とブリジットさんの言葉が途と切ぎれ、代わりに張り詰つめた警けい戒かい心しんが伝わってくる。ブリジットさんの険しい視線を辿たどれば、……なるほど、通路の真ん中、後ろに数名のメイドを連れ、第一調理室のおっさんが仁に王おう立だちしていた。

　メイドたちが引いているカートの上には王妃様の朝食らしきものが載のっている。運悪く、おっさんの朝食の説明回りと鉢はち合あわせてしまったらしい。

　おっさんはエラの張った厳いかつい顔を不快そうに顰め、ゆっくりと口を開き、何かを言おうとした。

　声が声として発せられる前に、ブリジットさんは私の手を離はなし、何を言っているのかわからないようにしてしまった。……ああ、またか。また、言葉を誤ご魔ま化かすことで守られる。悪意はどうしたって伝わるものなのに。

　黙だまっておっさんの顔を見つめる。冷えた眼まな差ざしは、女め狐ぎつね、と、明めい瞭りように言っていた。




「第一王子の次は王妃に取り入る魂こん胆たんか。末すえ恐おそろしい女狐だな、全く」

「……王妃様に、ご自じ慢まんの料理を説明したくてうずうずしてるんだろう。この子につっかかる暇ひまがあるなら、さっさと運んで差し上げたらどうだい。ただでさえあんたの長い説明の間に料理は冷めちまうんだからさ」

「ふん、言われなくてもそうする」


──という会話を、勿もち論ろん、私が聞き取れるはずもないが。
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（……刺とげ々とげとした空気は、わかるんだよなあ）

　おっさんの悪意の矛ほこ先さきがこちらに向いていることは、会話の内容が理解出来なくてもわかっている。悪意は透すけて見えるのですよ、と、いつだったか口にした言葉を再び繰くり返す。

　私を守るために、ブリジットさんが代わりに嫌いやな思いをしている。本来ならば、私が受け止めるべき言葉なのに。

　ニュクス様の、私は何も知らないと言った声が、繰り返し頭の中で再生される。

　何も知らない。

　温かい場所の外で何を言われているのか。

　妖よう精せいの真実は何処どこにあるのか、私が触れてはいけなかったのは何なのか。

　おっさんが王妃様の部屋に入ろうとする前に、手を突つき出した。ブリジットさんの制止の声を無視し、真っ直ぐにおっさんの厳つい顔を睨にらみつける。

　──ああそうだ、私は、悔くやしかったんだ。余所からぽっと出てきたような男に「何も知らない」なんて言われて、実際それは本当のことだから言い返せなくて、悔しいからムキになって、聞かなくていいことまで聞こうとしている。

「嫌いやみが言いたいなら、直接言え」

「……、×××××、×××」

「どうせ薄うす汚ぎたない愛人には触さわりたくないとか言ってるのでしょうけれど、いい加減、周囲の人達に嫌な思いさせるのは嫌なんです。好きなだけ、直接言って、それで終わりにしてくれませんか」

　日本語が相手に伝わるわけもないが、挑ちよう戦せん的な声こわ色いろだけは伝わるはずだ。おっさんはきゅうと眉まゆを上げ、そして、不意に私の手を握った。

　ふつり、と。

　世界が、途切れる。

　弱い心は、強い心に、支配される。

　さぞやいい気分だろう、第一王子を踏ふみ台にして地位と名声を手に入れた気分は。

　王族とランビリズマ家の庇ひ護ごの下、他国の第一王子と会食、クウェンティンの王妃の目に留まり、トラジェの経営者夫ふう婦ふに取り入る。

　最初から愛人などでおさまる腹ではなかったのだろう、紛まがい物の第一王子を利用して全すべてを手に入れるつもりでいたのだろう。

　だが勘かん違ちがいするな。トラジェの料理長は相手が誰だれであろうと教えを乞こう誇ほこりの欠片かけらもない男だ。お前は特別ではない、汚けがらわしい愛人だ。

　所しよ詮せんは第一王子とは名ばかりの下等な血をひいた半はん端ぱ者を騙だませても本物の貴婦人である王妃は騙せまい。

　ブリジット・ランビリズマやニールリュルの第一王子程度がいつまでもお前を守れると思うな。思い上がるな。取るに足らない無価値な小こ娘むすめがいつまでも特別扱あつかいされ続けるわけがない。

　現実を見ろ。鏡に映る卑いやしい我が身を直視しろ。そして清潔なこの場所から出て行け。出て行け！


──だったらお前が私を家族の許もとへ帰してくれよ。



　一いつ瞬しゆんのうちに蘇った温かい家族の顔。お母さん。お父さん。お爺じいちゃん。お兄ちゃん。可愛かわいい弟たち。──百日ももか。

　家族の許へ帰れるというのなら、喜んで消えてやる。お前の目の前からも、この、寂さびし過ぎる世界の中からも。

　反射的に出た囁ささやきはまるで子供の泣き声のようで、激しい憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おと侮ぶ蔑べつの前にはあまりにも弱々しかった。だが、あまりにも切実な悲しみは、全ての激情の中で酷ひどく存在感をもって暗い闇やみに落ちる。

　沈ちん黙もく。その間に呼吸を整え、手を振り払はらう。

　呆あつ気けなく途切れた繫つながりと、急速に私の下へ戻もどって来る身体からだの支配権に、眩暈めまいがする。それでも、全身の力を振り絞しぼり、おっさんを睨みつける。

「……、これで満足ですか」

　相手の返事など待つつもりはなかった。踵きびすを返し、一人通路を歩いてゆく。
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　相手は嫌いやみが服を着て歩いているような男だ。真にうけてどうする──とわかってはいるものの、やはりあれほど悪あし様ざまに言われれば誰だれでもめげる。何となく気落ちしたまま夜が来て、レーガン様の寝室へ行く頃ころ合あいになった。支度をして部屋を出ようとすると、何か外でもめるような声がきこえてきた。恐おそる恐おそる扉とびらを開けて外をのぞき見ると、そこにはニュクス様が護衛も従者も連れず独りで立ち、私を見張っている兵士達と何か言い合いをしているところだった。

　ニュクス様は私が顔を出したのに気づくと、例のうさん臭くさい微び笑しようを浮うかべた。

「シィワール、スイ、マツリ。×××、×××××？」

　言葉はわからない。が、何となく話をしたくてここへ来たのであろうことは察した。それも、たった一人で来てまで話したい内容の。

　ひとまず扉を開き、体を引いて中へ入るよううながした。とまどう兵士達を横目にニュクス様はすぐさま室内に足を踏ふみ入れ、扉を閉めた。

　差し出された手を握にぎると、感情は読みにくいくせに無む駄だにほがらかな声が響ひびいた。


──こんばんは、マツリ。

──こんばんは。さて、レーガン様の警告を無視してまで来たのは一体何が目的ですか？

──そう恐こわいことを言うな。何、明日あした帰国する予定なんでな。最後にあいさつでもと思っただけだ。

──あいさつ？



　思わず疑わしげな声をあげた私を、ニュクス様は笑った。笑って、そして──急に表情を消した。


──そう。これは俺の話であり、レーガンの話でもある。俺は、フォンセを信しん仰こうしなければ、ニールリュルでは生きていかれない存在なんだ。



　淡たん々たんと言うニュクス様の表情には、何の感情も見受けられなかった。飄ひよう々ひようとした噓うそくさい笑え顔がおやら、時折垣かい間ま見みえる冷えた眼差しやら、兎とに角かく何かしらの「表情」を常に張り付けている男にしては珍めずらしい。彼の言う通り、繊せん細さいな話の予感がひしひしと伝わり、自然と背筋が伸のびた私を、彼は笑う。唇くちびるを歪ゆがめるだけの、感情の伴ともなわない笑みで。


──知っての通り、ニールリュルはフォンセ信仰の国だ。生活もフォンセ信仰に基もとづいている。夜の女め神がみであるフォンセの恩おん恵けいを少しでも長く受けるため、夜よ更ふかしをしたり、新月の夜には祈いのりを捧ささげたり……とな。王城敷しき地ち内に教会があることからして、政治にさえ信仰が食い込んでいるのがわかるだろう？

──はあ、まあ……。そこまで来ると、ちょっと恐いくらいですね。

──俺も幼い頃ころそう思った。よくわからんものに乗っ取られ支配されているようだと。……今でも新月の夜が恐おそろしい。あれは悪夢だ。耳を塞ふさいでも大声を張り上げても、地の底から響ひびくように、国中から祈りの声が聞こえてくるんだ。



　繫いだ手から伝わる嫌けん悪おと恐きよう怖ふ。私も「よくわからんもの」に囲まれた生活を想像しようと試みるものの、信仰心の薄うすい環かん境きようで育った私にはとても想像しにくい領域だ。……ただ、「よくわからん」と思う人間たちに囲まれ、誰一人として味方がいないというのは、本人にとってはある意味ホラーと言えるかもしれない。


──そう、本人にとっては、だ。ニールリュルの人間からしてみれば、フォンセを信仰しない俺こそが奇き怪かいな存在に映るだろう。……国を背負って立つ第一王子様が非信仰者では、クーデターが起きかねん。

──く……、……、……個人の思想もままならんとは、厄やつ介かいですね……。

──そんなものさ。……目に見えないものは恐ろしいな。一度信じれば底の底まで食い込み、一度疑えば何を見聞きしても疑わしい。






　誰も聞いてくれない。

　誰も救ってくれない。

　何が信仰だ、何が神だ。

　ならば何故なぜ、この孤こ独どくは誰にも届かない。




　吼ほえるような泣き声が、わん、と頭に響く。……ああ、これは、この人の慟どう哭こくだ。誰にも届かないからと諦あきらめて、ひたすら体の内側に押し留とどめている、孤独と恐怖の声だ。

　だから。

　だから、レーガン様を、心の底から案じているのか。


──……、あれと、俺は、似ている。

──レーガン様が聞いたら嫌がるでしょうね。

──ははは、だろうな。……似ているのは置かれた〝立場〟だ。



　同じ〝第一王子様〟という立場、か？　しかし第一王子などさして珍しくもないと思うが。ニュクス様はきゅうと唇を曲げる。


──生まれた瞬しゆん間かんから、不利な立場ということさ。



　似たような台詞せりふを、つい最近、別の人間から聞いたばかりだ。だが、今回は意味がわからない。不利な立場──一体何処が？　第一王子という立場の、一体何が、何に対して、不利に働くというのだろう。ニュクス様はそれ以上の説明をする気はないらしく、話を続けた。


──俺は見事に捻ひねくれてしまったが、レーガンは違ちがう。卑ひ屈くつで、純じゆん粋すいで、貪どん欲よく。似たような立場でもレーガンはまだ俺のように成り下がってはいない。……卑屈になることに疲つかれ、噓と虚きよ構こうで塗ぬり固め、求めることの無意味さを理解してしまった、俺のような人間には成って欲しくない。

──……。



　周囲の非難がレーガン様を追い詰つめると知っているから、その矛先を変えるため、〝フォンセの神み子こ〟云うん々ぬんの噂うわさを垂れ流した。レーガン様を守るためという理由で、あちこちを引っ搔かき回したことは、決して褒ほめられた所業ではない。傲ごう慢まんで、自分勝手で、正しさを盾たてにした単なる暴走だ。

　それでも、レーガン様への気持ちだけは、本物なのだろう。ふう、と一つ、ため息をつく。二酸化炭素と一いつ緒しよに、怒いかりの感情まで抜ぬけ出てしまったようで、一気にニュクス様への刺とげが引っ込んでしまった。


──……、神子だ何だと言って醜しゆう聞ぶんを絶とうとする前に、まずはその原因をどうにかしてあげるべきでしょう。

──さて、お前が言う〝原因〟は、何についてだろうな？

──ああもう、貴方あなたの含ふくみたっぷりの遠まわしな言葉はもう十分です。化けの皮が剝はがれた時の方が余よ程ほど相手にしやすい。……私に対して言った言葉、そのままそっくりレーガン様に言ってあげてくださいよ。その方がずっと、彼の支えになるでしょう。……たとえ苦手な相手からの好意だとしても、無いよりマシです。

──頑かたくなな心の前では、言葉など無意味だ。全員が、お前のような魔ま法ほう円を持っているわけではない。



　言って、繫いだ手を一度開かせ、魔法円を指先でなぞる。

　私にはわからない文字の連なり。心を伝える、魔法円。些さ細さいな感情でさえ、ありのまま、相手に見えてしまう。羨うらやましいのだろうか。そう考えれば、間かん髪はつをいれず「羨ましくない」と答えが返ってくる。……そりゃそうだ。ニュクス様の場合、周囲の人間に心の中を覗のぞかれては、いつ本ほん性しようがバレてもおかしくない。

　バレて困るような本性は無い私だけれど、だからといって、魔法円さえあれば誰だれとでもすぐにわかりあえるものでもないのに。

　心も言葉も、良し悪あしだ。心のまま口を開いていては、いつかきっと考え無しに誰かを傷つけるだろうし、言葉をより分け続けているうちは近づけない人もいる。

　ニュクス様は、レーガン様と特別親しくなりたいわけではないのだろう。単純に心配だから目をかけているのであって、相手がどう思おうと気にしない。守るための行動であって、近づくための行動ではない。

　言葉も心も役に立たないと思うから、行こう為いと行動で全すべてを動かそうとする。臆おく病びようでいて攻こう撃げき的。他人を諦め、自分を信じる。

　……一時間前の私なら不快感しか覚えなかったその行動が、今では、悲しいほど虚むなしいものに見えるのだから不思議だ。ああ、何て単純な脳のう味み噌そか！


──……。貴方の心にまでケチつける気はありませんよ。どういう考え方しようと、貴方の自由です。ただ、〝行動〟は貴方一人で終わる話ではない。現実での一挙一動は確実に周囲に影えい響きようする。……最初から、正直に言えばよかったんですよ。レーガン様が可愛くて、心配で心配でしゃーないからちょっと腹割って話そうぜくらいどうして言えないんですか。神子だの何だのと、自分一人正義の味方気取りの悪役に回って、ああもう、面めん倒どうくさいったらない！



　回りくどいのは大だい嫌きらいなのに、どうしてこう、複雑なんだろう。心が見えたところで、わかりやすく単純に紐ひも解とけたことなど一度もない。ますます深みにハマって、何か言いたくてもかける言葉が見つからない、そういう混こん沌とんを垣間見てしまうばかりだ。

　自分の器うつわの小ささ、経験の浅さ、ボキャブラリーの貧困さを痛感し、無力感を何度も味わう。言葉を尽つくそうとしたって、尽くせるだけの語学力がないから、私はただただ、不ぶ恰かつ好こうな言葉を吐はき出す。


──信じろなんて言わない。だけど、せめて、見限らないで。あの人は馬ば鹿かじゃない。好意に悪意を返すような人でもない。……言葉は無意味だからなんて理由で、何もしないうちから、あの人を諦めないで。



　もっと気の利きいた言い方はいくらでもある、と思う。ニュクス様のようにすらすらと口が回らないから、私にはこれが精せい一いつ杯ぱい。

　情けなくて唇を嚙かめば、何故か、目の前の男は「ぶはっ」と噴ふき出すように笑った。……、そこまで酷ひどい台詞だっただろうか。シリアスモードが空回ったか？　うわ恥はずかしい。


──ははははは、いやあ全く大したものだ、お前ほど獣けものめいた人間は見たことがない。つい先日までの敵対心はどこへ行った？　人がいいにも程ほどがある。なるほどお前なら確かに隣となりにいれば熟じゆく睡すい出来るな、警けい戒かい心も致ち命めい的てきに解けるわけだ。

──……貶けなしてるつもりなら、ぶん殴なぐっていいでしょうか。

──褒めているつもりだ、喜べ。これは最大級の賛辞だ。

──うふふー、一体何処どこが褒めてるつもりー？　ぶん殴りたーい。

──ははははは。全く……惜おしいものだな。少しでも長く、出来れば息絶えるその時まで、お前のような人間がレーガンの側そばにいればいいと思うのに。

──あら追い出そうとしたのは何処の誰だったかしら。

──今だって追い出したいさ。……お前が、そういう人間であればあるほど。



　またもや含みのある言い方に、いい加減にしてくれ──と言いかけて、止まる。ニュクス様と繫つないだ手。冷ややかな眼まな差ざし。それら全てを忘れる、たった一言が、耳の奥に木霊こだまする。

　恐おそらく明確に形にする気などなかったであろう小さな小さな心の呟つぶやきは、酷く、不思議な程鮮せん明めいに、私の心を貫つらぬいた。

　彼は言った。

　残してゆくものより、残されるものの方が、辛つらい、と。


──……そんなことは、わかってる。

──？

──……。……、ん？……あれ。私、何か言いました？

──……。いや。



　ニュクス様は私から手を離はなし、ひらひらと両手を振ふった。何を考えているのかわからない表情に眉まゆを顰ひそめる。……ややこしい人間としばらく話していたせいで、頭が痛くなってきた。せめてもっと直接的な言い方をしてくれたなら、こちらだって話しやすいのだけれど。

　しばらくして、気持ちが落ち着いたのか、再び私の手に触ふれるニュクス様。頭を下げ、私の指先をそっと額にあてる。まるで何かの祈いのりのような仕草に、何をしているのかと訝いぶかるが、答えは返ってこない。

　なるほど、よく見てみれば、魔法円を避さけて触れている。これではいくらコンさんの魔法円が優ゆう秀しゆうでも、機能するはずがない。

「……ティッカグラ・ウィア・フォシック。キッカ・シシア・エテルヴィ」

「……、は？」

　何を言っているんだこの人。

　というよりも、伝える気がないのか？　この人。

　眉を顰める私を見て、酷く薄うすっぺらい笑い方をしたニュクス様は、ようやく魔法円に手を触れて、言う。


──非信仰者でも、縋すがりたい時はある。人の手では、どうしようもないから。

──だからって私に祈られても。何ですか、今度はフォシックの神子とでも言う気ですか。

──フォシックは神の名ではない。……まあ、神子というか、最も早はやお前自身が神のようなものな気がしてきた。

──はあ？　褒め言葉ですか、それ。

──いや、罵ば倒とうだ。

──……、貴方の言うことはつくづく回りくどくて嫌いやになります。他ほかの人にも言われません？

──ははははは。言う輩やからがいると思うか、腐くさっても第一王子様に向かって。煙けむに巻く会話術が骨身に刻まれてしまってな、そう簡単には外れそうにない。外す気もない。これは身を守る術すべだからな。



　ふむ、なるほど。ならばこれから先、私とこの男が朗ほがらかに会話をする未来は永遠にやってこないだろう。コンさんとは別の意味で、気が合わない。

　わざと挑ちよう発はつして化けの皮を剝いでやるのもいいけれど、目の前の男は怒りのツボすら上手に隠かくしているから、何が切っ掛かけで怒おこるのかさっぱりわからないし、実際のところそこまで努力する気力は私にはない。

　まあ、私とニュクス様が仲良くなる必要はない。彼だって望んじゃいないだろう。よくわからん男の心を摑つかむ役目は、レーガン様に放ほうり投げよう。


──ふふふ。俺はお前に興味津しん々しんだがな。

──うへえ、止やめてくださいよ気色悪い！

──仕方が無いだろう、恨うらむなら世界七不思議を固めてまとめたような己おのが身を恨め。俺の夢はな、魔ま術じゆつ師しになって世界放ほう浪ろうして、世界中の謎なぞをこの目で見、この頭で解き明かすことなんだ。

──知りませんよンなこと！



　人をミステリースポットみたいに言うな。

　と、言った所で、ニュクス様の興味は失うせないし、捻ひねくれた性格も直らない。何やらこの先、付きまとわれそうな予感がひしひしとしていたが、私はあえてその予感に気づかないフリをした。深く考えるととんでもない藪やぶ蛇へびになりそうだったから。




　結局意味深げなことばを言い残し、ニュクス様は退室していった。明日私あてに餞せん別べつを置いていくと言われたが正直嫌いやな予感しかしない。

　多少疲労を覚えつつ、改めてレーガン様の寝しん室しつへ向かった。
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　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し、バレット・コンスタンスは、ニールリュルの第一王子、ニュクス・ニールリュルの客室にいた。深夜か明日帰国するという彼に〝マツリ・リンドウの件で内密に話がある〟と呼びつけられたのだ。何故なぜか彼の周りには護衛も従者の姿もない。

　厳しい眼差しでニュクスを見れば、にやりともにこりとも言えない飄ひよう々ひようとした笑えみを向けられる。途と端たんに眉み間けんに皺しわを寄せたバレットに笑みを向けたまま、ニュクスは言う。

「今日お前に来てもらったのは他でもない。フォンセの神子について詳くわしく聞こうと思ったからだ。異世界から来たと言っていたが調査はどこまで進んだ？　あれが一体どこからどうやって来たのか、手がかりはつかめたのか？」

「──ニュクス殿でん下か。私は、マツリから貴方あなたは信者ではないと聞いています。いい加減、正直にお話しいただけませんか」

「……。そうか。やはりお前には話していたか。人ひと払ばらいをしておいてよかった。しかしまあ複雑な問題だというのに口の軽い……」

　ニュクスはふうと息をつき、バレットを見やる。

「……俺はフォンセ信仰者じゃない。だが、そういう態度を悟さとられるわけにはいかない。理由は何となく察しがつくだろう？」

「確かに、ニールリュルは、フォンセ信仰者でないと生き難にくいでしょうね」

「で、宮廷魔術師。俺は正直に話した。今度はお前が、俺の質問に答える番だ。……ああ、専門用語もばんばん使ってくれて構わんぞ。何せ俺はニールリュルでも随ずい一いちの魔術師だからな。王子様なんぞやめて魔術師として世界各国を放浪したいというのが俺の本音だ」

「……。何故それを知りたがるのですか。我々は、あの娘むすめをそちらに引き渡すことをお断りしたはずです」

「それは、俺が魔術師だから、だな。信しん仰こう者ではないから、とも言える」

「は？」

　相変わらず言動が回りくどいニュクスに、相手が王子だということも忘れ、バレットは思わず刺とげ々とげしい声をあげてしまう。自分の言葉の浅はかさに気づき苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしたのも束つかの間、ニュクスの軽快な笑い声に、バレットの後こう悔かいも吹ふき飛ぶ。

「つまり俺は個人の探究心と反骨精神のもとに聞いているんだ、宮廷魔術師。俺はいい情報を持っているぞ。存外レーガンとあの娘の繫つながりは深かったようだ。神子云うん々ぬんで追い出すのは無理そうだからな、早々に自国にお帰りいただけるよう、全力で協力してやる」

「……いい情報？……一体貴方は何を知っているんです？」

「うむ、少々正気を疑う話だが、全て偽いつわりのない話だ。フォンセに誓ちかって──いや、違った。ここはレーガンに倣ならおう。俺の、指と首を賭かけて、真の話だ」

　ばん、と机の上に、自分の掌てのひらを叩たたきつけるニュクス。彼自身の持ち物の中から、切れ味の鋭するどそうなペーパーナイフを取り出し、バレットの前に滑すべらせる。きらりと光る刃は先さき。

「宮廷魔術師の刻んだ魔法円は、心を繫げるものだ。故に、言葉がわからずとも会話が出来る。時折心の呟つぶやき囁ささやきさえ拾ってしまうのが玉に瑕きず。そうだな？　故ゆえに、他人に自分が思い描く映像を見せることも不可能ではない」

「……理論上は不可能ではありませんが、無理でしょう」

　人間は常に雑念を抱える生き物だ。魔法円を媒ばい介かいにして心を繫ぐことで会話は出来る。

[image: ]

　だが、映像を見せるとなると、話は別だ。心だけではなく、相手の感覚器官にまで伝えるとなると、かなりの「意思」と「感情」が必要になる。極限まで集中し全神経を注いで〝映像〟に意識を傾かたむけ、強力な感情で相手の心を支配し、感覚器官の主権を乗っ取らなければならない。

　ニュクスは笑顔を消し、淡たん々たんと言い放つ。

「俺は見た。あの娘の、映像を」

「！」

「どうやら娘むすめ自身は夢だと思っているようだがな──たかが夢で、あそこまで強きよう烈れつな〝意思〟と〝感情〟が湧わき出るものじゃない。あれは事実だ。恐おそらく、娘の根本に関わっている」

「……何を見たのですか」

「地じ獄ごくのような場所だ。いや……天国のような場所だった。最初はな。だが、突とつ然ぜん、空が暗く澱よどんだ。地面には長細い黒い生き物がうねっていた。雷かみなりが轟とどろき、〝彼女〟の視界が傾く。顔を上げるのも億おつ劫くうだ。目の前に足……子供の足。そいつは言う。お前は馬ば鹿かだ、これは誰だれも喜ばない選せん択たく肢しだ。だが〝彼女〟は満足していた。達成していた。この上ない悲しさと幸せの狭はざ間まで、〝彼女〟は──。

〝彼女〟は、息絶えた」

「……息、絶えた？」

　酷ひどく重たい沈ちん黙もくの中、バレットは呟く。無意識のうちに出た言葉に、ニュクスはただ頷うなずくだけの返答をした。

「間違いない。〝彼女〟は、あの時、死んだ」

「ならば、今ここにいるあの娘は何ですか。死体だとでも言うつもりですか？」

　泣き、笑い、怒おこる。

　はきはきと言葉を返し、たっぷりと食事を摂とる。

　お菓か子しの匂におい、あるいは、料理の匂いを纏う、温かな体。


──あれが、死体？



　思わず零こぼれ出た嘲ちよう笑しように、ニュクスはきゅうと目を細め、首を横に振ふる。

「俺だってあれが死体だとは思っていない」

「ならば何が言いたいのですか」

「見たままをありのままに話しただけだ。裏も表もなく、な。……大体、噓うそをつくならもっと上手につく。あの娘を裏で操っている者の顔を見たとか、レーガンを殺す様を見たとか、より取り見取りだ。あえてこんな馬鹿げた話をしているのは〝真実だから〟。それ以外に理由はない」

　ニュクスの口の達者さも、さも真実のように偽りを見せる手しゆ腕わんも、よく知っている。だからこそ──突とつ拍ぴよう子しもない話だからこそ、信しん憑ぴよう性せいがあるのだ。バレットの沈黙を、続きを話すいい区切りと見て、ニュクスは更さらに続ける。

「俺の〝推測〟はここからだ。……魔ま術じゆつの気配のない召しよう喚かん、強烈な〝意思〟と〝感情〟と共に、一度死んだ娘。それらを信じた上で、全すべての可能性を消去法で選別し、最後に残った、最も考えにくい唯ゆい一いつの可能性──あの娘が、アムヴォロンの国に関かかわりがある、というものだ」

「アムヴォロン……？」

　アムヴォロンは、フォンセ信しん仰こうの古い教典の中では天上の名として使われているもので、現代の言語で直訳すると、〝魂たましい〟〝意思〟……つまり、〝魂の国〟となる。しかし、フォンセ信仰のみならず幾いく多たの宗教の中に、〝魂の国〟と似たような場所が登場する。ある教典曰いわく、生と死の境目。ある教典曰く、全ての入り口であり出口。ある教典曰く、始まりであり終わり。ある教典曰く、意思の力が支配する、魂の集つどう場所。

「ニールリュルではフォンセがその場所を治めているらしい。ま、そういう神秘的な場所は、大体神の管理下にあるな。……そうは言っても理解しにくいだろうから、そうだな、空想上の楽園だとでも思っておいてくれ」

　次から次へと出てくる宗教的な考え方に、バレットは思わず呻うめく。

　ニールリュルと違ちがい、クウェンティンは様々な国の人間が出入りする大国故ゆえに、主しゆ軸じくになりうる宗教をもたない。

　ニュクスはくくっと喉のど奥で笑い、「ようは世界中の神を生んだ原点の場所だ」と言った。

「……神が生まれた場所か。貴方はマツリが神み子こだとは信じていないのではなかったのですか？」

「ああそうだ。言っただろう？　俺は魔ま術じゆつ師しで、信仰者ではない。こう言うとフォンセ信仰どころか世界中の宗教を敵に回すだろうが──ありとあらゆる宗教の神は、全て、〝魂の国〟を覗のぞいた人間が見た理想の神の姿だと、俺は考えている。自分の頭の中の理想を信じ、〝魂の国〟においてそれが正しかったのだと、自分は神の啓けい示じを受けたのだと思い込み、開祖となった。……だから神はいない。マツリも神子ではない。それを証明するには〝魂の国〟説を証明するしかない。〝魂の国〟は魔術師にとって永遠の謎なぞのようなものだ。彼女が手がかりになるとしたら、冗じよう談だん抜ぬきで、世界が変わるぞ」

　個人の探究心と反骨精神。ニュクスが最初に言った通り、マツリの情報を知りたがるのは、魔術師としての興味と無神論者としての反はん抗こうから、らしい。

「確かに、〝魂の国〟ならば、全ての不可能が覆くつがえる可能性はありますが……、だとしたら、貴方が見たという映像を、マツリ自身は夢だと思い込み、事実と認にん識しきしていないのはおかしい」

「どうも、あの時が初めてではない口くち振ぶりだったから、定期的に同じ映像を見ているのだろう。それでも、あれを〝夢〟だと考えている。……〝魂の国〟での出来事だ。……恐らく、己おのれの魂を守るために、自分で暗示でもかけているのではないか？　あれは夢だ、現実ではない、と」




　これは夢。

　現実じゃない。




　いつか彼女が口にした言葉。夢を現実にしなければならないと、自分の弱さと向き合い、前を見ようと戦った彼女は──未いまだ、戦い続けているのか。故郷へ帰りたいと強く願いながら、まだ、受け入れきれない「何か」があるのか。

　しん、と静まり返った部屋の中、ニュクスがテーブルの上の杯さかずきを手に取り、中身の酒を口に含ふくんだ。

「……心の問題は厄やつ介かいだな。見えない、聞こえない、言葉に出来ない。誰にも完全には理解出来ないし、させられるものでもない。一番厄介なのは、老ろう若にやく男なん女によ、明るい奴やつだろうが根暗な奴だろうが、大なり小なり触ふれられたくない琴きん線せんがあることだ。……下手に触さわれば壊こわれるような、そんな、琴線が」


──マツリの笑い声が聞こえる。



　口を開けてけらけらと笑う、朗ほがらかなその声が、今は何処どこか遠く、悲しげに響ひびいた。







[image: ]







　ニュクス様が自国に帰ってから早くも三日が経過した。私の周りは台風が去った後のように穏おだやかだ。




　しかし完全に無関係になったわけではなく、ニュクス様はレーガン様の醜しゆう聞ぶんの元げん凶きようを絶つためか、コンさんと一いつ緒しよに送そう還かんの方法を探してくれることになったそうだ。フォンセの御み許もとに送られる不安はないが、何か、いまいち信用ならない。

　帰国の際、お土産みやげも置いていった。繊せん細さいな模様を彫ほりこんだ、如何いかにも高そうな飴あめ色いろの箱だ。空間を繫つなげる魔術が云うん々ぬんと長い説明をされたが、まあつまり、この箱と対になっている別の箱があり、二つ箱の内部は魔術で繫がっているため、遠く離はなれていても箱を通して物の受け渡わたしが出来るそうだ。

　ニュクス様はこの転送箱を利用して、コンさんから無む理り矢や理り情報を引き出した日本語を使った文通をしようと言い出した。……私のことを追い出したいだけなら、そこまでする必要はないと思うのだけれど。彼は何故に嫌いな相手に構いたがるのだろう。




　あの男については深く考えるのは諦あきらめるとして、気になるのはコンさんのことだ。彼はニュクス様が帰国したと同時に城を出てしまったそうだ。トイに聞いたところ、どうやら魔術研究所とやらに向かったらしい。名前からして気になる場所だが、聞きたくともコンさんは未いまだ城に戻っていない。




　深々とため息をついて、第二調理室の扉とびらを押し開く。野菜洗いのメイドさんたち以外に、珍めずらしくブリジットさんと……見たことのない男性が一人、部屋にいた。

　ふくよかな体に、丸々した腹。その割りに怠たい惰だな印象を与あたえないのは、手や顔が働き者のそれだからだろうか。ブリジットさんは、ぽかんと男性を見つめる私の腕うでを引いて、男性の前まで誘ゆう導どうした。

「スイ・ヴァイエ、×××・×××・マツリ！」

「×××！　×××！　×××、×××・×××・オイエ！」

　……、うむわからん。とりあえず、私について会話しているらしいのは何となくわかるけれど。簡単な単語を使って話しているというのもあるが、私のリスニング能力も少しずつ鍛きたえられているのだろう。流石さすが日本人、適応力は人一倍。

　明るく豪ごう快かいに笑い合う、ブリジットさんと男性──会話から察するに、恐おそらく、ヴァイエという名前──に挟はさまれ、どういう反応をしたらいいのかわからず、とりあえず一緒に笑ってみる。物もの凄すごく唇くちびるが引きつっている。

　明らかな作り笑え顔がおに気を害した様子もなく、男性は大らかな笑顔に似合う力強い手で、私の手をがしりと握にぎった。


──おはようシイル、隊長さんスイ・デイール！　〝火婦人フー・デイマ〟のお気オにイ入りエに会えて嬉うれしいよ。

──あ、なるほど。オイエってお気に入りって意味か……、……、えええええええ。も、もしやブリジットさん、まだ嫁よめにする気で……っ!?

──ははははは！　確かに嫁にしたがっている節はあるけれど、君の料理に関する熱意を何より気に入っているそうだよ。そこで私が紹しよう介かいされたというわけだ。私は、第二調理室の食材配達を任されている商人、トーラ・ヴァイエ。以後お見知りおきを！



　握った手を力ちから一いつ杯ぱい振ふられる。

　なるほど随ずい分ぶん働き者の雰ふん囲い気きがあると思っていたら、食材を配達している人だったのか。それならこの力強さもわかる気がする。

　……しかし、野菜洗いの仕事が朝早いことを考えると、彼女たちが洗う野菜を運ぶ人間の朝は更さらに早いはずだ。だからこそ、私は一度も彼と……ヴァイエさんと遭そう遇ぐうしなかったのだ。ブリジットさんがわざわざ私と会わせるためにヴァイエさんを引きとめたのだろうか。何故なぜ？


──何でも、故郷の料理をこちらの食材で再現しているそうだね。変わった食材の情報だとか入手経路だとか、そういう専門的なことは専門家の方が手早く素す早ばやく行動出来るだろう？　まーこちらも商売だから、もらうものはもらうけれど。

──そ、そうですか。お世話になります……。行動が早いな、総司令官。

──あっはっは、〝火婦人〟が総司令官とは、何やら一ひと筋すじ縄なわではいかない組織のようだねえ、〝それっぽく作り隊〟は。……さて、今日は知り合いになれた記念として、特別に無料奉ほう仕しといこうか。商売は第一印象が大切だ、精々好感度上げるべく頑がん張ばらせてもらうよ。何か欲しいものはあるかい、隊長さんスイ・デイール。



　いっそ清すが々すがしいほどの商売根こん性じように、強こわ張ばっていた表情がほぐれてゆく。彼の言葉は決して優やさしいものではない、商売重視の言葉だけれど、ここまで明け透すけに言われると、かえって好感がもてる。


──えーと。じゃあ、いい豆、知りません？　甘く煮に付つけて食べるのに丁度よさそうな豆、なんですけれども。あと、液体・半固体を固める食材。

──甘く煮て食べる豆か。何処かにそんな郷土料理があったな。確かネバットという豆を使っていたから……ああ、これは私から買うより城下で直接買った方が安いだろうな。残念残念。……液体・半固体を固める食材って、それ、本当に食材？　魔ま術じゆつではなく？

──あのー……、ほら、あれですよ、煮に凝こごりとか、そういう現象が起きる原因の、コラーゲン的な……。



　私も、改めてゼラチンとは何ぞや寒天とは何ぞやと考えてみると、一体あれがどういう手法でどのような成分のものなのか上手うまく説明出来ず、しどろもどろになる。当然言われた相手も首を傾かしげてしまった。

　考えてみれば、ここは時間を止める魔術がある世界だった。例えば肉や魚を煮たとしても、冷やして保存するのではなく、時間を止めて保存するわけだから、当然煮凝りなんて現象とは縁えんが無い。つまり、誰だれもその現象を解明しない。

　ああ、悲しいけれど仕方がない、夢にまで見た和スイーツ・羊よう羹かんは諦あきらめるしかない。その代わり、饅まん頭じゆうやおはぎはがっつり堪たん能のうしてやる。肩かたを落とした時、ふと、ヴァイエさんが顎あごを撫なで擦さすりながらぽつりと呟つぶやいた。


──ん？　いや待てよ……、確か、そのような食材があったようななかったような……。

──！　そ、それーっ！　是ぜ非ひっ、是非入手してください！　タダで！

──ううむ初っ端ぱなから難易度高そうな仕事だなあ。極力頑張ってみるけれど、期待はしないでくれよ。何せタダだから。

──はい！　よろしくお願いします！



　握った手を、今度は私の方から振ふり回す。一度諦めかけた羊羹の夢が繫がった。懐なつかしき日本の味は目の前だ！




　話が終わるとヴァイエさんは調理室から去ってゆき、ブリジットさんは本日入手した食材の確かく認にんを兼かねて、野菜洗いのメイドさんたちを含ふくめた全員を相手に説明会を開いた。

　メビウスの帯のような形をした野菜やら、目にも鮮あざやかな青色の野菜・コルディの品種改良版（青と白のマーブル模様。……だから青は止やめろって）、いつだったか城下で見かけた刺とげ々とげフルーツなど、様々なものがあった。

　特に刺々フルーツは、最近、流行はやりつつあるそうだ。何でも、城下に建つ有名料理店〝トラジェ〟が、近ちか頃ごろ頻ひん繁ぱんにこのフルーツを買っているらしく、刺々フルーツを使った新しい料理を開発するのではないかという噂うわさで持ちきりらしい。……〝トラジェ〟という名前に、何か聞き覚えがあるような気がしたが、どれだけ首を捻ひねっても思い出せそうになかったので、早々に諦めてブリジットさんの説明に集中した。




　そしてその翌日、コンさんが帰き還かんしたという報しらせが届いた。




　いつも通り朝食が終わった後、コンさんの聞き取り調査を受けるため自分の客室へ戻もどる。少しでもコンさんと会えるのが嬉しいらしく、隣となりを歩くトイの白磁の頰ほおは薄うすい紅色に染まり、心なしか足取りも軽い。

　客室では既すでにコンさんが待っていた。が、隣には見知らぬ男性が一人座っていて、私の姿を見るなり勢いよく立ち上がった。

　男は皺しわ一つない真っ白な外がい套とうと糊のりのきいた衣服を纏まとっており、髪かみはきっちり撫でつけて後ろに流してある。衣服の白さのせいだろう、目の下のクマも瘦こけた頰を浮うき上がらせる影かげも濃こく、際きわだって不健康に映る。

　一見身み綺ぎ麗れいにしているが何処どことなく所作の端はし々ばしがぎこちなく、その衣服を着慣れていない印象を受けた。如何いかにも〝王城に上がるため必要に迫せまられて〟といった雰囲気だ。

　コンさんも椅い子すから立ち上がり、隣に立つ男を指し示した。

「早さつ速そくですが、貴女あなたに話すことがあります。こちら……」

　日本語での紹介が全すべて終わる前に、男は私の手に視線を落とし魔ま法ほう円が刻まれている方の手を拾い上げ強く摑つかんだ。


──初めまして。私はセロス・アンビシオン。魔術研究所に勤めている魔ま術じゆつ師しです。〝魂たましいの国〟について調査しています。

──え？　ええっと、はい。初めまして。私はマツリ・リンドウと言います。

──バレット・コンスタンス殿どのからそちらの事情は聞いています。……もし貴女の主張が真実だとするなら、私の研究が貴女の帰還の手助けになるかもしれません。

──え？



　突とつ然ぜんの言葉に目を見開く。唐とう突とつ過ぎてただただ困こん惑わくしか頭に浮かばない。先さき程ほど目の前の男……セロス・アンビシオンは何の研究をしていると言っていた？　〝魂の国〟だったか？　私の出身は日本国で、彼の言うような名前の国はまるで知らない。

　戸と惑まどう私とは対照的に、アンビシオンさんは饒じよう舌ぜつに語り出した。声調こそ抑よく揚ようもなく淡たん々たんとしているが、繫つないだ手からは熱っぽい感情が伝わってくる。


──〝魂の国〟は実在する国ではありません。便べん宜ぎ上じようの呼び名です。当たらずとも遠からずの表現ですが、宗教思想に偏かたよった呼こ称しようで適切とは言い難がたいですね。〝全能の地〟〝万ばん有ゆうを統すべる国〟がより本質に近いと思います。……何か思い当たることは？

──は、はあ。無いです全く。というより言葉の意味がよくわかりません。

──ああ……すみません。どうもわかりやすく説明するというのが苦手でして。



　彼は頭を搔かこうとしたのか手を頭上へやり、そしてはたと動きを止めて腕うでを脇わきへ落とした。整えた髪の扱あつかいをもどかしく思う間も尚なお、彼の頭の中では魂の国に関する情報が駆かけ巡めぐっており、眩暈めまいがしてきた。三日もあれば色々忘れてしまう容量の少ない私の頭とは構造が違ちがうようだ。

　アンビシオンさんは苦く笑しようを浮かべて私の手を離はなし、コンさんへと声をかけた。コンさんはアンビシオンさんの言葉に頷うなずいた後で軽く咳せき払ばらいをし、彼に代って私の手を握にぎった。


──アンビシオン殿とは会話がしづらいようなので、私が代わって説明します。……あの方の頭の中なら、私も覗のぞいてみたいものです。



　繫いでいる手から一いつ瞬しゆんアンビシオンさんへの尊敬が感じ取れた。コンさんが素す直なおにそういう感情を抱いだくのをレーガン様以外で初めて聞いた。言葉の内容といい、割りと付き合いのある二人なのだろうか。

　浮かんだ疑問にコンさんは「ああ」と声をあげた。


──学生時代の同期です。尤もつとも同じ教室で学んだのは卒業間近の短い時間だけですが。

──コンさんは飛び級したんでしたっけ？　ブリジットさんから聞きました。

──ええ。ですが脇わき目めもふらず研究に打ち込む姿勢も魔術研究への情熱も見習うべき部分が多く、随ずい分ぶん学ばせていただきました。



　生き真ま面じ目めなコンさんらしい信しん頼らいの仕方だ。コンさんの孤こ高こうぶりを心配していたブリジットさんが聞いたらさぞ喜ぶだろう。コンさんは眉まゆを顰ひそめて「わざわざ言わずとも彼女なら知っています」と苦々しげに言った。


──さて、では〝魂の国〟についてまず説明します。

──あ、はい。

──魂の国は運命を司つかさどる場所だそうです。そこに行けば自分が生まれてから死ぬまでの人生は疎おろか、遥か先の歴史さえ垣かい間ま見みえるとか。あらゆる国のあらゆる宗教、文ぶん献けんに似たような逸いつ話わがあることから、それを魂の国と繫げて〝万有に通じている〟のだという説もあります。〝魂の国に行った〟と言って預よ言げんをした人物も複数存在したようです。

──コンさん、自分でも若じやつ干かん胡う散さん臭くさいと思って話してません？

──話自体は知っていましたが、噂や伝承の類たぐいだと思っていましたので。アンビシオン殿の長年の調査資料を見せていただいて、ようやく伝承ではないと信じる気になれたくらいです。……そういった未知の世界ならば、魔術とはまた違う力として召しよう喚かんが成立するのかもしれません。……本当に万有に通じているのなら。



　距きよ離りを置いた視点からの冷静な説明に、ようやく困惑していた思考が回り始めた。もしその魂の国とやらが異世界にすら通じているのなら、そして魂の国へ行く方法が存在しているというのなら、もしかしたらそこから故郷へ帰還出来るかもしれない。

　それにコンさんの話は何処となく聞き覚えがある。自分自身に心当たりがあるわけではないが、そういう話をいつか何処かで見聞きした気がする。しばらく頭を抱かかえてうなり、出てきそうで出てこない単語を探さぐるが歯がゆいばかりで全く閃ひらめきそうにない。きっと横文字だ。元々物覚えが悪い頭だが、横文字に関しては殊こと更さら覚えるのが苦手なのだ。


──それと似たような話、私の世界にもありました。魂の国っていう名前ではなかったとは思いますが、内容は多分同じです。何だったかなあ……アシカがどうとか……。

──はあ。アシカですか。……アンビシオン殿に聞いてみましょうか。



　コンさんがこちらの様子を窺うかがっているアンビシオンさんを振り返り私の言った内容を伝えると、途と端たんに彼の目がぎらりと光った。不健康な顔が高こう揚ように色づき、例の抑揚のない口調でまくし立てながら私との距離を詰つめてくる。

　魂の国が異世界とも繫がっている可能性や召喚における力の特とく殊しゆ性について熱弁を振るっているらしい。

　コンさんの手を外すことすら忘れてその上からがっしりと私の手を摑み、彼は強い言葉で何事か言い放った。

　勿もち論ろん複数での会話に対応していない翻ほん訳やく魔ま法ほう円では彼が何を言ったのか直接は聞けなかったが、コンさんを仲ちゆう介かいして彼が〝全力で魂の国への道を発見してみせる〟と宣言したのだと理解した。

　……なるほど、確かに脇目もふらず研究に打ち込む姿勢も魔ま術じゆつ研究への情熱も、凄すさまじい迫はく力りよくがある。ぎらつく眼まな差ざしに圧あつ倒とうされながらも、何とか「よろしくお願いします」と答え頭を下げた。




　その後聞き取り調査が開始された。今回魂の国という明確な目標が出てきたため話の進行はアンビシオンさんが主導して行い、問いかけられる内容も必然的に今までとは違うものばかりだった。

　異世界で聞いた、魂の国と似ている話とはどんなものだったか。今まで未来に起こることを察したことはないか。こちらに来てから何か異変はあったか。

　魂の国に行ったとされる歴代の預言者たちは皆みな〝夢〟や〝白昼夢〟という形で魂の国へ渡わたったらしいが、異世界へ来る前や来た後に何か夢は見たか。

　確かにこの世界へ来る直前、教室で居い眠ねむりをした。そう申しん告こくするとアンビシオンさんは大層興奮した様子だったが、居眠りの最中に夢を見たのかどうかは定さだかではない。

　その他ほかにはこちらの世界に来た当初から夢見が悪いが、かといって内容は覚えていないことが殆ほとんどだと伝えた。どちらかといえば精神的疲ひ労ろうと異世界を受け入れられない苦痛が影えい響きようした悪夢の気がする。

　これといって収しゆう穫かくがあった気はしないまま聞き取り調査は終わり、昼食の準備をするため第二調理室へ向かうため慌あわただしく準備を始めた。手を繫いでいたアンビシオンさんは、まだ興奮冷めやらぬ落ち着かない様子で言った。


──私もしばらくの間王城に滞たい在ざいさせていただく予定なので、急ぐ必要はないのですが……その、よければ昼食後と夕食準備までの間にも時間をいただけませんか？

──あ……ええっと、その時間は先約があるので。

──そうですか……。仕方がないですね。では、また明日に。必ず魂の国を……貴女の故郷への道を、見つけ出しましょう。



　そう言って彼は微笑ほほえみ、手を強く握ってきた。

　コンさん達に見送られつつ客室を出て、急いで第二調理室に向かう。いつもより多少時間がかかったため、他の料理人が既すでに何人か来ていて準備を始めていた。私も彼らに挨あい拶さつをした後、下働きのメイド達が綺き麗れいに洗った野菜を受け取って料理人達に運んだり下ごしらえを手伝ったりして仕事を始める。

　目まぐるしく調理場を行き来した後は食堂でゆっくりと昼食を摂とった。いつも通りテーブルに並ぶ料理を端はしから端まで全種類皿に装い、一つ一つの味を楽しみながら食事を進めてゆく。

　一いつ旦たん仕事の時間を挟はさんだお陰かげで気持ちを仕切り直せたのだろうか。魂の国について聞いた直後には感じなかった、帰き還かんの道への期待と喜びがじわじわと滲にじみ出し始めた。

　はっきり言ってコンさんやアンビシオンさんの話の半分も理解出来なかったが、兎とに角かくその〝魂たましいの国〟とやらが正しい道だとするなら、私は帰れるのだ。帰れるのだ！

　未だかつて無い高こう揚よう感かんを覚えながら、今にも立ち上がって踊おどり出しそうな衝しよう動どうを必死に堪こらえた。
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──というわけなんですよ、レーガン様！



　真夜中にレーガン様が寝しん室しつに戻もどってきて早々、喜び勇んでコンさん達の話をした。とは言っても内容をよくわかっていない人間がよくわかっていないまま衝しよう動どう的に話すので、彼は全く状じよう況きようが摑つかめていないらしく曖あい昧まいな笑えみで頷うなずいた。


──正直よくわからんが、よかったな。大きな前進じゃないか。

──はい！　私もよくわかりませんがよかったです！



　痴ち女じよ扱あつかいから始まった状況がようやく前進したのだ。これを喜ばずして何を喜ぶと言うのだ。小こ躍おどりしそうな私とは対照的に、レーガン様は未だ曖昧な表情をしている。……流石さすがにここにきて状況が摑めていないだけが理由ではないと気づき、多少落ち着きを取り戻した。


──あの。大だい丈じよう夫ぶですよ、レーガン様。心配しなくても貴方あなたが自然に安あん眠みん出来るまで、お付き合いしますから。

──……。

──？

──いや。何でもない。……もし俺の安眠よりお前の帰き還かんの術すべが先に見つかったとしたら、そちらを優先しろ。そういう取引だったからな。



　帰るまでの間、俺と寝ねろ。

　一番最初にもちかけられた言葉足らずな取引の台詞せりふを思い出し、小さな笑みが浮うかんだ。


──相変わらず真ま面じ目めですね、レーガン様。……気き遣づかってくださってありがとうございます。でもまだ先の話になるでしょうし、あまり心配は……。

──早く寝ろ。

──……。はい。



　レーガン様は繫つないでいた手を解き、目を閉じた。一応そのまま眠ねむりについたようだが、眉み間けんには僅わずかに皺しわが寄っている。

　……帰還の術が見つかる前にこの人が安眠を得られるよう、色々模も索さくしなくては。そんなことを考えながら、眠りについた。
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　夢を見る。

　白い白い、空も地面もなくひたすら白いだけのその場所で。

　私はあの子の、夢を見る。




「……、お姉ちゃん」

「ん？」

「ごめんね」

「……謝られる覚えはないけれど？」

「ふふ。そうだよね。お姉ちゃんなら、そう言うよね。……、でも、ごめんね。ごめんなさい。私があの日、わがままを言わなければ。……お姉ちゃんは」


──何か。



　違い和わ感かんが、する。

　百日ももかの悲しみを帯びた瞳から、するり、一筋の涙なみだが零こぼれ落ちる。浮うかべた笑えみが痛々しい。

　最初から最後まで、彼女の言葉は、常に「それ」を匂におわせていた。謝り、悲しみ、泣く。何度も何度も。まるで、何度言っても届かないと思っているように。壁かべ一枚隔へだて、すれ違っているこの感覚の正体は──。

「お姉ちゃんは、死なずに済んだのに」

　違う。

　死んだのは、私じゃない。

　死んだのは、──ああ。




　百日。貴女あなたじゃなかった？
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　魂の国という新たな手がかりが登場し、その調査が進められていたある日のこと。




　次の仕事までの短い休憩時間、作りためておいた異世界再現菓子をトイと二人で試食していた。意見交換の合間にたわいもない世間話をいくつかしているうち、不意にトイについて聞いた話の中で気になっていた点を思い出した。


──そういえばトイはアプランドル武術科の生徒だったんだっけ？　武術科ってどんなこと教わるの、一体。



　以前ブリジットさんに〝アプランドルは国の人材育成に一役買っている教育機関〟だと聞いていたが、トイが隠密兵などという物騒な役職についていることを考えると兵士の養成機関のようなものなのだろうか。

　トイはけろりとした様子で答えた。


──のようなもの、ではなく兵士養成機関そのものです。アプランドルはそもそも国を守る兵士及び魔術師を育てる目的で作られたのです。各方面で名の通った人材が教師を務め、設備も充実しております。世界でも随一の教育が受けられる学校ですわ。

──へ、へえ。そうなんだ……。



　思っていた以上に重要かつ大規模な教育機関らしき説明を聞いて、胸がざわついた。

　そこまで防衛に力を入れているということは、もしかしてクウェンティン国では戦争や暴動等が多発しているのだろうか。城下の町並みは一見平和に見えたが、あれは表面上だけだったのだろうか？

　私の不安を感じ取ったトイは眉を顰めて首を横に振った。


──もし戦争が起こっていたとして、こんな風に吞気にお菓子を食べている暇があると思います？　クウェンティンは大国ですもの。万一に備えているだけですわ。人材の育成が徹底していれば、それだけで他国への牽制にもなりますしね。

──そ、そっか。



　ただの考えすぎでよかった。思わず安堵のため息が零れた。

　とりあえず、気になっていたアプランドルがどういった学校なのかは何となくわかった。

　しかし、そんな重要な学校の創設者を先祖に持ち、今も身内が教師と寮長を務めていて、しかも優秀な軍人を輩出している家の出身であるブリジットさんって……もしかして、かなり上層階級の人間なのだろうか。

　浮かんだ疑問に、トイは「そうですね、料理人をしているのが不思議なくらいの人物ではあります」と答えた。

　なるほど、城内で彼女が一目置かれている理由の一端はそこにあるのか。納得した。尤もあの面倒見のいい豪快な性格も〝火婦人〟とまで呼ばれる所以だとは思うが。

　私の思考に、トイも無言で頷き肯定した。


──コンさんもアプランドルの生徒だったよね、確か。

──ええ、コンスタンス様は魔術科の卒業生です。首席で卒業されたのですよ。

──おお。凄いねコンさん。

──〝凄い〟どころではありません！　ああっ、どうして私はもっと早くに生まれてこなかったのか！　あの時アプランドルの生徒だったなら、コンスタンス様の答辞を堂々とこの目で見られたのに！　やはりあの時、警備員をなぎ倒してでもアプランドルに侵入するべきでした。



　……。後半の物騒な発言は聞かなかったことにしよう。下手に触れると面倒なことになりそうだ。


──いやあ流石コンさんだねえ。それにしてもコンさんが学生だった頃からの追っかけって、年季入ってるねえ。



　そこでふと違和感を覚えた。

　コンさんが学生の間、トイは学生ではなかった。二人の年の差を考えれば当たり前だが、だとしたらトイは一体何処でコンさんを見初めたのだろう？　国中に知れ渡るほどの有名人だったのだろうか、コンさんって。

　トイはぱあっと笑顔を浮かべるなり、握っていた私の手を両手で捕らえた。ぎらぎらした目の輝きに思わず体を引いたが、手を捕まえられているため、それ以上は逃げられない。


──聞きたいですか、私とコンスタンス様の馴れ初めをっ！

──え？　え、ええっと、……うん、是非、聞かせて欲しいです……。

──わかりました！　ではお聞かせいたしましょうっ！



　他の誰にも向けられることのないコンさん関係限定の蕩けるような笑みを浮かべながら、トイはうっとりと語り出した。
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　フェル家は著名な魔術師を輩出する名家で御座います。当然、私も母の腹にいる時から魔術師になることを期待されておりました。

　が、腹から世界へと出た途端、私は祝福ではなく失望を受けたのです。何せ私には、人並みどころかそれ以下の魔力しか宿っていなかったのですから。

　そういうわけで、私は、大変肩身の狭い人生を送っておりました。先に生まれていた兄姉も後に生まれてくる弟妹も素晴らしく出来のいい子供ばかりだったので、余計に比較されましたね。正妻の娘であるにも拘わらず、ああ、情けない。

　……ん？　何をそんなに驚いているんです？……ええ、そうですよ。クウェンティン国は一定以上の身分の者に限り一夫多妻が認められております。




　話を元に戻します。幼い私はフェル家に生まれながら魔力を持たない自分を恨みましたし、周囲の責めも当然だと疑いもしていませんでした。

　けれど、まあ、当然だと思っていてもやはり不満は覚えるものです。好きで魔術師の家に生まれたわけではない、好きで魔力を持たずに生まれたわけではない、と。

　そんなことを考える度に私は何て悪い子なのだろうと更に自分に失望していきました。今にして思えば本当に馬鹿でしたわ、私。




　日に日に積み重なってゆく苛立ちが限界を超えた時、私は衝動的に屋敷の外へ飛び出しました。使用人の服を拝借し、壮麗なだけの冷たい屋敷を抜け出して町を散策しました。

　甘いお菓子と出会ったのはその時です。勿論屋敷で出される物とは違って砂糖がたっぷり入った素朴な菓子でしたが、感動で涙が溢れる程に美味しかった……。その時だけは、自分の中にある嫌なものを全て忘れられました。

　それを切っ掛けに、私は頻繁に屋敷を抜け出すようになりました。当然、見る見るうちに丸々と肥えてゆきます。あの頃私は同い年の子の倍は横幅がありましたね。寝台に上がったら寝台の脚がへし折れたこともありました。

　周囲の失望はますます強くなりましたし、外出を見咎められしばらく軟禁もされました。けれど、何とか監視の目をかいくぐって町に行けないかと画策する程、甘い菓子は私にとってなくてはならない唯一の癒しになっていたのです。




　そんな時です。フェル家で開かれた食事会で、当時学生だったバレット・コンスタンス様にお会いしたのは。




　フェル家は魔術師の家系ですから、当然食事会に招待された方々も魔術師や魔術に関係した役職の方が多かったですね。

　正妻の子供という名義上、私も食事会に顔を出さざるを得ませんでした。最低限の挨拶だけ済ませた後は自室に戻るようにと命じられましたので、私は一段落つく頃合いまで広間の隅で小さくなっておりました。

　……実際には巨大な肉塊が椅子を軋ませながら鎮座している図だったのでしょうけれど、自分自身ではこれ以上ないほど身を縮めているつもりでした。

　ふと私の目に、輝く銀の髪を持つ男性の姿が映りました。その方は魔術師が多く犇めく広間の中で、私ですら感じ取れる程の圧倒的な魔力を放っておりました。

　行動力だけは人並み以上だった私はこそこそ彼に近づいていきました。尤も話しかける勇気など全く無かったのですが、そのお陰で彼を遠巻きに眺める方々の噂話が耳に入り、彼が何者であるかはすぐにわかりました。




　彼の名前はバレット・コンスタンス。一般家庭に生まれた現在アプランドルに通っている学生という、この場には釣り合わない身分の男性でした。

　ただ彼の生まれ持った強大な魔力と類い希なる魔術の才能は早くも魔術師達の間で話題になっており、フェル家の食事会に招待されたのも将来有望な人材との今後の縁を考えてのことのようでした。

　ただ聞こえてくるのは彼の話ばかりではありません。彼のご両親の話も聞こえてきました。




　何でも元々豊かとは言えない暮らしぶりだったコンスタンス夫妻は、息子が強大な魔力を持って生まれたことで生活支援や学費の援助に恵まれ、将来の利益を見込んで接触してきた有力者達との縁も出来たようです。今やすっかり富の虜だとか。

　言われてみれば、広間にはコンスタンス様とは別の意味で異彩を放つご夫妻がおりました。コンスタンス様のご両親ですからあまり言えませんが……派手なばかりで品のない服装も不遜な振る舞いも、全てが悪い意味で浮いていました。

　再びコンスタンス様に目をやれば、彼もまた、自らの両親に冷たい眼差しを向けておりました。




　……人生とは何て上手くいかないものなのだろうと思いました。彼のような強大な魔力を持った人間がフェル家に生まれていれば。魔力の無い私がコンスタンス家に生まれていれば。そうすれば何の問題も起きなかったはずなのに。

　ですがコンスタンス様は私のように打ちひしがれた様子はなく、両親の品位に欠けた姿にも周囲の嘲笑にも臆さず真っ直ぐに顔を上げて立っていました。

　その表情に自らを恨み責める思いなど──自らを否定する思いなど、感じられませんでした。

　あの瞬間、魔力を持たない子供に失望以外の感情を持たなかった両親も、魔力があるというだけのことで得意になる兄弟達も、周囲の言葉を鵜吞みにして自分が悪いのだと思い続けていた自分自身も、全てが馬鹿らしくなったのです。

　あの方のように強く生きたいと思いました。自分自身を恥じたりせず、真っ直ぐに前を見て生きたいと。




　食事会が終わってすぐ、私はアプランドルに入学したいと両親に訴えました。コンスタンス様の歩んできた道のりを歩み、彼が見てきたものを見ようと思ったのです。

　両親も私がアプランドルに入ればとりあえず名門フェル家としての面目は保てると思ったのでしょうね、二つ返事で許してくれました。

　魔術科への入学はたとえ裏金を使ったとしても不可能でしたから、渋々武術科を志望しました。武術向きではない体だったので入学にはかなり苦労しましたが、入ってしまえばこちらのものです。

　魔術科の授業を見学しにいったり、コンスタンス様が生活したランビリズマ家に転がり込んだり、学校に保管されているコンスタンス様の手がけた研究を読ませてもらったり……素晴らしい日々でしたわ。憧れの方の軌跡を追えるんですもの！




　ただ、明らかに武術科の生徒には相応しくない丸々と肥え太ったお嬢様の好き勝手な振る舞いは同級生の不興を買いましたし、嫌がらせも少なくありませんでしたね。

　担当の教師には〝最低限の成績が出せないようなら学校を辞めるように〟とはっきり言い渡されました。……まあ、言われても仕方がありませんわね。こればっかりは。

　私はアプランドルに通い続けるため死に物狂いで武術の特訓に励みました。何度か冗談抜きで死にかけて、教師には〝止めろ〟と別の意味で懇願されましたが。憧れの方の軌跡を追うという目的のため、命をかけて鍛錬に励み続けました。




　するとどうでしょう、気づけば丸々としていた体から肉が削げ、しなやかでありながら強大な破壊力を生み出す一個の武器のように変化していました。

　……尤も、自分の変化を自覚したのはかなり後のことでしたが。久方ぶりに鏡を見た時は誰かと思いましたわ──何せ、コンスタンス様がいた学び舎に自分がいるという事実に舞い上がって、鏡などしばらく見ておりませんでしたから。

　体の変化と比例して武術もめきめき上達していました。効率的な体の動かし方は一度コツを摑んでしまえば案外簡単なものだとわかったのです。

　それに長い間周囲の目を気にして生きてきたお陰でしょうか？　戦う相手の動きを見るのも得意でした。そこに思い通りに動く体が加われば、何時如何なる時も最適な対処が出来るのです。その頃にはコンスタンス様の件を抜きにして武術が好きになっていました。




　アプランドルで教育を受けて数年が経ち、いつの間にか私は武術の天才と呼ばれ始めました。

　そんな時です、卒業後は城で働かないかというお話をいただいたのは。その頃既にコンスタンス様は宮廷魔術師として城に召し抱えられたのを知っていましたので、私は急いで卒業しました。飛び級制度って便利ですわね、本当。

　卒業した私を待っていたのはまさに薔薇色の日々です。城で働けるだけでも幸せでしたが、その後しばらくして忌み嫌った家名や厳しく叩き込まれた礼儀作法等が功を奏し、コンスタンス様の下で働くことが決まったのです！　決まった時は冗談抜きで卒倒しました。
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──そういうわけで、コンスタンス様は私の人生の転機であり指針でもあるのです。あの方がいなければ今の私は存在し得ません。



　話が過去から現在に辿り着き、誇らしげに胸を張るトイ。

　しかし私はどう言えばいいのかわからず、愕然としていた。生まれた子供に魔力が無いといって失望する親、それを当たり前だと受け止めて自分を責める子供。……そんな家庭がどういう日常を送っていたのか、考えるとただただ心が痛い。


──え……ええと、その、ご両親って、今もそんな調子なの……？

──ええまあ。王城で働かせていただいてることなどあの人達には関係ありませんわ。大事なのはフェル家の名に恥じぬ魔力と魔術的才覚ですもの。

──……。

──あら、大したことではありませんわ。私など数多くいる子供の一人ですもの。子供の頃こそ傷つきましたが、今はあの方達に望むことなど無いです。コンスタンス様のお側に行くために役立った家名と礼儀作法を与えてくれただけで十分です。



　魔法円を通してその言葉が強がりではなく心の底からそう思っているとわかるが、その割り切り方すら私には想像を絶するものだ。

　恋する力は凄まじい。たった一人との出会いが、彼女の世界をあっという間に塗り替えてしまったとは。

　今の〝隠密兵兼メイドのトイ・フェル〟という在り方に辿り着くまでの道のりは決して楽ではなかったはずだ。それをコンさんに近づきたい一心で乗り越えてきたのだろう。何とも健気だ。

　しみじみ思うと、トイは白磁の頰を赤らめ目を吊り上げた。全身から立ち上る怒気が目に見えるようだ。私の手を握る力が急激に強くなり、心の声だけでは済まず口でも声を荒らげながら叫ぶ。


──何を言っているのですか貴女は！　私はただあの方を敬愛しているだけです！　あの方は私の目標であり理想なのです！　知っているでしょう、あの方が魔術に向き合う際の真摯な姿を！　あのお顔を思い出してもまだ恋だ何だと浮ついたことが言えますか!?

──わ、わかったわかった、わかったから力を抜いて手が砕ける！　いだだだだ！



　必死に宥めてようやく手を離してもらった。

　彼女の顔は先程まで何処かを走り回っていたのかと思わせる程に紅潮し、肩で息をしている。それが怒りのためかそれとも図星をつかれたためなのか、手を繫いでいない私にはわからないし聞くつもりもない。今度こそ手が握り潰されてしまう。

　ようやく落ち着きを取り戻したトイは再度私に手を差し出し、ふんっとため息を吐いた。


──とにかく、くれぐれもコンスタンス様に妙なことを吹き込んだりしないでください。うっかり感情漏洩してしまう危険もありますし、何なら今からアプランドル武術科に伝わる由緒正しき記憶抹消法を施して差し上げましょうか？

──いえ絶対に漏らしません！　誓います！



　何で武術科にそんなものが伝わっているんだ。もしかして抹消するのは記憶じゃなくて命じゃないのか？　しばらくコンさんの前では無心でいるよう努めなければ。

　強く自分を戒める気持ちを汲み取ったらしいトイは「よろしい」という風に小さく頷いた。とりあえず命の危険は脱したようで胸を撫で下ろす。




　それにしても、出会った当初は身内かと思ったくらいそっくりな腹黒ぶりを発揮してきた二人だったが、どうやら気性だけではなく生い立ちもよく似ていたらしい。

　生まれた瞬間与えられた苦痛に苛まれながらも自分の道を見つけ、真っ直ぐに進んでゆく。

　確かに、思わず追いかけたくなる程に美しい生き方だ。


──そうでしょうそうでしょう！　貴女にもコンスタンス様の素晴らしさがようやくわかりましたか！

──うん。……ああでも、コンさんだけじゃなくてトイのことも凄いと思った。自分の理想までどれだけ道が遠かろうと険しかろうと迷わず突き進むって余程意思が強くなければ出来ないでしょう？



　一本筋が通った人の在り方は見ていて清々しい。自分の芯となるものに巡り会えた人間は、きっといつまでも何処までも自分の意思を持って真っ直ぐに歩んでいけるのだろう。迷うことのない姿はただひたすら純粋に美しい。

　トイは目を見開いてぽかんとこちらを凝視していたが、やがて小さくため息を吐いて顔を背けた。


──貴女って……そんな台詞をよくも恥ずかしげもなく、まあ……。

──それトイが言う？　普段コンさんに対してあれだけ賛美の言葉を並べ立てているのに？

──コンスタンス様はそれに値する方ですもの。

──だったらトイに言っても問題ないじゃない。



　そう言うと、トイは口を噤み更にそっぽを向いてしまった。髪の間から覗く耳がほんのり赤く染まっている。これが所謂ツンデレというやつか。なるほど、今その魅力を理解した。

　微笑ましく思っていると、ふとまた疑問が浮かんだ。そういえば、あれだけ詳細に語っていたにも拘わらずコンさんとの初めての会話がどんなものだったのか一切触れていなかったような気がする。

　思った途端、トイが勢いよく顔を上げた。緩んでいた手を握る力が再び力強くなった。


──聞きたいですか、私とコンスタンス様の初めての会話をっ！

──えっ、え、えええええええええ。

──わかりましたそこまで言うならお話ししましょう！　忘れもしません、あれはよく晴れた日の昼頃でした……！






　……そうして再びトイの回想が始まった。

　元々可愛らしいトイの顔が何倍も可愛らしく光り輝いているのを目の当たりにしてしまっては途中で止められるわけもなく、話は休憩時間が終わるぎりぎりまで続いた。




　トイと手を繫いでいる時は、不用意にコンさん関係の疑問を持たないようにしよう。

　私は密かに、心に誓った。







　あとがき







　こんにちは。本作品が初めての方は、初めまして。睦む月つきけいと申します。




　二巻目となった今作では、クウェンティン国を訪れた他国の王子が主人公茉莉を「神み子こ」と呼び自分の国へ招こうとしてきます。彼の登場によって周囲の状じよう況きようが大きく変化し、レーガンや茉莉の気持ちにも影えい響きようが……。

　という話です。




　ニュクス・ニールリュルという名前を一度で覚えられた方は果たしているのでしょうか。私は数年前に本作を書いていた時、「こいつの名前って何だっけ……」とうっかり忘れることが多々ありました。間ま違ちがわずにタイプ出来るようになったのは本作を書き終える頃ころだった気がします。名前こそ度々忘れたものの、個人的にはとても好きな性格の登場人物です。




　イラストのユウノ様、今回は大変ご迷めい惑わくをおかけしました……！　そんな中で素晴らしいイラストの数々を描えがいていただけてとても励はげみになりました。

　担当様、とんでもないお手数をおかけしてしまい申し訳ありませんでした……！　お陰かげ様さまで何とか挫ざ折せつせずに最後まで書き上げることが出来ました。




　また余談ですが、「首の姫ひめと首なし騎き士し」のコミックスが無事発売となりました。物ぶつ騒そうな主従の出会いを丁てい寧ねいに描いてくださっています。お手にとっていただければ幸いです。

　それでは。


睦月　けい　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ユウノ

デザイン／ビィピィ










王おう子じ様さまの抱だき枕まくら




異い世せ界かいでティラミスを








睦む月つきけい
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